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プロローグ～とある宿屋主人のモノローグ～




　イートン伯はく爵しゃく領にあるアイビーヒルは温泉の湧く街だ。宿が立ち並び、湯治を目的とした旅人が多く訪れる。

　その温泉宿の中でも老舗しにせにあたる『切きり株かぶ亭てい』で、白の調理服に身を包んだ男が大きなため息をついていた。

　名前はレイモンド・ネルソン。一応、ここの主人である。

　一応と前置きするのは、彼がこの店を任されたのが、ほんの数日前だからだ。

　老舗とはいっても切り株亭は大きな宿屋ではない。二階建ての木造建築で、大部屋ふたつと個室十部屋を有し、男女別に分かれた温泉と、食事を提供するための食堂が併設されている。地階にも部屋はあるが、客は入れない。物置と主人一家のプライベートスペースだ。

　木の風合いをそのまま生かした柱に白い壁という内装は、素朴で清潔感があるが、何度か修復を加えられた外装は、どうしても継ぎはぎの印象をぬぐえず、嫌でも年季を感じさせる。

　新しい宿屋が次々建設される昨今、泊り客は激減し、宿屋よりも食堂の収益で経営を維持しているような状態だ。

　当然、人を多く雇う余裕などあるはずもなく、レイモンドと義父と母で構成されるネルソン一家と、従業員のランディとチェルシーという少数精鋭で成り立っていた。

　もともとの主人は義父のアランだ。レイモンドはまだ子供の頃に、母の再婚でこの宿屋の跡取り息子となった。学校を卒業し、見習いとして宿で働いていた彼が、料理の才能を見いだされ、食堂の料理担当になったのは八年前の二十歳のときである。

　レイモンドが作るお店自慢のステーキは、表面はこんがりと焼けているのに、ひとたびナイフを入れれば肉汁があふれ出し、ジューシーでほっぺが落ちるほどおいしいと評判だった。また、長時間じっくりと火にかけ素材のうまみをしっかり引き出したスープに、ごろりとした具材が残る煮込み料理も人気で、この宿をリピートする客のほとんどが、食堂の料理を目あてにしていると言っても過言ではない。

　この八年、新しい宿屋の勢いに押されつつも、なんとか切り株亭を維持していられたのは、ひとえにレイモンドの調理の腕のたまものである。

　だが、一週間前、宿に届いた一通の手紙によって、事態は急変した。

　内容は、ふたつ隣の町に住む母方の祖母が倒れたというものだ。

　もともと、祖父は事故で片足を失っていて、日常生活にも祖母の手助けが必要な状態だった。祖母が動けないとなると、食事の準備さえおぼつかない。このままでは生死にかかわると、夫妻は切り株亭をレイモンドに任せ、看病に向かった。

　祖母の具合がよくなれば、すぐに戻ってくるだろうと高をくくっていたレイモンドだったが、容体は悪化の一途をたどっていて、ふたりを介護するのに母だけでは負担が大きいと、義父もしばらく祖父母宅に住み込むことになった。

【すまないが、切り株亭のことは頼んだ】

　そんな義父の文面を見たときは若干あきれた。

　歴史ある宿屋だと、胸を張っていたのは誰だったのか。いきなりふたりの人手を失えば、この宿の経営が立ちゆかなくなることくらい、主人ならわかっているだろうに。

　だが、だからといってすべてを放置できるほどレイモンドは無責任ではない。

　途方に暮れつつも、食事どきは料理、空いた時間で清掃、リネンの整備など眠る暇もなく働き、なんとか切り株亭を通常営業させているのだ。

「くそみたいに忙しい……。ああもう、過労で死んだらどうすんだよ」

　舌打ちしながらつぶやくと、対面のカウンター席からは朗らかな声が聞こえてきた。

「だから、この宿を閉めて屋敷の料理人になればいい」

　聞こえていたのか、とレイモンドはげんなりする。

　目の前のカウンター席に座っているのは、ふたり組の男だ。

　やたらにキラキラした金髪たれ目の美丈夫が、この街を治めるイートン伯爵の子息、ケネス。もうひとり、夜のような黒髪を有し、頬杖をついて涼やかな緑色の瞳をこちらに向けるのが、彼の従弟いとこだというザックだ。

「ケネス、レイモンドが嫌がっているだろ」

「嫌よ嫌よも好きのうち、だろう。こんなに熱烈にラブコールしているのに、どうしてかたくなにここで料理人をすることにこだわるのかな、レイモンドは」

　気持ち悪い言い方をするなよ、と心の中で毒づきつつ、伯爵子息に礼を失するわけにはいかないので、レイモンドは努めて冷静に返答する。

「百年近い歴史を持つ宿を、そんなに簡単に閉めるわけにはいきません」

　ケネスとザックという見目麗しいふたりの精せい悍かんな青年の組み合わせは、客の目を引く。誰に聞かれるかわからないのだから、宿の経営に関する不穏な話などしたくない。

　ふたりは、一年ほど前からこの食堂に食べにくるようになった。レイモンドも最初は驚いた。こんな平民向けの宿屋に、お貴族様がなんの用だと。

　気さくなケネスは、『おいしいと評判の君の料理を食べてみたくて』と笑い、無表情のザックは、無言でじろじろと宿の内装を見つめていた。

　レイモンドは青くなりながらも、店で一番高級な料理を出した。すると無表情だったザックが、ぱっと目を見開き、一気に料理を平らげたのだ。

『うまい……。王都の料理人なんか目じゃないな』

　これには、料理人としてかなり興奮した。極上の料理を食べ慣れているであろう貴族の舌を唸らせたのだから。

『本当に素晴らしいよ、レイモンド、ぜひ君に伯爵家に来てほしい』

　ケネスの誘いは本来なら喜ぶべきことなのだろうが、最小限の人数でなんとか切り盛りしている宿の実情を知るレイモンドはあっさりと断った。すると、ふたりは諦めきれないとばかりに、連日通ってくるようになったのだ。

　顔を合わせることが多くなると、事情もだいたいわかってくる。

　ケネスもザックも、もともとは王都の学校に通い、卒業してからも城で内政にかかわる仕事をしていたらしい。

　しかし、何事かがあって、ふたりは領地へと戻ってきた。今は領地経営を学ぶという名目で街を巡回しては、民の不満や要望などを聞き取り、改善を図っているのだそうだ。

　たとえば、中央広場につくられた無料の足湯だ。

　乗合馬車が止まる中央広場は、旅人が多く行き交う。足湯を見つけた旅人は、疲れたと言わんばかりにそこでひと息つくのだ。

　当初は、こんな無料施設で休まれたら、宿の客が減ってしまうと不満が続出した。

　しかし蓋を開けてみれば、お客の総数は増えたのだ。

　足の疲れを癒いやした旅人は、今度は腹が減ってくる。街を巡り、食事を済ます頃にはすっかり時間は過ぎ、結局は宿に泊まることになったし、温泉に興味のなかった旅人も、足湯でその魅力に気づき、全身つかってみたいからと宿にやって来た。滞在時間が長ければ、街の中のほかの店にも利益は出る。

　また、足湯を体験した人が自分の街や村に帰って話題にするので、足湯目当てで訪れる旅人も増えた。結果、アイビーヒルを訪れる人自体が増え、街の活性化に大いに役立ったのだ。

　ほかにも、ちょっとしたもめごとの仲裁にも入ってくれるし、彼らが見回りしているせいか治安もよくなった。

　貴族ではあるが、ものすごく尊大な態度をとるわけでもないふたりは、街の人間にとってありがたい存在となっていた。

　レイモンドも、伯爵邸の料理人になれという再三の誘いには辟易しているが、彼らが街の繁栄に一役買っているのはわかっているし、感謝もしている。

「だってレイモンドひとりで宿と食堂の現場仕事をしながら経営するのは、現実的に無理だろう」

「ひとりじゃありません。ランディとチェルシーという従業員がちゃんといます」

　レイモンドはちらりとうしろを向く。大柄なランディがクマのようなのっそりとしたうしろ姿で、大鍋を洗っている。栗色の髪をきっちり結い上げた細身のチェルシーは、絶え間なく宿と食堂を行ったり来たりし、あらゆる清掃活動を一手に引き受けていた。切り株亭の頼りになる従業員である。

　しかしケネスは、少しばかりあきれたように首を振った。

「彼らがよく働くのは知っているよ。でも、この規模の宿屋に従業員が三人はどう考えても現実的じゃない数字だ。閉めるのが嫌なら、ほかにも人を雇えばいいじゃないか」

「そう簡単ではないんですよ」

　レイモンドは舌打ちをする。不敬なのは百も承知だが、とがめられることはないとわかっていての行動だ。この調子のいい伯爵子息は、なんだかんだ言ってレイモンドに甘い。

「新しい従業員を雇うにも、仕事を教えなくちゃならないんです。ランディにもチェルシーにもそんな余裕はありませんよ」

「そんなこと言っていたら、そのうち仕事が回らなくなって宿がつぶれるぞ」

「ケネス、いいじゃないか。そうなればレイモンドに伯爵邸に来てもらえば」

「あ、そうか」

　しばらく黙って聞いていたザックが、ぽそりと口を挟む。常に笑顔のケネスに比べ、ザックはたいてい無表情なので、その発言が冗談なのか本気なのか、判断に迷う。

「ザック様！　余計なこと言わないでくださいよ」

　慌てて突っ込むと、ふたりがそろって笑いだす。どうやら冗談のほうだったかとホッとしつつも、レイモンドは再びため息をついた。

　お気楽な貴族と一緒にされたら困るのだ。

　義父がいない今、レイモンドは経営者だ。従業員の生活も彼の肩にかかっているのだから、適当な決断はできない。だが、仕事が回らないのもたしかな事実だ。

　早急に即戦力となるような人材を雇い入れたい、とレイモンドは切実に思う。

　そのとき、入り口の扉がゆっくり開いた。

　中に入ってきたのは、背が低く、緩く波打った金髪が顔の周りに広がる、かわいらしい少女だった。琥こ珀はく色の瞳がキラキラときらめいている。

　ふと、懐かしさを感じたが、よく見れば見覚えのない少女だ。なんの勘違いだ？と頭を振ったレイモンドは声を出すのが遅れた。

「……いらっしゃい」

「えっと、あの。この宿のご主人様はいらっしゃいますか？」

　おずおずとだがはっきりとした口調で、その少女は言った。清せい楚そな薄緑色のワンピースは平民が着るものとデザインはそう変わらないが、生地の光沢が違う。

　この切り株亭は平民向けの宿屋だが、ケネスとザックが通うようになってから、食堂にだけは貴族や高級商人も来るようになった。おかげで、レイモンドは人を見分ける目には自信がある。

　この少女は、あきらかに富裕層に属する令嬢だ。

　だとすれば、連れもおらずひとりでいることに違和感がある。仮に貴族令嬢ではなく商人の娘だとしても、親がこの年頃の少女をひとりで歩かせるようなまねはしないだろう。

「やあ、かわいいお嬢さん。この宿の主はこいつだよ」

　ケネスが優雅な所作で女性を招き入れる。

　荷物は大きな車輪付きのスーツケースがひとつだけ。宿屋に入るときに取ったのか大きなつばのある帽子を手に持っている。

　お客ならチェルシーが、と思いつつ、下りてこないところをみれば二階の部屋の掃除で手いっぱいなのだろう。

　レイモンドは仕方なく、自分で対応するために厨房から出た。

「ここの主人のレイモンドです。お客さんは泊りで？」

　大きな鞄もあることから旅行客かと思い、そう声をかけたが、彼女の口から飛び出したのは予想外な返答だった。

「私、ロザリーと申します。一生のお願いです。どうか私をここで使ってください！」

「は？」

　レイモンドは呆気に取られて黙り込む。

　これが、彼女――ロザリンド・ルイスがこの街にやって来た最初の日のことだ。

　なお、申し添えておけば、この物語の主人公は、ロザリンドことロザリーであり、レイモンドは物語の傍観者にすぎない。










降り立ったのは温泉地




　時は、一時間ほどさかのぼる。

　ロザリーは乗合馬車の中で鼻をクンクンさせ、近づいてくる温泉地独特のにおいに確信していた。

（間違いない！　きっとこの街だわ）

　そう思ったら、お尻のあたりがムズムズする。馬車の座席でお尻を振りそうになり、ロザリーは慌ててその衝動を抑えた。

　隣に座っていた年配の女性が、怪け訝げんそうな目で彼女を見つめる。ロザリーはごまかすように笑って彼女に話しかけた。

「すみません。次に着く街はなんていうんですか？」

「アイビーヒルというのよ、お嬢さん。ご存知かしら。イートン伯爵が治めていて、お屋敷もすぐ近くにあるの」

「そうなんですね！　ありがとうございます」

　はつらつとしているもののやや幼い言動に、女性は不審そうな顔をしたが、ロザリーは気に留めず、馬車の窓から外を見た。

　小高い丘に、石塀で囲まれた大きなお屋敷が建っているのが見える。その下に連なるように街が広がっていた。一番高い建物は、教会の鐘しょう楼ろう。その隣にある礼拝堂の高さと同じくらいの建物が、ひしめき合って並んでいる。白壁の建物が多く、街全体から明るい印象を受けた。

　馬車は街の入り口をくぐり、石畳で整備された広場で止まった。

「あ、降ります！」

　大きなスーツケースとは別に、体から離さないようにぴったりくっつけたポシェットから乗合馬車の運賃を支払い、ロザリーはついにアイビーヒルに降り立った。

「お嬢ちゃん、荷物はこれで全部かい？　ひとりで持てるのかい？」

「大丈夫です。これ、車輪がついてるんですもん！」

　馬車の御ぎょ者しゃも、あまりに無邪気な様子のロザリーに心配になる。耳打ちするような小さな声で、「お嬢ちゃん、この街に知り合いでもいるのかね？」と尋ねた。

　対するロザリーはあっけらかんとした笑顔だ。

「いえ。でも大丈夫なんです。ここはよく知っているところなんですもの」

「そうかい。じゃあ気をつけて行くんだよ」

「はい！」

　スーツケースの車輪を転がしながら歩きだすロザリーを御者は心配そうに見送った。

「街の名前も知らないのに、……ほんとかね」

　独りごちたのは、先ほどまでロザリーの隣に座っていた年配の女性だ。

　彼女は、世間知らずそうな少女にうしろ髪を引かれていたが、次なる街を目指して乗合馬車が動きだすと、気を取りなおしたように前を向いた。

　一方のロザリーは、意気揚々と石畳の街を見渡した。

　ここは初めて来た街だ。だけど記憶にはある。この大きな広場から、三つまたに分かれた道の先になにがあるのかもちゃんと知っている。

　知っているのは、ロザリーの中にある〝リル〟の記憶。

「懐かしい香り……！」

　そうつぶやくと、ロザリーは大きく手を伸ばし深呼吸をした。するとお尻がムズムズとしてくる。まるで、そこに尻尾があって揺れているように。

「ここがリルの暮らしていた街なのね。……知らない建物もあるけど、道は一緒だし、きっと大丈夫」

　独り言にしては大きな声を出し、ロザリーはスーツケースを押して歩きだした。

　分岐点に差しかかると、迷いもなく真ん中の道を選んで進んでいく。

　すぐに、いい匂いを漂わせるパン屋が見えてくる。その先には仕立て屋や細工師が集う一角があった。リルの記憶の中では、嫌な場所だ。リルが近寄ると、お店の人は、困ったように眉をひそめて追い払おうとするから。

　だが今は、ロザリーを見つけて、売り子らしき女性のほうから声をかけてくる。

「お嬢さん、そんな地味な服を着ていないで、こんな色のドレスを仕立ててみない？」

　女性が持っていた生地は綺麗なパールピンクだ。素敵だと思うけれど、今のロザリーにはすぎたものだ。

「ごめんなさい。私、今、あまりお金がないんです」

　ぺこりと頭を下げ、スーツケースを押しながら先を急ぐ。

「犬と人間って、こんなに扱いが違うものなのね」

　ふふ、と笑って先を急ぐ。軽やかな足取りで、目的地に迷うことはない。だってここは知っている街だから。

　前世の自分――たれ耳とたれた尾、ふさふさの飾り毛を持つリルという名の犬が住んでいた街なのだから。




　＊　＊　＊




　ロザリーという人間の中に、犬のリルの記憶が同居する。そんなおかしな状況になったのは、二ヵ月半前の事故が原因だった。

　その日は、ロザリーの十六歳の誕生日で、両親からのプレゼントは観劇だった。かねてより観たいと思っていた『カーセルメルトの長い夜』というコメディ劇だ。

　地方にあるエタニア劇げき場じょうで人気を博したこの演目は、王都の劇場でも上演されることが決まっている。その日はエタニア劇場での最終夜とあって、満席だった。

　おかげで上演が終わって帰ろうにも、道路の渋滞はなかなか解消されない。熱気のこもる夏の夜に待たされた馬はすっかり機嫌を損ねていて、どこの御者も制御するのに苦労していた。

　ロザリー一家の馬車も、そんな渋滞の列に交じっていたが、車中では和やかな会話が繰り広げられていた。

「今日はとても楽しかったです。お父様、お母様」

「それはよかった。お前の誕生日の祝いだからね。十六歳おめでとう、ロザリンド」

「ありがとう、お父様」

「来月にはいよいよ社交界デビューよ、ロザリー。国王陛下に拝はい謁えつするのに、しっかり挨拶とマナーを覚えないと。その後は夜会ね。あなたを任せるにふさわしい、素敵な男性に出会えるといいのだけど。あ、でもすぐに誘いに乗ってはダメよ。慎みを忘れないようにね、ロザリー」

「わかっています、お母様」

　ロザリーは、クルミのような丸い琥珀色の瞳を輝やかせている。観劇の感動が冷めやらず、頬はうっすらと染まっていた。

　美しくなる素養は十分に感じさせるが、今はまだあどけなくかわいらしいという表現がぴったりのこのひとり娘を、ルイス男だん爵しゃくは目に入れても痛くないほどかわいがっていた。

「それにしても、馬車はなかなか進みませんわね」

　夫人がため息とともにこぼし、「そうだな。……おい、もう少し急げないのか」と男爵が御者に声をかける。

　狭い馬車の中はすぐに熱がこもってしまう。小窓を開ければ風は入ってくるのだが、同時に虫も入ってくるので開けるのを夫人が嫌がるのだ。

　道を大通りから一本それたあたりで、馬車が軽快に走りだした。男爵一家はホッとして背もたれに体を預ける。

　しかし、様子がおかしかった。馬車はどんどんスピードを上げ、身の危険を感じるほどになったのだ。馬車は大きく揺れ、ルイス男爵は不安で身を寄せ合う娘と妻を両腕に抱きかかえた。

「おい、いったいどうなっているんだ」

「もっ、申し訳ありません、旦那様。馬が……。うわっ」

　御者の声が響くと同時に、激しい衝撃が一家を襲った。馬車の外壁がめりっ……と音を立てて割れ、木片がまるで意思を持っているかのように三人に突き刺さってくる。

「きゃあっ。お父様っ」

　ロザリーは悲鳴をあげたが、痛みはない。だが、視界は一瞬で真っ暗になってしまった。父のぬくもりと荒い息遣いが感じられる。

「お父様、大丈夫……？」

　父からの返事がくる前に、もう一度大きな衝撃が走った。馬車は横倒しになり、一家はひと固まりとなって投げ出された。

　ロザリーは、痛みを自覚する間もなく、意識を失ったのだった。




　＊　＊　＊




　――気がついたら、見たことがない景色が、ロザリーの目の前に広がっていた。

（ここは……どこ？）

　人が多く、にぎやかな街だ。街全体が靄もやと独特のにおいに包まれていて、街の人たちはまるで酔っているかのように機嫌よく働いている。

　ロザリーはその街の宿屋の入り口にいた。ちょこんと座って、宿屋に入る人をじっと見つめている。

　お客は彼女を見つけると、やわらかく微笑ほほえんだり、頭をなでたりする。中にはぎょっとして体を後ずさりする人もいた。

（どうして私、こんなところにいるのかしら。それに……）

　あまりに違和感があり、ロザリーはそれがなぜなのか考えた。そして気づいたことは、いつもよりも視線が低いことだ。自分の目の高さが通りすがる人の足もとだなんて、小さな子供より低いではないか。

　それに、こんな街中に男爵家の令嬢であるロザリーがひとりでいることもおかしいのだ。

『……ワン』

　つぶやいた言葉が、人のそれではないことに驚いて、ロザリーは目を見張る。

（え？　え？　どういうこと？）

　視線を自分の足もとにずらすと、見えるのは、獣のものと思われるベージュの毛並みの足だ。

　前へ動かそうと思うと動く。上に持ち上げてみる。何度か足踏みをする。ロザリーの意思通りに動くそれは、彼女の体ということになる。

（えええええー！　どうして？　わ、私、犬になってる？）

　焦るロザリーのもとへ、野菜の入った籠を抱えた女性がやって来る。

『リル、今日もいい子だね。おとなしくしていてね』

　さらりと頭をなで、裏口から宿屋へと入っていく。

（リル……？　名前？　私の？）

　疑問に思っているうちに、今度は茶色の髪の少年がやって来て、自分に向けて手を伸ばした。

『リル、今日も旦那は忙しいって。俺が散歩に連れていってやるよ』

（散歩って……完全に犬じゃない）

　だけど、なぜかうれしいと思ってしまう。お尻のあたりがムズムズするのが気になってちらりとうしろを見ると、自分の尻尾がバッサバッサと元気よく揺れていた。

　少年は『さあ、行くよ』と歩きだす。首輪につけられた綱を引っ張られて、動いてもいいのかとようやく気がついて、ロザリーは歩きだした。

　四つ足での移動に、頭の中では変な感じがするが、体のほうは自然に動いている。風の動きが全身で感じられて、とても気持ちがよかった。尻尾も軽快に揺れている。

『リル、急に走ったらダメだよ』

　少年が追いついてきて、隣を歩く。

　見知らぬ人、見知らぬ街。ロザリーが暮らした男爵領の景色とは違う。なのにすべてが懐かしい。自分のもののようなそうでないような、曖昧な感覚だ。

（犬として散歩してるなんて変な感じ。でも私はロザリーだもの。これはきっと夢なんだわ）

　自覚すると同時に、景色がふっと変わる。

　男爵邸の庭だ。そこに咲く名前も知らない白く小さな花を摘んで、ロザリーは父のもとに急いだ。

『やあ、ロザリー、かわいらしい花だね』

　抱き上げられたロザリーは、ちゃんと人間の姿に戻っていた。けれど、今度は幼い日の姿だ。

　ロザリーがホッとして息をついた同時に、母はあきれたような顔をして、『そんなことをしてはドレスが汚れますよ』と苦言を呈した。

『琥珀色の美しい目が映えるようにと、せっかく青紫のドレスを仕立てたのに』

（あれ、目の色を褒めてくれた人は、ほかにもいたような……）

　そう思った途端、また景色が変わる。

　先ほど散歩に連れていってくれた少年が、『リルの瞳は綺麗だなぁ』と笑った。

　ふたつの世界が頻繁に入れ替わったかと思うと、目の前に広がる景色が回転し始めた。そして、あっという間にただのマーブル模様と化してしまう。

　頭がぐらぐらして、ロザリーは目眩めまいに似た感覚に襲われた。馬車に酔ったときのような吐き気を感じ始める。

（どうしよう。気持ち悪い。誰か……）

　ロザリーはただこの気持ち悪さから逃れたくて、必死に大声を出した。

「……誰か、助けてください！」――




　叫んだと同時に、ロザリーは長らく閉じたままだったまぶたを開いた。

　最初に見えたのは、ベージュ地に茶色でダマスク柄が描かれた天井だ。ガラスで作られたシャンデリアが、部屋の中を照らしている。肩で息をしながらロザリーはあたりを見回した。

　汗のせいで夜着が肌に張りついている。服をぱたぱたと引っ張ることで、火照った肌に空気を送った。

（……ここはどこ？）

　ロザリーは一見で判断することができなかった。

　先ほどの夢のせいで、頭の中がごちゃごちゃになっている。見たこともないはずの景色が脳内にこびりついて離れない。

　深呼吸をしているうちに、今度はやたらに強いにおいに、顔をしかめた。

「なんか……におう」

　鼻をすんすんと動かすと、いろいろなにおいが判別できた。

　ベッドを包むリネンの匂い、階下から漂うスープの香り、そして年配の人間特有のにおいがする。いわゆる加齢臭だ。

「よいしょ、……痛っ」

　上半身だけでも起こそうとしたが、体が痛くていうことをきかない。仕方なく、横になったまま、首だけをゆっくりと動かしてあたりを見回した。

　目についたのは、壁に飾られた家族の肖像画だ。白髪の交じった老夫婦と、その息子夫婦。それに十歳くらいの子供がひとり描かれている。ふわふわした広がる癖毛の令嬢の絵姿を見て、少しだけ記憶がはっきりする。

（これは、私だわ。小さな頃の……）

　そう認識した途端に、老夫婦とその息子夫婦が自分の家族だという情報が頭に浮かんできた。

（おじい様とおばあ様。それにお父様とお母様……）

　情報として、それはわかる。だけどロザリーの頭にはなんの思い出も浮かんでこなかった。父や母だということはわかるのに、親しみのような感情が湧き上がってこないのだ。

（夢のせいなのかな。なんか、頭の奥がぼーっとするし、ここも、なんだか見覚えがない……）

　ロザリーはため息をついた。記憶が曖昧で、ここが自分の家なのかどうかの判断さえできない。不安だけが募っていた。

　やがて、扉をノックする音が聞こえた。

　もとから返事を期待していないのか、ロザリーが答える前に扉が開く。

　入ってきたのは執事らしき五十代の男性だ。目を開けたロザリーを見るなり、自らの正気を疑うように頬を叩き、恐る恐る問いかけてくる。

「……ロザリンド様？」

「はい」

「お目覚めになられたのですか？」

「は、はい？」

「私がわかりますか？　オルトンです。あなたのおじい様……エイブラム様の屋敷の執事です！」

「あ、はい。えっと」

　名前を言われて、また記憶がひょっこり飛び出してきた。

　エイブラムは祖父の名前だ。五年前に父に爵位を譲り、本邸から二キロ離れた土地に屋敷を建てて、隠居生活をしている。祖母は二年前に亡くなっていて今は使用人たちと暮らしていたはずだ。

　オルトンはロザリーがうなずいたのを見ると、大慌てで「旦那様ー！」と声を張りあげて出ていった。

　そのうちに肖像画よりやや老けた祖父が入ってきて、ロザリーのもとへ駆け寄ってくる。

（あれ、なんか、おじい様のにおいが……）

　祖父から漂う加齢臭に、ロザリーは思わず顔をしかめる。

（く……くさい。なんでこんなに加齢臭が強いの）

「目覚めたのか、ロザリンド！　よかった……」

　ロザリーの内心になど気づかぬように、エイブラムは彼女を痛ましそうに見つめ、優しく頬をなでる。

　ロザリーは、祖父が近づくにつれて強くなるにおいに眉をひそめずにはいられなかった。祖父だということはわかるのに、まるで赤の他人を目の前にしているような冷めた感覚しかない。むしろ、においのせいで不快感のほうが強い。

「お、じい様」

　ロザリーがかすれた声で呼ぶと、エイブラムは表情をやわらげ、ロザリーの前髪をそっとかき上げた。

「無理しなくていい。横になっていなさい。お前は事故にあったんだ。覚えているか？」

「事故？」

　聞いた瞬間はなんのことだかわからなかった。けれど、事故というワードから、またも記憶がこぼれ落ちた。

「馬車で……そうです。劇を観た帰りに」

「そうだ。並走していた二台の馬車が、暴走した揚げ句に衝突したんだ。さらに、うしろから来た馬車にも追突されて、横転したほうに乗っていたのがお前たち一家で……」

　エイブラムはそこで一度言葉を切り、潤んだ目を隠すように手をかざした。

「ダドリーとアデラ……お前の両親は亡くなった」

「……え？」

「ダドリーはお前を守るように抱いていたよ。アデラさんもな。お前が全身打撲だけで済んだのは、ふたりのおかげだ」

「死んだ……？」

　ロザリーは肖像画に目をやった。自分の父と母。顔はぼんやりと思い出せる。けれど、〝両親が死んだ〟という事実が認識されただけで、悲しい感情は湧いてこなかった。

（待って、どうして悲しくないの。お父様とお母様よ？）

　ロザリーは頭を押さえて記憶をたどろうとした。けれど、頭の奥に靄がかかっている部分があり、そこに踏み込もうとすると針で刺されたような痛みが走る。

「……ロザリンド？」

　反応の薄いロザリーに、エイブラムは不審そうなまなざしを向ける。

　ロザリーは焦る。両親の死になにも感じないことに罪悪感は湧くのに、どうして悲しいと思えないのか、自分でも不思議で仕方がない。

　今も、気になるのは、祖父が自分の態度を不審がっていないだろうかということだけなのだ。

「ご、ごめんなさい、おじい様。実感が湧きません。なんか……」

「そうか。そうだな。受け入れるには重い事実だ。つらいだろうがお前には私がいる。心配するな。男爵位は私に戻ることになった。お前の後見人には私がなる」

「ええ。……ありがとう、おじい様」

　うなずきつつも、ロザリーは自分で自分が恐ろしかった。

　両親が死んだと聞かされたのに、まるで他人の死亡事故を聞かされたときのように心が動かないのだ。

（涙も出ないなんて……）

　ショックを受けたのは、ロザリーだけではない。

　自身も我が子を亡くし、絶望するであろう孫娘を守ろうと決意していたエイブラムは、ロザリーの飄ひょう々ひょうとした態度に激しいショックを受けていた。

　執事とともに部屋を出て、信じられないとでもいうように頭を抱える。

「親が死んだというのにあの態度はなんなんだ？　あの子が、こんなに薄情な娘だとは思わなかった」

「旦那様、お嬢様はきっと混乱していらっしゃるんですよ」

「だが、目覚めたときに両親を呼びもしなかったんだろう？　もっと優しい子だったはずだ。私にだって、いつだって抱きついてきてくれたのに、今はちょっと触れただけで顔をしかめていたんだぞ？　いったいあの子はどうなったんだ。事故にあったときに、悪魔にでも魅入られたのではないだろうな」

「旦那様。落ち着いてくださいませ」

　エイブラムにとっては、家督を任せるにふさわしいと、早々に爵位を相続させた自慢の息子の死だ。本来なら寝込みたいほどショックだ。息子たちが死んで二週間。ロザリーの意識が戻らないまま、葬儀もエイブラムが仕切り、済ませた。

　彼は、息子たちの忘れ形見であるロザリンドを守らねばならないと、気を張ってこの二週間を過ごしていたのだ。なのに、すっかり様子の変わったロザリーに、裏切られたような気持ちになった。

「……ロザリンドは十六歳になったんだったな。社交界デビューをさせるより、早々に婿むこを見つけたほうがいいかもしれん」

「ですが、旦那様」

「家族を失った痛みは家族をつくることで癒せるだろう。……私は、あの子が目覚めたらともに泣き、ダドリーの思い出を語り合えると思っていた。しかし、……まるで他人を見るようなあの顔を見ていたら、背筋がぞっとした。あの子と癒し合うなんて無理だ」

　エイブラムは肩を落とし、大きなため息をつく。

　エイブラムにとっては、ロザリーは残されたたったひとりの身内だ。期待をしていた分だけ、ショックは大きい。

「……近隣の貴族にいい年ごろの独身男性がいないか、聞いてみてくれ」

　そう執事に言い残し、エイブラムは疲れきったように肩を落として、自身の寝室に戻ってしまった。




　それから、体が回復するまでの二ヵ月間、ロザリーは何度も夢を見た。

　夢の中では、ロザリーはいつもリルという名の犬だ。

　宿屋の入り口に捨てられていて、宿屋の〝ご主人〟によって助けられた。最初は困った様子だったご主人だけど、従業員やその家族が交代でリルの面倒を見ると言ってくれたので飼ってくれた。やがてリルは、宿のお客さんの忘れものを届けたり、なくしものを捜したりと活躍しだす。そしてすっかり看板犬となり、みんなからかわいがられたのだ。

　リルは感情豊かな犬で、尻尾を軽快に振って感情を表す。その夢を思い出すと、なぜかロザリーまで、お尻のあたりがムズムズして、幸せな気持ちになれるのだ。

　散歩に連れていってもらったり、餌をもらったり。それらの夢はすべて他愛のない犬の日常のものだったが、色も音もにおいもついた鮮明なもので、目覚めてからも消えることなく、ロザリーの中に記憶として蓄積されていった。

　逆に、目が覚めてから始まるロザリーとしての人生は、ひどくおもしろみのないものだった。

　両親のことも祖父のことも、はっきりとは思い出せず、思い出そうとすれば頭痛がする。そのせいで祖父との関係はぎくしゃくしてしまった。

　ロザリーとしての十六年間の記憶はなくなったわけではなく、書類が山積みになっているような感じで存在はしている。時折、そこから一枚飛び出してくるような感覚で記憶がよみがえる。だが、そこには色も音もにおいもなく、ただ、出来事がつらつらと思い浮かぶだけで、ロザリーの感情はまったく動かされない。

　加えて、目覚めて以降、ロザリーの嗅覚は異常なくらい鋭い。においを強く感じるだけでなく、夢の中のリルのように、嗅ぎ分けができるようになったのだ。

　あまりにも不思議なので、ロザリーは犬と記憶に関する本を祖父にねだって数冊買ってもらい、療養中、ベッドの中で読みふけっていた。

　犬に関しては、これといって関心をそそられる内容はなかったが、記憶に関する本には気になることが書いてあった。

　自分が経験していないことや、親でさえ知らない土地の記憶を持っているなら、それは前世の自分のものかもしれないという内容だ。

　ロザリーは今までに犬を飼ったことはないし、まして夢に出てくるリルが住む街には行ったこともない。だけどあのリアルさは、経験していなければ表せるはずがない。

　これは前世の記憶なのだ、とロザリーは結論づけた。

　そして、そう思うと、急に現状に対して前向きになってきた。

　おそらく事故が原因で、ロザリーは前世の記憶と嗅ぎ分ける能力を取り戻してしまったのだ。逆にロザリーのこれまでの記憶があやふやになってしまった理由はよくわからないけれど、変えられないのならば、この記憶と能力を抱えたまま生きていくしかない。

　ようやくスッキリしたロザリーだったが、この事実を祖父に伝えることはできなかった。犬の記憶があるなんて言えば、間違いなく精神病院に連れていかれるからだ。

　結果、祖父との間はぎくしゃくしたまま、時間ばかりが過ぎていった。




「ロザリンド。話があるんだ」

　ある日、祖父がぎこちない笑顔を浮かべたまま、部屋に入ってきた。

「これを見てくれ」

「これ、……なんですか？」

　祖父に渡されたのは、男性の肖像画だった。手に持てるサイズで、真面目そうな軍服姿の男性が描かれている。

「お前の縁談相手だ」

「縁談って……結婚相手ってことですか？　待って、おじい様。私まだ十六です。社交界デビューだってしていないのに」

　ロザリーは困りきって肖像画を返そうとしたが、祖父は力強くそれを押し戻した。

「いいか、ロザリンド。私も年だ。後見人になったとはいえ、お前を見てやれるのは十年かそこらだろう。それに、社交界デビューしようと思えば、王都に行って国王様にお目通りを願わなければならない。この老体が頻繁にここと王都と行き来するのは無理がある。だったらいっそ、近隣の貴族のもとに嫁に出したほうが、お前の将来のためにもなるだろうと思ったのだ。アルバーティ子し爵しゃくは国防軍に所属する軍人将校だ。年は十歳上の二十六歳。真面目すぎて今までお相手が見つからなかっただけで、人柄も悪くない」

「でも……」

　まだ恋も知らないのに、いきなり結婚だなんて嫌に決まっている。けれど、祖父が厄介払いしたいのかと思えば、それ以上言葉が出てこない。

「少し……考えさせてください」

　ロザリーは、なんとかして断る方法を考えたが、すぐには思いつかない。返事を少しでも先に延ばすことで精いっぱいだった。




　翌日、ロザリーは鬱うつ々うつとした気分で庭を散策していた。縁談なんて体よくロザリーを追い出すための理由に決まっている。祖父にそこまで疎うとまれていると思ったら、落ち込むばかりだ。

　そして、現実がつらいと思えば思うほど、リルの記憶が鮮やかに脳内に広がっていく。

　リルは、今のロザリーと違って、街の人から望まれていた。

　最初は飼うのを渋っていたご主人も、リルの才能を喜び、看板犬にしてくれた。なくしたものを上手に見つけられればとても褒められたし、見つけられなかったとしても怒られはしなかった。街の人々はリルのがんばりを認めてくれ、いつも優しかった。リルの記憶には〝人間が大好き〟という思いがあふれている。

（記憶が戻るだけじゃなくて、いっそリルになれたらよかったのに。言葉が通じなくたって街の人たちに愛されていた。……今の私は、誰からも必要とされてない。むしろ疎まれてる）

　ロザリーの目に涙が浮かんできた。そして、両親の死に泣けないのに、こんなことで泣けることに罪悪感が湧く。

（感情がなくなったわけじゃないのよね。今だって悲しいし。ただ、過去のことだけ、なんにも感じない……）

　しゃがみ込み、指先で花壇の土をいじりながらため息をつく。そうして思い出すのは、リルの住んでいた街の人々だ。みんな忙しそうに働いていたが、生き生きとしていて楽しそうだった。ロザリーはあまり男爵家から出たことがなかったので、働くことは大変でつらいことだとばかり思っていた。だけど、今は違う。リルが見ていた光景はそのままロザリーの憧れになっていた。

（生きるなら、あんなふうに生きたい。仕事をして、充実した毎日を送りたい……）

　そしてそれは、軍人将校と結婚することではおそらく得られない未来だ。

（そうよ。まだ十六だもの。結婚なんて早すぎる）

　誰かに自分を必要だと思ってほしいし、誰かを好きになりたい。リルのように、誰かの役に立ちたいのだ。

　でもここにいれば、縁談を断ることはできないだろう。後見人である祖父が決めたことは絶対だ。破談にするためには、彼を説得しなければならない。

（リルの住んでいた、あの街に行きたい。そうだ、旅に出たいってお願いしてみよう）

　ロザリーは決意を固めた。

　この屋敷を出て、ひとりで暮らすのだ。貧乏でも、苦労してもいい。

　やるべきことが決まれば、後は祖父を説得する方法を考えるだけだ。

　意気込んで、ロザリーは祖父の部屋へと向かった。




　祖父への説得は、ロザリーが思う以上に難航した。

「だからね、おじい様。私は結婚したくないんです。それよりも旅に出たいの。おじい様もお気づきでしょう？　事故にあってからずっと、感情が不安定なんです。お父様のこともお母様のことも、どこか他ひ人と事ごとのように感じてしまうの。まるで感情が死んでしまったみたい。でもそれを取り戻すには、屋敷にこもっていてはいけないと思うんです。いろいろなものを見て、触れて、感じたい。仕事をしてみるのもいいかなと思っているんです。お願い。おじい様に迷惑はかけないから、旅に出るのを許してください」

　犬の記憶があることはもちろん黙っておく。

「しかし、女の身ひとつで旅に出るなど……」

「でも誰かに守られてする旅なら、ここにいるときと変わらないでしょう？　おじい様。後見人になってくださったのはうれしいけれど、私は今のままではダメな気がしているの。守られているだけじゃ、私の感情は戻ってこない。お父様とお母様の死を、いつまでたっても実感できないままだわ」

　エイブラムはわずかに身じろぎをした。ロザリーはその迷いを見逃さずにたたみかける。

「おじい様。私のことは、お父様とお母様と一緒に死んだものと思ってください。たとえ途中で野垂れ死んだとしても、自ら望んだことです。おじい様を恨んだりはしません。縁談も、孫娘は失踪したと言ってお断りください」

「……ロザリンド」

　十六歳の娘が、怯おびえもせずにそんな覚悟を固めたことにも、エイブラムはぎょっとした。やはりなにかがおかしい。少なくともエイブラムの知る無邪気な孫娘ではないのだ。エイブラムは迷ったが、やはり決断は同じだ。

「いや……ダメだ。男爵家の令嬢が家出したなんて知れてみろ。お前の経歴に傷がつき、嫁のもらい手などなくなってしまうぞ」

　祖父はそう言うと、話は終わりだとばかりに部屋を出ていってしまう。

　しかしロザリーはあきらめきれない。

　その後、何度か屋敷を抜け出そうと画策し、そのたびに執事のオルトンに連れ戻された。

　そして、ロザリーがこりずに脱走計画を練っていた夜、オルトンが部屋にやって来て言ったのだ。

「明日、エイブラム様は朝から屋敷を留守にするそうです」

「そうですか」

　なぜそんなことをわざわざ報告しに来たのだろうと不思議に思って見つめていると、オルトンは大きなため息をついて、悲ひ愴そうな顔で続けた。

「男爵家のご令嬢ロザリンド様は原因不明の病に倒れ、数日前から起き上がれない状態となっております。その治ち癒ゆ祈願のため教会で祈りをささげるのです。縁談も、病気を理由にお断りするそうです。明日、ロザリンド様の侍女が薬を買いに遠くの街まで出かけ、そこで失踪してしまう予定となっております」

「侍女……？　予定？」

「薬を探す旅に出る侍女へ、エイブラム様からプレゼントですよ」

　オルトンは扉を開け、廊下から大きな旅行鞄と薄緑色のワンピースを運んできた。町娘が着るようなシンプルなデザインだが、触ればやわらかく素材がいいことがわかる。旅行鞄も車輪がついていて、力のない女性でも押しながら移動できる。

「オルトン……。いいの……？」

　驚きのまなざしで見つめるロザリーに、執事は苦笑を返す。

「旦那様もさすがに根負けされたそうです。しばらく旅をするのに困らない路銀と町娘に見えるような服を用意するよう仰せつかりまして、今日ようやくそろいました。羽振りがよすぎても悪漢に狙われる原因となりますので、鞄とドレスには隠しポケットが作ってあります。貴重品はできるだけそこに隠してください」

「……ありがとう！」

「ルイス男爵家の体面を考えれば、手放しにお嬢様の好きにしろとは言えないのです。どうかご理解くださいませ」

「もちろんよ。おじい様は？」

「もうじきお休みになられます。……お休みのご挨拶になら、お部屋を訪ねられても差し支えないかと」

「ありがとう！　オルトン」

　ロザリーはすぐさま自分の部屋から飛び出し、祖父の寝室へと向かった。ノックをして、返事を待つのももどかしく扉を開ける。

「ロザリンド」

「おじい様、おやすみの挨拶にまいりました」

　ベッドに横たわる祖父の表情は、苦悩に満ちていた。

「……やっぱり」

　ためらいを口にしかけた声を、ロザリーは頬へのキスで黙らせる。

「心配してくれてありがとう、おじい様。でも私、大丈夫です」

「……ロザリンド」

　エイブラムが自分を心配してくれているのだと思った途端に、ロザリーのお尻のあたりがムズムズする。

（あ、私、今……うれしいんだぁ）

　尻尾を振っているような気分になり、祖父に対してその感情が湧き上がったことにホッとする。

「わがままばかり言ってごめんなさい。でも私、自分の力で生きてみたいんです。そうしたら、いつか、お父様やお母様のこともちゃんと乗り越えられる気がしてます」

　ロザリーは祖父に笑顔を向ける。そしてふと、彼に笑いかけるのは、事故後初めてかもしれないと思い至った。

　エイブラムは彼女を真顔で見つめ、きゅっと抱きしめた。

（うっ……加齢臭が）

　今のロザリーにはきつい体臭。だけど、ロザリーも彼を抱きしめ返した。「すまん」とエイブラムは小さくつぶやく。ようやく祖父とわかり合えた気がして、ロザリーはうれしかった。

「おじい様、ありがとう。おやすみなさい」

　祖父の頬にもう一度キスをして、ロザリーは部屋へと戻った。

　そして翌朝、主人不在の男爵家から、オルトンただひとりに見送られ、ロザリーは旅立った。

　目的地はリルが暮らした街だ。あそこでなら、きっと自分らしく生きられる。リルの記憶があるぶん、不安も少ない。そして叶うならば、ご主人の宿屋で仕事がしたい。

　ロザリーは乗合馬車に乗って、旅を始めた。いくつかの街を渡り歩き、見覚えのあるアイビーヒルにたどり着いたのは、それから一週間後のことだ。










アイビーヒルの切り株亭




　リルの記憶にある街を歩きながら、ロザリーは本当にリルが自分の前世なんだと実感していた。

（すごい！　本当に夢の中の街だ……！）

　犬だったときは街の名前もわかっていなかった。小さな犬の身にとっては、この街が世界のすべてだったから。

　ロザリーは早速リルが飼われていた宿屋を捜す。道を間違うこともない。多少建物が変わったところはあるが、道順はリルの記憶とまったく変わっていなかった。

「たぶん、ここだわ」

　木造で白壁の宿屋だ。レンガづくりの花壇が入り口の脇を彩っている。看板を見れば、切り株亭と書いてある。

　宿屋の外観は、リルの記憶と多少違っていた。

　以前あったはずの犬小屋はなくなっているし、木にかけられた小鳥のための巣箱も古ぼけて見える。壁も、修繕されたのか、一部色が違っている。

　リルが生きていたのが何年前のことなのかわからないが、ロザリーが今十六歳であることを鑑かんがみれば、それ以前ということになるのだから、変化があってあたり前なのだろう。

（ご主人様はあのときでいくつだったのかしら。当時、お兄さん……いや、おじさん？くらいだったはず。名前も思い出せない。顔ははっきり思い出せるのに）

　リルは文字や言葉に関する記憶が弱い。当時は文字が読めなかったし、人間の言語を理解はできたが、わからない単語も多かった。

　さて、ようやく目的地まで来たが、問題は今のロザリーが十六歳の令嬢だということだ。リルのときのように拾ってもらえるわけがない。かといって、リルの記憶があるなんて言ったら変人扱いされるに決まっている。

　宿屋の前でロザリーは腕を組みながら悩む。

　とにかくここに長く滞在したい。住み込みで雇ってもらえれば、ベストだ。

　それにしても先ほどからいい匂いが漂ってくる。おそらく宿で提供する食事なのだろうが、そっちに意識が奪われてしまい、ゆっくり考えをまとめることができない。

（ああ、ダメダメ。集中できない。考えていても始まらないし、ダメもとで頼んでみよう）

　どうせ、もう失うものはなにもないのだ。だったら何事に対しても向かっていくしかない。ロザリーはすでに悟りの境地にまで達していた。

（この街で暮らすためだもん。がんばるしかない！）

　ロザリーは思いきって宿屋の扉を開けた。




　入り口を抜けるとすぐのところが受付のカウンターになっていた。その左側には二階へと上がる階段がある。しかし、今、受付には誰もいない。

　入って右手は食堂のようで、いくつものテーブルが綺麗に整列し、数人のお客が入っている。カウンター席もあり、そこには金髪と黒髪の見目麗しい男性がふたり座っていた。

　カウンターの内側は厨房になっていて、白の調理服の男性が、お玉をもって弁舌をふるっている。茶色の短髪で、料理人らしくこざっぱりとしているが、愛想はない。ロザリーに気がつくと、「……いらっしゃい」と少し面倒くさそうに言った。

「えっと、あの。この宿のご主人様はいらっしゃいますか？」

　ロザリーがおずおずと問いかけると、カウンター席に座っていた金髪の男性が朗らかに微笑み、立ち上がった。

「やあ、かわいいお嬢さん。この宿の主はこいつだよ」

　白の調理服の男を指差し、さっとロザリーの前に来て、荷物を運ぼうとしてくれる。

　着ている服も高級そうで、物腰が上品であることから、貴族のご子息なのだろうと予想できた。彼の背後には、黒髪の男性もいる。こちらは一瞬見とれるほどの端整な顔立ちをしていた。だが、緑色の瞳は鋭く、棘とげがあるようにも感じられる。ロザリーは委縮して、彼から目をそらす。

　それにしてもいい香りである。宿屋に入る前から思っていたが、これはリルの好物だったシチューの匂いだ。ロザリーはよだれがこぼれそうになるのを必死で我慢した。

　そうしているうちに、厨房の中から調理服の男性が出てきた。

　リルの記憶にあるご主人と同じくらいの年齢に見える。けれど顔はまったく違った。

　彼が宿の主人だとすると、代替わりしてしまったのか。この青年にも見覚えがあるような気はするが、記憶が定かではない。

　リルのご主人に会えればなんとかなる、と根拠のない自信を抱いていたロザリーは急に不安になってきた。

（どうしよう。ご主人がもういないなんて。……でも、リルが暮らしていたのは、この宿で絶対間違いはないし）

「ここの主人のレイモンドです。お客さんは泊りで？」

　いぶかしそうに問いかけるレイモンドに、ロザリーは思いきって言った。

「私、ロザリーと申します。一生のお願いです。どうか私をここで使ってください！」

「は？」

　レイモンドは呆気に取られて黙り込む。

　ロザリーは彼の返答が怖くて頭を上げられない。やがて戸惑い交じりのレイモンドの声が耳に届いた。

「え……っと、でも、君、いくつ？　保護者は？　ひとりで来たの？」

　完全に子供に対する態度を見せられ、ロザリーはハッとする。

　貴族の女性としては、十六歳はけっして子供ではない。社交界にデビューすることで大人の仲間入りをし、夫となる人を見極めていく、いわば転換期にあたる年齢だ。

　平民とて、働き手として特段幼い年齢ではない。……が、貴族の令嬢として育てられたロザリーは、ともすればもっと幼く見えるのだろう。

　ましてロザリーは身長一五五センチと小柄だ。丸顔のせいか年齢より子供に見られるのはいつものことだった。

「私、十六です。もう大人ですもの。ひとりで旅をしているんです。その、仕事を探しています。こちらの宿屋で雇ってもらうことはできますか？」

「働くって……」

　レイモンドの視線が、ロザリーの手に移る。ロザリーはまじまじと見られないように手を重ねて隠した。荒れていない手は、ロザリーが普段、仕事に従事していないことを如実に表している。

「いいじゃないか、レイモンド。人手が足りないと言っていただろう」

　脇から、先ほどの金髪の貴族の青年が後押しするように言う。ロザリーはホッとして顔を上げ、金髪の青年に感謝の意を示した。そのとき、カウンターに座ったままの黒髪の青年とも目が合ってしまって、慌ててそらす。彼は先ほどから全然話には加わってこないが、なぜかロザリーからずっと目を離さなかった。

「ケネス様、今欲しいのは仕事に慣れた従業員なんですよ。……君は働いた経験はないだろう？　見た感じいいところのお嬢さんのようだが、親御さんはいったい」

　レイモンドはそうまくし立てた。

　ロザリーは一瞬体をびくつかせ、両親のことを思い出した。だけど、感情に訴えてくるものはなにもなく、目を伏せる。

「両親は、……亡くなりました。それで、その……」

　もじもじと、気まずさにしどろもどろになっていただけなのだが、レイモンドと貴族の青年の間には気遣うような空気が流れ始めていた。

　しかし、そこで、ロザリーのおなかの虫がぐううううう、と大声で鳴いた。

「きゃああああ、すみませんー！」

　ロザリーは、慌てて真っ赤になった顔を押さえる。

（よりによってこんなタイミングでおなかが鳴るなんて恥ずかしい！）

「……ぶっ」

　気まずい沈黙ののち、最初に噴き出したのはレイモンドでも金髪の青年でもない。カウンター席からロザリーにずっと鋭い視線を送っていた黒髪の青年だった。笑うと鋭さが緩和され、途端に優しげな印象になる。ロザリーは破顔した彼に見とれた。

（あれ、この人、怖くない？）

　思いきり笑い続ける青年は、おなかを押さえたまま、空いたほうの手でロザリーを手招きする。

「腹が減っているんだろ。おいで。レイモンド、雇う雇わないは置いておいて、彼女に食べ物を。料金は気にしなくていい。俺がだそう」

「す、すみません」

　ただでさえ真っ赤な顔がますます赤くなる。

「そうだね。食事は人生で最も大切なものだよ。だから俺は君を伯爵家に欲しいんだがなぁ」

　金髪の青年がレイモンドの肩を叩き、ロザリーの荷物を持ってテーブル席に移動する。

「え、あの」

「こっちにおいでロザリー嬢。俺はイートン伯爵の嫡ちゃく男なん、ケネスだ。以後、お見知りおきを」

「まあっ、伯爵子息様でしたの？」

「君は？　どこのご令嬢なんだい？」

　問いかけられて、ロザリーはなんと答えたらいいかわからずうつむく。

（ルイス男爵家の私がひとり旅しているなんて言ったら、きっとおじい様が責められる……よね）

　通常、貴族の令嬢は保護されるべきものなのだ。ロザリーが、こうして旅をしているのを知られれば、人はエイブラムがロザリーを追い出したと思うだろう。まして、令嬢ロザリンドは病気であると嘘までついているのだから。

　祖父が人から悪く言われるのが嫌で、ロザリーは明言できない。困り果てて押し黙っていると、黒髪の青年が助け舟を出してくれた。

「いいじゃないか。人には詮索されたくないことのひとつやふたつはある。ロザリーといったな、なんでも好きなものを頼むといい。ここの料理人の腕はほかに類を見ないほどいい」

「ありがとうございます。……ええと」

「俺はザックだ」

「ザック様ですね。お気遣いありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げれば、ザックは意志の強そうな端整な顔に、はにかむような笑みを覗かせた。先ほどまで怖いと思っていた彼が思いのほか優しく、ロザリーはなんだかうれしくなった。

「ではこの『畑の恵みのシチュー定食』を」

「聞こえたよな、レイモンド」

　ザックの声にレイモンドはうなずき、ケネスがそこに「俺とザックに蜂蜜酒を追加だ」と付け加えた。

　ザックはロザリーにテーブル席の椅子を勧めると、向かい側へと腰を下ろす。その隣にケネスが座った。どうやら、ふたりも同じテーブルに着くらしい。

　地顔が笑顔ともいえそうなケネスはニコニコした顔を崩さないが、ザックの口もとからは笑みが消えてしまっていた。途端に彼を包む雰囲気は、鋭利なナイフのような近寄りがたいものになってしまう。笑った顔が素敵だったのにと、ロザリーは残念に思った。

「ひとつだけ聞いていいかな。君みたいなかわいいお嬢さんがひとりで旅をしているのは不思議なんだが、それは自分の意思で？」

　ケネスの問いかけは、ロザリーを問いつめる感じではなかった。ロザリーはこくんとうなずき、「身寄りはもういません。私、仕事を探しています」と続けた。

「後見人を失ったということかな。しかし、君は働くのには向いてなさそうだが」

「そんなことはありません。私、自分のお部屋の掃除は自分でやっていました」

　胸をそらすと、ザックがポソリと反論した。

「自分の部屋だけの掃除と、金をもらう労働としての掃除を一緒に考えているなら痛い目を見るぞ」

　それは、胸に突き刺さる言葉だった。途端に、悲しい気持ちが襲ってくる。

　あきらかにしょげ返ったロザリーに、ザックはぎょっとし、慌てて弁明を試みようとした。

「っ……悪かった。言いすぎ……」

「はい、お待ちどう！」

　だが、間が悪く、お盆に料理と飲み物をのせたレイモンドが割って入ってきて、ザックの謝罪はロザリーには届かなかった。ふたりの間には互いに様子をうかがう空気が流れたまま、沈黙が漂っている。観察していたケネスは、笑いをこらえながら料理を勧める。

「まあまあ、ロザリー殿、食べなよ。腹が減っているといい考えも浮かばないしね」

　ケネスに言われ、ロザリーはザックを盗み見た。あきれられたのかもしれないと思ったら、おいしそうな食事も喉を通りそうにない。視線を受けたザックは、しどろもどろになりながらも説明をする。

「……食えよ。べつにけなしたいわけじゃなくて。なんて言えばいいんだ。その……ちゃんと考えてから仕事を決めないと、働いてから苦労をするぞっていう意味で……」

　どうやら彼は、あきれたわけではなく、心配してくれたらしい。ロザリーはホッとしてスプーンを握りしめた。

「いただきます！」

　ようやく、目の前の料理に集中することができた。立ちのぼる香りはリルの記憶の中にあるシチューより食欲をそそってくる。口によだれがたまり、うれしさでお尻がムズムズしてくる。

　ロザリーはひとさじすくって口に入れた。

　濃厚なクリームと香ばしく炒められた玉ねぎの織り成すハーモニーが絶妙だ。ご飯を食べて胸が温かくなるという感覚は初めて味わったかもしれない。

「おいしいです」

　単純すぎる褒め言葉だが、ほかに言葉が思いつかない。

　すぐに次のひと口をすくい、瞬く間にお皿を空にしてしまった。

　ケネスもその勢いには圧倒されたらしく、「おお……さすがレイモンドの料理だな」とわけのわからない感心の仕方をしていた。

「はあっ、おいしかった。どうやって作るんですか、こんなにおいしい料理」

　料理にこんなに感動したのは初めてだ。おなかが温まって、心もポカポカしている。

「気持ちよく食ってくれたからこれはサービスしよう」

　レイモンドはそう言いながら、ケネスやザックが飲んでいるものと同じ蜂蜜酒をロザリーの目の前に置く。

「ありがとうございます」

　お礼を言って受け取ったが、もう食事の時間が終わってしまうのだと思うと、途端に寂しくなる。

（……これを飲んだら帰れということかしら）

　なんとかしてここにいたい。

　けれど、ロザリーには働いた経験がない。ザックに指摘された通り、仕事としての労働は、今までしてきたお手伝いとは違う。軽々しく雇ってほしいなどと言ってみたが、断られるのはあたり前だ。

　だからといって、男爵家に戻る気はない。ここがダメなら、この街のどんな店でもいい。なんとかして仕事を探さなくては。

　ロザリーが決意を固めたそのとき、大きな声が店内の空気を割った。

「お姉ちゃんが取ったんだろ！　返してよ！」

　ロザリーたちがハッとして声の方角を向くと、濃紺のワンピースに白のエプロンという仕事着の女性に、十歳前後の少年が突っかかっているのが見えた。

「なんだ？　トラブルか？」

　その場にいた三人にしか聞こえないくらい小さな舌打ちを残して、レイモンドが対応に向かった。

　あたりは騒然とし、ロザリーも興味を引かれてそちらを見つめる。

　少年は女性の腰のあたりまでの身長で、鼻の周りにソバカスがある。どうやら宿に泊まっていたお客のようだ。

「チェルシー、なにがあった？」

　駆けつけてきたレイモンドに、チェルシーと呼ばれた女性はホッとしたように笑顔を見せた。栗色の髪をきっちりと結い上げていて、勝気さを感じさせる太めの眉が印象的だ。

「レイ……。この子の記念硬貨がなくなったらしいんだけど。私、取ったりしていないわ。誤解なのよ」

「嘘だ！　だって部屋に入れたのはお姉ちゃんだけじゃないか。パパも触ってないって言ったもん」

「でも私じゃないわ。だとしたらなくしたのよ」

「僕が悪いって言うの？」

　少年は涙を浮かべてチェルシーに突っかかっていく。とはいえ、事情を知らずに聞いているこちらとしてはチンプンカンプンだ。レイモンドもふたりをなだめるように少年の肩を押さえる。

「僕、落ち着いてくれるかな。親御さんを交えて話そう。ええと」

　レイモンドが少年を座らせるために奥の席を探すと、ケネスがにっこり笑って手招きした。

「ここで話せばいいよ。領主子息として、その話、見届けようじゃないか」

　きょとんとした顔で少年はケネスを見上げる。まさか、お貴族様がここにいるとは思っていなかったようだ。

　数分後、関係者が皆、食堂の一角にそろった。

　中央の席に先ほどの少年が父親を伴って座り、その向かいには宿屋の従業員であるチェルシーとレイモンドが座っている。

　横で審判でもするように立つのがケネスで、ロザリーはザックに手招きされ、隣の席からそれを見守ることとなった。

　ザックによると、ケネスは伯爵子息として、この街の環境改善や治安の維持などを父親である伯爵より任されているのだそうだ。なので、こういったトラブルが起こったときに仲裁に入るのはいつものことだという。

「ザック様とケネス様は……」

「従兄弟いとこだ。わけあってケネスの屋敷に世話になっている。一緒に領地経営を学んでいるようなものだな」

「そうなんですね」

　ふたりが話しているうちに、親子は騒動を起こした一連の流れを説明していた。

　父親はここよりもずっと南の港町で商売をしているゲイリー・エバンズ。息子の名前はボビーといった。

　今年は国王在位三十年の節目にあたる。そこで王都では祝宴が開かれ、特別な記念硬貨が販売されたのだ。合計三百枚しか作られない記念硬貨は、額面よりも高い金額で販売されるにもかかわらず、国民がこぞって手に入れたがる貴重品だ。

　それを手に入れるために、親子は片道に三日もかかる王都までの距離を、はるばる旅しての帰り道だった。

　ボビーはもともと、ボビー・カラスと揶や揄ゆされるほど、光るものやキラキラしたものが好きだった。腰のベルトにくくりつけている母親が作ってくれた布製の宝物袋には、彼が大切にしている硬貨やガラス玉がずっしりと入っている。

　そんな彼だから、金色に輝く記念硬貨はことのほか気に入った。うれしさのあまり、昨晩の夕食どきにも、食堂でいろんな客相手に自慢していたのだ。

『ほら、簡単には手に入らない記念硬貨だぞ！』

　あまりの騒ぎように、眉をひそめる客もいたが、レイモンドもランディもチェルシーも人手不足の食堂を回すのに忙しく、それをとがめたりはしなかった。

　ボビーはさんざん自慢したことで満足し、父親とふたり、部屋に戻っていった。その後、少年と父親は入浴しかしていない。

　途中、チェルシーは子供には高すぎるので枕を変えてほしいという要望に対応するために一度部屋に入った。たまたま用を足しに行ったボビーは不在だったが、ゲイリーは彼女が枕を交換してすぐ部屋を出たのを見ている。その間ほんの数分だ。

　夜が明けて、少年がいつものように袋の中身を確認しようと机の上に広げたとき、キラキラした金色の記念硬貨はすっかり姿を消していたというのだ。

「僕たち以外に部屋に入ったのはお姉ちゃんだけだよ。だからお姉ちゃんが犯人だ！」

　少年の主張は無茶苦茶である。しかしもっと無茶苦茶なのは、それをゲイリーがうなずきながら聞いていることだ。

「私はこの宿屋の従業員です。宿に不利益になることはしません。枕を変えたときも、袋なんて触っていませんし、入浴中だって貴重品は預からせていただいているはずですわ」

　今でこそ個室が増えてきたが、以前は宿といっても大部屋で雑ざ魚こ寝ねすることが普通だった。そのときの名残で、切り株亭では貴重品を受付のカウンターに置いてある金庫で預かるシステムを取っている。

「なんなら私の荷物をお調べください。それで気が済むのなら」

　チェルシーはやましいところなどないとでもいうように、堂々と言いきった。

「そうさせてもらおう。しかし君の荷物から記念硬貨が出てきたときはわかってるな？　こんな宿、つぶしてやる」

　ガラの悪い父親の態度に、ケネスもザックも眉をひそめる。

「あの、失礼ですが、話の論点がずれていませんか？」

　おずおずと口をはさんだのはロザリーだ。

　失うせものと聞いて、妙に興味が湧いてしまった。リルは物を捜すのが得意だったのだから、なにか役に立てるかもしれない。

「チェルシーさんが盗んだとか盗まなかったとかの話じゃなくて、なくなった記念硬貨を見つけたいだけなんですよね。だったら、人を疑うよりも、なくした経緯をちゃんと洗いなおすほうが大事だと思います」

　ケンカ腰だった親子とチェルシーは毒気が抜かれたようにロザリーを見つめる。

「ボビー君。記念硬貨を最後に見たのはいつですか？　覚えている限りでいいので、教えてください」

　しゃがんで、椅子に座る少年と目線を合わせたロザリーに、ボビーは戸惑いつつもぼそぼそと話し始めた。

「うれしかったから……ずっと持って歩いてたんだよ。だって、パパにこれを買ってもらうために、僕、一ヵ月も前から仕事のお手伝いをしたんだもん。宿に入って、食堂でご飯を食べて、お風呂にも持っていった」

「お風呂にも？」

「うん。お風呂で袋が濡れちゃったから、その後、部屋に戻って窓際に干してたんだ。窓の鍵は開けてないし、僕かパパのどちらかは必ず部屋にいた」

　チェルシーが枕を変えに来たのは、ここから彼が寝るまでの間らしい。

　朝起きて、いつものように宝物袋を広げてみると、もう記念硬貨はなくなっていた。

　ボビーは慌てて、ベッドの下や戸棚の隙間など部屋の中をくまなく捜したが、記念硬貨は見つからなかったのだという。

「あの部屋に入れるのは、僕たち以外にはお姉ちゃんだけなんだから、お姉ちゃんが盗んだとしか思えないんだよ」

「ちょっと待ってください。だからそう極端に決めつけなくても。……すみません、ちょっと失礼しますね」

　くんくん、とロザリーは少年の服のにおいを嗅ぐ。先ほどから気になっていたのだが、彼からはラベンダーの香りがするのだ。

「ポプリかなにかを身に着けていますか？」

「ポプリ……？　あ、ママが作ってくれたこれ？」

　少年が宝物袋から取り出したのは小さなサシェだ。

「お守りだよって言われたんだ。僕が迷子にならないようにって。いつも宝物袋に入れてる」

　濡れたせいで温泉のにおいもついているが、ラベンダーは香りが強いので負けていない。少年の服にもにおいは染みついているようだ。

　一方、チェルシーの手のにおいも嗅いでみるが、消毒薬のにおいはすれど、ラベンダーの香りはしない。

「……チェルシーさんが犯人ではないと思います」

「え？」

　レイモンドとチェルシーは驚きの表情でロザリーを見つめる。

「どうしてそんなことがわかるんだ！」

　脅しのように大声を出すゲイリーに、チェルシーは不快そうに眉を寄せ、肩をすくめた。

「香り……です。もしチェルシーさんが宝物袋を触ったんだとしたら、ラベンダーの香りがつくはずなんです。でも彼女からはしませんもの」

「香り？　そんなの、必ずつくとは限らないだろう。この女がほかに香水でもつければ、かき消えてしまうだろうし、手洗いをすれば消えてしまうじゃないか」

　反論するのは父親だ。彼もせっかく苦労して手に入れた記念硬貨を失ったことで苛立っている。

　ロザリーは歯噛みする。

　普通の人間の嗅覚ではおそらくわからない。つまり、いくらロザリーがちゃんとにおいで判別できたとしても、それは証拠にはならないのだ。

　もっとたしかな証拠か、失せものそのものを見つけ出さなくては、チェルシーへの疑いは晴れない。

「でしたら私、捜します」

「あんたが？」

「ええ、私、捜しものは得意なんです」

　ロザリーは自信満々に胸を張ったが、レイモンドは渋い顔をした。見ず知らずの人間を宿屋のいざこざに巻き込むわけにはいかないからだ。

「しかし、従業員でもないのに、勝手に宿の中をうろつかせるわけには……」

　レイモンドが口ごもっていると、ザックが横から口を挟んだ。

「いいじゃないか。捜してもらえば。ロザリーのことが信用ならないなら、俺が一緒に見て回るよ。イートン伯爵家の親戚筋の俺なら、信用に足るだろ」

「ザック様」

「イートン伯爵家の名にかけて、不正は見逃さないと誓う。……どうだ？」

「それなら……かまいませんけどね」

　ザックにこう言われてはうなずくしかない。イートン伯爵はこの領土の領主だ。伯爵家の名をかけられて、反抗しようものなら伯爵家そのものに反抗したも同然になってしまう。レイモンドは渋々といった様子だが同意した。

　それに、レイモンドはロザリーに対してそれほど不信感はない。働きたいという言葉自体は受け入れがたいが、本人は素直そうだし、悪いことをするとは思えない。それに……。

「なんか、……懐かしい感じがするんだよな」

　ふわふわと揺れる金髪、丸くくりっとした瞳。たしかに初めて見る女の子なのに、既視感がある。

「瞳の色……かな」

　綺麗な琥珀色。レイモンドは昔それを見たことがあった。だがその相手は人間ですらなかったのだから、ロザリーなわけはないのだが。

　レイモンドは「じゃあ、後はお任せします」とケネスとザックに言い、自分は厨房仕事に戻っていった。










初めての失せもの捜し




「じゃあ、お手並み拝見といこうか」

「はい。ザック様、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて、まずは相棒となるザックに挨拶をする。

　ザックはとても背が高く、ロザリーが首を思いきりうしろにそらさないと目を合わせられない。

　艶つやのある黒髪に、すっと通った鼻筋。切れ長の目の中は深みのある緑色の瞳だ。顔かお形かたちが整っているというだけじゃなくて、気品が感じられる。隣に立つだけでも、気き後おくれしてしまいそうだ。もちろんケネスも美形なのだが、彼はたれ目と言動の軽さのせいで、少しばかり砕けた印象になる。

　ちなみにケネスは、重労働は自分の仕事じゃないとばかりに、食堂に陣取ったまま蜂蜜酒をおかわりしている。一緒に動き回る気はないらしい。

「自分なら捜せるかもしれないと言ったな。それはどうしてだ？」

「……信じてもらえるかわかりませんけど、私、鼻が鋭いんです。あの子がお守りだと言っていたサシェからはラベンダーの香りがしました。ラベンダーは香りが強いので、それを持てば手につくと思いますし、硬貨自体にも香りがうつっていると思うんです」

「ほう……？」

「実際、あの子の服や手にはラベンダーの香りがちゃんとついています。でもチェルシーさんの手からは同じ香りはしなかった。このことから、少なくともチェルシーさんが袋を触っていないことはわかります」

「ふうん。そんなのわかるものなのか。じゃあ俺のにおいからわかることを教えてみろよ」

　急にザックが近づいてきたので、ロザリーはびっくりして思わず身をよける。

「……なんだ？」

「すみません。男の人とこんなに近い距離にいるのは珍しくて」

「そんなんで、よくひとり旅なんてしているな」

　あきれたように言うザックに、ロザリーは深呼吸をしてから改めて近づく。

　身長差のせいで、普通に近寄ると胸のあたりのにおいを嗅ぐことになる。しゃがんで足もと、それから、少し屈んでもらって顔のあたりのにおいを嗅いだ。

　顔が近づいてきたときは再びたじろいでしまったが、また馬鹿にされては困るので必死で平常を装った。

　ザックから一番強く感じるのは、馬のにおいだ。口の周りからは先ほど飲んでいた蜂蜜酒のにおいが最も強く漂っているが、お肉と香草のにおいも混じっている。さらに、胸のあたりからは、甘さを含む優しい香りがした。ロザリーは一度も嗅いだことのない、とても珍しい香りだ。香水をつけているか、ボビーが持っているようなサシェを身に着けているのかもしれない。

　まずは彼に信用してもらうことが一番だ。ロザリーはにおいから読み取れただけの情報を提示する。

「ザック様は乗馬がお好きですかね。馬のお手入れも、もしかしたら自分でなさるのではありませんか？」

「ああ、そうだな」

　あたりだ。馬に乗るだけではつくはずのない藁わらのにおいが、ザックの腕のあたりに残っている。頬にひときわ強くついた馬のにおいは、おそらく唾液のもの。

「馬に舐められても平気ですね？」

「ああ」

「お昼に召し上がったのは、お肉を焼いたものでしたか？」

「ああ」

「あとは、香かなにかを持っていませんか？　あまり嗅いだことのない珍しい香り……ちょっと甘い感じ？ですけれど」

　それまで冷静な顔でうなずいていたザックが、一瞬眉を動かした。

　もしや、触れてはならないものだったのかと焦るが、ザックは胸もとを一度触った後、納得したようにうなずいた。

「……わかった。君の嗅覚を信じよう」

「本当ですか？」

「ああ」

　先ほどよりも砕けた微笑みに、ロザリーの胸はドキリとなった。

　これまで、貴族の令嬢として屋敷でつつましく暮らしていたロザリーにすれば、若い男性、しかも美形との交流は珍しいものであり、胸が高鳴ってしまうのは仕方がない。

（そう。免疫がないんだもの。だから……このドキドキは仕方ないよね？）

　胸の高鳴りはごまかして、「では、記念硬貨を捜しましょう！」と意気込む。

　改めて、父親であるゲイリーとボビー少年に向きなおる。

「私が、あなたの記念硬貨を捜し出してみせます。だから協力してください。嘘をつかずに真実をすべて話すと約束してくれますか？」

「そりゃ……でも本当に見つけられるの？　お姉ちゃん」

「大丈夫です」

　本当は自信などないが、子供に弱気を見せては舐められる。

「まずはボビー君のにおいを嗅がせていただけますか？」

「におい？　お姉ちゃん犬みたいだね」

　ギクリとする。

　そうです。前世は犬なんです。と言ってしまってもどうせ信じないだろうけれど。ここはリルが暮らした街だから、今の自分がここに受け入れられるまでは、名乗ってはいけないような気がする。

「し、失礼しますね」

　気を取りなおしてボビーの肩から腰のあたりのにおいを嗅ぐ。ラベンダーの香りが一番強くついているのは常に袋を提げている腰ベルトのあたりだ。宝物である硬貨の金属臭は主に手から。汗のにおい、本人の体臭。いろいろなものを嗅ぎ取って記憶していく。

「では次に、お父様のゲイリーさん。そしてお掃除をしたチェルシーさん。ほかにお部屋に入った方はいませんよね？」

　うなずいたのを確認して、ゲイリー、チェルシーとにおいを嗅いでいく。

　ゲイリーからは、ボビーと近いにおいがした。もちろん、ラベンダーの香りもする。中年の男性だからなのか体臭が強く、ロザリーは顔をしかめないように精いっぱい気をつけた。

　続いてはチェルシーだが、彼女から立ちのぼるのは主に消毒薬のにおいだ。朝から、空いた部屋の掃除にいそしんでいるのだろう。そのほかに、彼女の服からはミルクっぽい優しい香りがする。これはきっと本人の体臭だろう。ラベンダーの香りは全くしない。

「次は、記念硬貨がなくなった現場であるお部屋を見せていただけますか？」

　ロザリーはにおいをたどるように鼻を利かせながらボビーの後について階段を上る。その後をついていくのはザックだ。

　ボビーはまだロザリーにうさんくささを感じているのか、何度も振り返っては彼女にいぶかしげな視線を向けてくる。

　気まずくて目をそらした拍子に足を引っかけ、転びそうになったところを一歩うしろからついてきたザックに助けられた。

「すみませんー」

「いいけど。気をつけろよ？」

　すると今度は、二階から騒がしい声が聞こえてきた。

「お客さん、俺たちは宿のお客のために一生懸命やってるんだ。それを疑われるんじゃ、やってられないよ」

　男性の声だ。ロザリーは不思議に思って一気に階段の残りを駆け上がる。

　ゲイリー親子に向かって、必死に訴えているのは大柄な男性だ。白シャツに、エプロンをつけているから彼もこの宿の従業員なのだろう。髪は栗色、輪郭は四角く、たれ目が特徴的だ。年齢はレイモンドと同じくらいだろう。

「ああ、あいつはランディ。ここの従業員だよ」

　疑問に答えるように、うしろから追いかけてきたザックが教えてくれる。

「そうなんですね」

「チェルシーが一生懸命やっているのは、あいつが一番近くで見ているから、疑われたのが悔しいんだろう。だが今の状況でゲイリー殿を怒らせるのは得策じゃないな」

　はあ、とため息をついてロザリーを追い抜かした彼は、厳しい顔でランディを叱しっ咤たする。

「お客に向かってその態度はないな、ランディ。下がっていろ」

「ですが、ザック様」

「チェルシーの疑いはこの令嬢が晴らしてくれる。心配するな」

　ランディは、ロザリーに目を向ける。たれ目だが、顔つきがいかついので迫力がある。

「え、えっと。私はチェルシーさんが犯人だとは思っていません。ちゃんと真犯人を見つけますから」

　怯えつつ答えると、ランディは途端にくしゃりと顔をゆがませ、ロザリーの両手をギュッと掴んだ。

「頼む。頼むぞ。チェルシーみたいないい子が疑われるなんてあんまりだ。俺、俺はっ」

　さめざめと泣き始める。どうやら見かけによらず、この男性はかなり人が好さそうだ。

　大人の男性に泣かれるなんて初めての経験で、ロザリーはどうしたらいいかわからない。思わずザックに助けを求める視線を送る。

「ほら、ランディ、邪魔だ。お前は仕事をしていろ」

「ザック様ぁ。頼むよ、頼むよー。チェルシーがかわいそうだぁ」

　彼の切実な様子に、ロザリーは責任を感じる。

（しっかりやらなきゃ。見つけられなかったら、またランディさんが泣いちゃう……！）

　前を見れば、ボビー少年が頬を膨らませている。

「僕だって嘘なんてついてない。本当になくなったんだ。……大事なものなのに」

　疑った自分が責められていると思ったのだろう。ボビー少年が落ち込み、それを見たゲイリーがランディに腹を立てている。どちらの気持ちもわかるだけになんとも言いがたい。

　ロザリーはザックにそっと耳打ちする。といっても身長差があるので、正確にはロザリーが見上げているのに気づいて、ザックが前屈みになって耳を寄せたのだが。

「……あの子が、嘘をついているとも思えないんです」

「だな」

「でもランディさんの言い分もわかります。チェルシーさんはそんなことしないと思います」

　はっきり言ったロザリーにザックは興味深げに尋ねる。

「なぜそう言いきれる？　君はチェルシーのことをなにも知らないだろう？」

　ロザリーは階段の上から階下を眺めた。

　たしかに、彼女自身の人柄はなにも知らない。だけど、つくりの古いこの宿に入った瞬間、清浄な空気を感じた。階段の手すりも磨き上げられ、細かなところの掃除も怠っていないのがわかる。

「空気が、綺麗なんです。それってチェルシーさんが丁寧にお掃除されているからですよね。それに、この宿には温かみがあります。どうしてかなって思ったら、入り口の花壇にあったお花が、そこかしこに飾られているからなんです。おそらくあれもチェルシーさんが飾っているんですよね？　……お仕事に、プライドを持っている人だとお見受けします。そういう方は、いくら欲しいものが目の前にあったとしても、盗みを働くことはないと思います」

　祖父の屋敷の執事もそうだ。手を抜ける場面はいくらでもあるのに、常に自分を律していた。

「へぇ」

　ザックが感心したようにつぶやくのと同時に、ボビーが大声でロザリーを呼ぶ。

「お姉ちゃん！　この部屋だよ！」

「あ、はーい」

　駆け出したロザリーは、うしろにいるザックが、穏やかな微笑みを浮かべていることに気づかなかった。




　なにはともあれ、部屋の検分である。

　親子が泊っていたのは小さめの個室で、ベッドがふたつ入っていっぱいいっぱいという感じだ。

　ベッドはひとつが窓際に、もうひとつが壁際にくっついている。

「ボビー君が寝ていたのは窓際のほうですね？」

「そう。そこの窓の桟さんに濡れた宝物袋を干していたんだ」

「中身は入ったままで？」

「うん。入れたまま置いておいた。朝にはちゃんと乾いていたよ」

「……ちょっと失礼しますね」

　ベッドにのらないと窓にも近づけないので、靴を脱いで布団の上を膝立ちで移動してにおいを嗅ぐ。

　布団からは、ボビー少年とチェルシーのにおいが嗅ぎ取れた。チェルシーがベッドメイクをしたのだから、それは当然だろう。

　ラベンダーの香りは、布団にはほんのりとついているだけだ。むしろ窓の桟のほうが強いにおいを発しているので、ここに干していたという証言は正しそうだ。

　ふたつのベッドの間には小さな机があり、そこからも強くラベンダーの香りがした。

「ここで、宝物袋を開けたりしましたか？」

「したよ。朝にそこの机に広げて中身を確認したんだ。それで、硬貨がなくなってることに気づいたんだよ」

　机にはランプがのっていて、ほかには本を一冊のせる程度の大きさしかない。だとすれば床にこぼれることもあるだろう。聞いてみると、小石やガラス玉は落としたけれど、拾い上げたとボビーは証言する。

「ちょっとベッドをよけてみましょうか。男手もありますし」

　じっとザックを見つめると、彼は観念したように「わかった。いいよ」と言い、ゲイリーとともにベッドをずらす。部屋が狭いので、そう大きくは動かせなかった。

　さすがに清潔を誇るチェルシーの掃除も、家具をどかさないといけないところにまでは及んでおらず、綿わた埃ぼこりが落ちている。だが、これといって落としものなどはない。

「これは……石ですもんね」

「あ、でも、これも僕の！」

　ボビー少年はロザリーの手から平べったい小石を奪うと、腰の宝物袋に戻した。

　この様子だと、ボビーは宝物袋の中身の総数は覚えていなさそうだ。

　大型の家具の隙間もくまなくチェックしたが、とくにそれらしいものは見つからなかった。

「……ありませんねぇ」

　ロザリーも困り果てる。部屋の中にもう少しヒントがあるのではないかと思ったが、今の状況からわかることは、記念硬貨は袋から落ちて転がったりもしただろうが、最終的には袋に戻っただろうということだけだ。

「あんなに自慢しているからだ。なくなっても自業自得だよ」

　戸口からの声に振り向くとランディがいて、睨むようにこちらを見つめている。

「さっきのおじさん！」

「宿に着くなり自慢していたじゃないか。ここから王都までは馬車を使っても六時間かかる。おいそれとは行けない。みんながうらやましがるのは当然だ。誰が盗んだっておかしくないだろう」

　どうやら気持ちが落ち着かずに、再び文句を言いに来たらしい。突っかかっていくランディを止めに入ったのはチェルシーだ。

「ランディ、やめて」

「チェルシー、だって」

「ザック様たちが疑いを晴らそうとしてくれているのよ。邪魔をしてはいけないわ」

　若々しいチェルシーとランディとでは十歳近い年の差がありそうだが、チェルシーのほうがしっかりしていそうだ。

「疑われてるんだぞ？　悔しくないのかよ」

「悔しいわ。だから信じて待っているのよ。私のために、疑いを晴らすって言ってくれたのよ？　その人を信じなくてどうするの」

（チェルシーさん、いい人）

　ロザリーはチェルシーの言葉にジーンとしつつ、うなずいてみせた。それを見たランディはしょげたように黙る。

　ボビーが唇を尖らせて吐き捨てるように言った。

「あのおじさんは僕のせいだって言いたいの？」

「いいえ。チェルシーさんが疑われているのが許せないんですよ。あなたも、お父様が盗人って言われたら嫌でしょう」

「パパがそんなことするはずないよ」

「彼もチェルシーさんが人の物を盗んだりするはずないって思っているんです。信頼している人が疑われたら誰だって悲しいし悔しいです」

「でも僕だって悔しいよ。大事な硬貨だったのに……」

　またもやボビー少年を納得させる手間が加わり、時間を取られる。ランディの気持ちもわかるが、子供を煽あおるのはやめてほしい。

　人の気持ちを想像するのは、小さな子供には難しいのだ。まして、自分だって大切なものをなくしてショックで、頭がいっぱいなのだから。

　ロザリーは根気よくボビー少年にランディの気持ちを説明した。興奮していた少年は、少しずつ落ち着きを取り戻す。

「私ももっとがんばって捜しますね。ではお部屋はこのくらいにしましょう。ほかにこの宿の中で行った場所はありますか？」

「風呂だよ」

「さっき言ってましたね、お風呂で袋を濡らしたって。フロントで預かってくれるのに、お風呂に宝物袋を持っていったのはなぜですか？」

「だって誰に取られるかわからないもん」

「お風呂のほうがよっぽど危険な気もしますけど……」

「ずっと手に持っていたもん。大丈夫だよ。バンザイしながら入ったんだ。袋はお湯に入れてないし、濡れたのは一度落っことしちゃったからだけど、すぐ拾ったから中身もバラバラにはなってないよ」

　ではお風呂場を確認したいところだ。けれどボビーが入ったのは男湯なので、ロザリーは入れない。

　ちらりと時計を見ると、今は十四時を過ぎたところだ。温泉に入る客は少ない時間ではある。

「ザック様、ちょっとレイモンドさんに相談があるんですが」

「え？」

「お風呂場を覗かせてほしいんです」

　一瞬、ザックが変態を見るような目をロザリーに向ける。怯ひるんでは肯定することになってしまうので、堂々と言い放った。

「覗きをしたいって言ってるわけじゃありません！　現場としてのお風呂場を見たいので、人が入ってこないようにしてもいいか確認したいんですっ」

「ああ、だよな。焦った」

　ザックからレイモンドに話を通してもらい、今入浴している人が出たタイミングで一度閉めきることにする。

　準備が整うまでの間、ロザリーはチェルシーやランディの仕事ぶりを見ていた。

　チェルシーは空いた部屋をすかさず掃除し、すぐに新しいシーツをセットしていく。古いシーツは籠に入れられ、ひと部屋に収められた。あとで、ランディが食材の買い出しに出るタイミングで洗濯屋へ持っていくらしい。レイモンドは食堂が落ち着きだすと、ランディに任せていた食器洗いを手伝い始める。みんないつ休んでいるのかと思うほど、無駄がない動きだ。

「もういいぞ、ロザリー」

　最後の客が風呂から出たのを確認したザックに呼ばれ、ロザリーは小走りに浴場へと向かった。急いでいるとろくなことがないもので、脱衣所にできた水たまりに足をすべらせ、ロザリーは激しい音を立てて転んだ。

「おいおい、慌てすぎだ。大丈夫か？」

「すみませんー」

　ザックに引き上げてもらい、お尻のあたりをポンポンと払う。

　リルの記憶が混在するようになってから、そこにふわふわした尻尾がないことに変な感覚がある。犬がそうするようにぷるる、と身震いをしてから立ち上がった。

「そそっかしいな、お嬢ちゃん」

「大丈夫です。お嬢ちゃんって呼ばないでくださいっ」

　乗合馬車のおじさんに呼ばれたときはなんとも思わなかったのに、ザックに言われると不快だ。馬鹿にされているような気がしてしまう。

　気を取りなおして、ロザリーは浴室のにおいを嗅いだ。街中にそこはかとなく漂っていた独特のにおいが、一段と濃く感じられる。どうやらお湯そのもののにおいのようで、ほかのにおいがかき消されてしまうほど強い。

「……くさい、ですね」

　慣れたつもりだったが、むせるような濃いにおいにさすがに眉をひそめてしまう。

　そんなロザリーを見て、ザックが苦笑する。

「ここは硫黄いおう泉だからな」

「硫黄？」

「温泉にも種類がある。ここの主成分は硫化水素といわれるもので、病気の治癒効果があるんだ。においを嫌がる客もいるが、痰たんが出やすくなるし、皮膚病……とくにしもやけに効く。解毒作用もある万能湯だ」

「病気の治癒……」

　記憶に引っかかるものがあった。リルじゃなくて、ロザリーのほうの記憶に。

　あまり鮮明ではなく、そのときの感情も覚えていないが、起きた出来事だけは思い出せた。

　長引く咳を患っていた祖母が、治療も兼ねて温泉に行こうと言いだし、祖父母も含め五人で出かけた。母は人前で裸になるなどごめんだと言って部屋に閉じこもっていたので、七歳だったロザリーと、祖母とで入ったのだ。

　そこで、若い女性が突然泣きだした。

『やだ、変色しちゃった』

　女性の首にはネックレスがついていた。一緒にいた年配の女性が、あきれたように言う。

『そんなものをつけてくるからよ』

『だって、まさかこんなことになるなんて。うそー、真っ黒だわ』

　なにが起こったのか、祖母もロザリーもそのときはわからなかった。

「そうです。……あの温泉もたしかにおいが強かったんです」

　ロザリーはそうつぶやくと、思い立って駆け出し、浴場を出る。

「あ、おい！」

　後からザックが追いかけてくるのがわかったが、確かめたいと思ったら足が止まらない。一直線にボビーたちがいる食堂へと向う。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「ボビー君、袋の中をもう一度見せてください！」

「え？　どうして？　袋の中なら何度も確かめたし」

「いいから」

　机の上に、すべての宝物を広げてもらう。においを嗅ぎながらそのうちの黒ずんだ小石――変色した硬貨を見つけ出す。そのうちに、ザックが追いついてきた。

「おい、いきなりどうした……」

「やっぱりあった。これです。よく見てください。記念硬貨です」

　ロザリーが拾い上げたのは、小さな黒く平べったい石だ。

　しかしよく見ればこれは石ではない。黒ずんで変色した記念硬貨だ。ちゃんと国王陛下の顔も文字も刻まれている。

「嘘だよ。記念硬貨って金色のキラキラなんだよ？　こんな黒いのじゃない！」

「でも見てください。ここにちゃんと在位三十年と書いてあります」

『袋にはない』というボビーの言葉をうのみにしていたこともあり、ロザリーも色で判別してじっくり刻印までは見ていなかった。だから、気づかなかったのだ。

　記念硬貨は最初からずっと袋の中にあった。ただし、自ら色を変えていただけだ。

「でも、でも……こんなのじゃないもん。僕の記念硬貨はキラキラしていて、すっごくかっこいいんだ。こんな真っ黒な石ころなんかじゃない」

　ボビーは信じられないというように首を振って、やがてうわあん、と泣きだした。

　父のゲイリーは、オロオロとあたりを見回すばかりだ。

　食堂に陣取っていたケネスも眉をひそめ、レイモンドも、洗い物の手を止めてやって来た。

「うるさいぞ。食堂の客に迷惑だ。どうしたんだ？」

「記念硬貨が見つかったのです」

　ロザリーの声に、ケネスも立ち上がって寄ってくる。ロザリーを追いかけてきたザックもそこに加わった。

「これはお風呂で変色したのだと思います。仕組みはよくわかりませんが、以前、温泉に入ってネックレスを変色させてしまった人を見たことがあります。おそらくですが、この記念硬貨も、温泉のお湯に触れて変色したのではないでしょうか」

「……しかし、金は変色しないぞ？　これは金貨だろう？」

　そう言うのはケネスだ。そこにザックが付け加えるように言う。

「金貨はすべて金だけで作られるわけじゃない。合金だ。とはいえ、普通ならばたかが一日で変色するようなことはないが。銀や銅の含有率が高ければ、硫化水素と湿気が原因で、ひと晩で変色することはないわけじゃない……と思う」

　どうやらザックには詳しい知識がありそうだ。経験だけで語ったロザリーはホッと息をつく。

　対してボビーは絶望の表情だ。

「そ、そんなぁ……」

「つまり、硬貨はなくしたわけじゃなかったんだな。変色し黒ずんだことで、君が硬貨を見つけられなかった。それだけのことだったんだ」

「嫌だぁ、僕の記念硬貨が！　あんなに綺麗だったのに！」

　大泣きになるボビーは、ロザリーがなだめても収まらなかった。

「いい加減にしろ！　ボビー！　泣きたいのはこっちだ。私がこの旅行のために何日分の稼ぎをつぎ込んだと思ってるんだ」

　ゲイリーは羞恥と苛立ちをあらわにする。ボビーに向かって手が上がったのを見て、ロザリーは咄とっ嗟さにボビーをかばうように抱きしめた。

　ギュッと目を閉じ、下りてくるゲイリーの手を待ったが、いつまでたっても痛みはやってこない。恐る恐る目を開けると、ザックが険しい表情でゲイリーの腕を押さえているのが見えた。

「は、離せ」

「落ち着いてくださいよ、ゲイリー殿。女性や子供に手を上げるのはよくない」

　そして、ロザリーとボビーに向かって微笑んだ。

「心配することはない」

「ザック様？」

「たった一日での変色なんて表面的なものだ。完璧にとは言わないが、もとに戻せないわけじゃない。チェルシー！　磨き粉を持ってきてくれないか？」

　ザックの呼びかけに、チェルシーは掃除道具入れから、掃除用の磨き粉を持ってくる。

「これを軽く磨いてみてくれ。……こすればまた輝きを取り戻すことはできるはずだ」

　チェルシーは言われた通りに磨き粉をつけ、記念硬貨を軽くこする。さっと水洗いして戻ってくると、一部ざらついた部分はあれど、ほぼもとの金に近い色がよみがえった。

「どうだ？　間違いなくこれが君の記念硬貨だ」

「ほ、本当だ……」

　ボビー少年は驚きのあまり開いた口がふさがらないようだ。

「だが」と付け加えた彼は、ポケットをまさぐると一枚の金貨を取り出した。

「実は俺も、記念硬貨を持っている。この変色した記念硬貨は実に興味深い。君さえよければ、俺の記念硬貨と交換してもらえないか？」

　ザックの硬貨は、ひとつの曇りもなく光り輝いている。一度でも変色してしまったものと比べれば美しさは比べるべくもない。ボビーはあっという間にそれに魅了された。

「こっちのほうが綺麗だ。いいの？　お兄ちゃん、ありがとう」

「いや……。せっかく王政を祝うために田舎から出てきて、ようやく買えたものが一日で変色するのでは気の毒だからな」

「す、すみません、ありがとうございます」

　ザックの対応に、ゲイリーも先ほど子供を殴ろうとしたことなど忘れたように機嫌を直して頭を下げる。

「だが」とザックは厳しい表情になり、もうひと言付け加える。

「チェルシーへの謝罪だけはちゃんとしてもらおうか。君たちはこの宿の従業員を疑った。誇りを持って仕事に従事する人たちを確たる証拠もなく疑うことは恥ずべきことだ。きちんと謝罪していただきたい」

「でも、我々は客だ……！」

「客だからなにをしてもいいと？　あなたが支払っている宿代は、快適なベッドと外敵の入ってこない空間を確保するためのものだ。けっして、人の名誉を棄損して許容されるものではない」

「それは……」

「謝罪を要求する。でなければこの記念硬貨も渡せないな」

「……くっ、生意気な……」

　食ってかかろうとするゲイリーをボビーが止める。

「やめて、パパ、僕謝る」

　そして、チェルシーのもとへ向かい、ぺこりと頭を下げた。

「疑ってごめんなさい。でも僕、……僕」

「大切な宝物がなくなって悲しかったのよね。私も、疑われて悲しかったわ。でも、見つかってよかったです。私の疑いが晴れたこともそうだけど、お客様に笑顔が戻ったことがなによりうれしいですから」

「……ごめんなさい」

　チェルシーはそもそもが心優しい女性のようで、いつまでも意固地にはなっていない。少年の頭を優しくなでた。

　それを陰から、潤んだまなざしで見つめているのがランディだ。大きな体を戸口に隠すために体をくねらせているので気持ちが悪い。

　ゲイリーはといえば、ザックからの冷たい視線に耐えられなくなったようで、渋々ではあるがチェルシーに頭を下げた。

　なにはともあれ、一件落着である。

「……ザック様、すごいです」

　ロザリーはほう、とため息をついた。変色した硬貨をもとに戻せるなんてロザリーは知らなかった。もし知っていたら、昔変色したと嘆いていたあの人にも、教えてあげられたかもしれないのに。

「いや？　君がいなければ解決しなかった話だろう。鼻が利くのは本当のようだな。昔からなのか？」

「いえ……あの」

　ロザリーが口ごもったのを見て、「まあ、まずは解決のお祝いといこうじゃないか」と、ザックは記念硬貨を指ではじき上げた。くるくると回転して再び彼の手の内に戻ったそれを見て、口もとを緩める。

「表だ」

　それがいいことなのか悪いことなのかロザリーにはわからない。ただ、ザックがとても楽しそうに見えたので、よしとすることにした。

　解決の一部始終を見ていたレイモンドはご機嫌だ。

　早速帰路につくというゲイリー親子を見送り、ロザリーを食堂のテーブルに座らせる。

「本当に助かった。ありがとう。今日は泊っていってくれ。宿代はいらない。チェルシーへの疑いを晴らしてくれたんだからな」

　感謝の言葉とともに用意してくれたのは蜂蜜酒だ。

「ありがとうございます」

「いいや。君はずっとチェルシーを信じてくれていたとザック様に聞いた。それがなによりうれしい」

　レイモンドの満面の笑みに、リルの記憶がポロリと飛び出してくる。

「あ……」

（この顔……思い出した！）

　昔、瞳の色を褒めてくれた少年がレイモンドだ。切り株亭で働いていた女性の息子で、母親の仕事終わりの時間によく迎えに来ていた。

「……レイモンドさん、今おいくつですか？」

「俺？　二十八だけど。……突然なんだ？」

（犬の目から見て、当時のレイモンドさんは十歳前半くらいの少年だったはず。ということは、リルが死んだのは十七年か十八年前……？）

　ロザリーの前世だというなら、十六年よりは前だから、計算上は合っている。

「さて、ロザリー嬢がここに泊めてもらえるなら心配はなくなったかな？　俺たちはそろそろ屋敷に戻ろうか？　ザック」

　立ち上がったのはケネスだ。腰のベルトに巻きつけてあった懐中時計を確認している。

「いや、俺はもう少しここにいる。ロザリー、君に聞きたいことがある。みんなは少し離れていてくれ」

　レイモンドをはじめとした切り株亭の面々は仕事に戻り、ケネスはカウンター席に場所を移した。

　ザックは椅子の向きを変え、ロザリーに向きなおる。緑色の瞳にじっと見つめられて、ロザリーの心臓は早鐘を打ち始める。人払いをしてまでなにを聞きたいのかと、不安にもなった。

「君は、仕事を探していると言ったな。この街には様々な職種の店がある。なぜここの宿を選んだ？　見たところ君は仕事をしたことがない。だから、経験から選んだわけではないだろう？　あえて職探しで切り株亭を選んだ理由はなんだ？」

「それは……」

　口ごもるロザリーに、ザックはさらにたたみかける。

「所作を見ていれば、君がどこかの貴族の令嬢か高級商人の娘だってことはわかる。どこの娘だ？　自分から言う気がないなら調べさせてもらう」

「え、あの。それは困ります」

　未成年の娘を放り出したと祖父が責められては困るのだ。

「であれば自分から話してくれ。君のその嗅覚はちょっと特殊だし、なにかと気になる。俺やケネスはこの街の管理をイートン伯爵に任されているんだ。おかしなことがあるなら放ってはおけない。もし嗅覚が原因で不本意に家を追い出されたんだとしたら、間に入ってやることもできるし、そうでないのならば後見が必要だろう。その……」

　そこで一瞬、視線をはずし、ザックは頭をガシガシとかく。

　不思議に思って前のめりになると、ザックは目をそらしたまま続けた。

「つまりあれだ。君は、その……かわいいし。後見人もいないまま、そんなのんきな態度でふらふらしていたら、すぐに悪いやつの食い物にされる。できれば、そんな苦労はしたくないだろう？　事情を話してくれるなら、俺は、力になれると思う」

「ザック様……」

　見かけこそ怖く見えたが、ザックの態度からは、真剣にロザリーの今後を心配してくれるのが伝わってきた。それに褒めてくれた。かわいいなんて、こんなかっこいい男の人から言われるのは初めてだ。

　ありがたい申し出だが、ロザリーは迷う。

　前世のものらしき犬の記憶があるなどと言ったら、頭がおかしいと思われるに決まっている。会ったばかりの人間の荒こう唐とう無む稽けいな話を、信じてもらえるなんて思えない。ロザリーは、しゅんとなって首を振った。

「なんて言ったらいいか……わかりません。話しても信じてもらえるとは」

「たった数時間とはいえ、先ほどの失せもの捜しの間に、俺は君が信用に足る人間だと判断した。だから、どんな話でも信じる。後は君が、俺を信じるかどうか、それだけだ」

　落ち着いた声ではっきり言われて、ロザリーはドキリとした。

　ザックの深い緑色の瞳を見つめていると、安心する。信用できる……ような気がする。だけど、本当に話してもいいのか判断がつかない。

「……ほかの人には秘密にしてもらえますか？」

「ケネスとレイモンドを除くなら。レイモンドはこの宿の主人だ。彼に君の正体を隠したままなら、俺から雇えとは言えない。ケネスは領主子息で、俺は彼の家に厄介になっている。毎日行動を共にする彼に隠し事はできない」

　簡単にイエスと言われるよりも、その返答には説得力があった。

　それでもまだ迷いのあったロザリーは、勢いをつけるために蜂蜜酒を一気に飲んだ。

「あっ、馬鹿っ」

　蜂蜜酒は、そこまで強い酒ではない。店で出されるものは基本水で割られていて、大人は水代わりに飲んでいるくらいだ。しかし、普段アルコールを口にしないロザリーにはそれなりに効果があった。

「う、おいひぃです」

「普通そんな一気に飲まないだろ？　君、まだちゃんとした礼儀を習ってないな？」

「これから教わるところだったんですぅ。社交界デビューも間近に控えてましたし」

　ロザリーのろれつが怪しくなっていく。お酒に酔うのは人生で初めてのことだ。

「デビュー前か。……年は？」

「十六ですぅ。なったばっかりで……。その、誕生日に劇を観に行ったんです。その帰りの事故で、……両親は死にました」

　思い出しても、相変わらず涙は出てこない。ロザリーはそれが悔しくてたまらない。

　大切なはずの両親への感情を取り戻したくて焦る。そんな焦燥だけはきちんと存在するのに。

「……悪い」

　つらい話をさせていると思ったのか、ザックは目を細め、しばらく沈黙した。急かすでもなく、ロザリーの次の言葉を待ってくれている。

　その態度に気遣いが感じられて、ロザリーはホッとした。

　お尻のあたりが、うれしさでムズムズする。彼はきっといい人だ。優しさがほんのり伝わってくるから。

「大丈夫です。だって私、悲しくないんです。……心が、おかしくなってしまって。だから私……」

　ぽつり、話しだしたロザリーの横顔は寂しさに憂えていた。先ほどまでの無邪気な少女の一面がかき消えたことに驚きながら、ザックは彼女が紡ぐ不思議な話に耳を傾けた。










ワンコ系令嬢の仕事始め




　ロザリーは酔いに任せて、自分の過去を紡いだ。

　事故から目覚めて以来、異様に鼻が利くこと。この街の夢を見るようになり、その中での自分がとても感情豊かだったこと。代わりのように過去の記憶に関しては、感情が欠落してしまったこと。両親の死を悼いたむことさえできなかった自分が、祖父の屋敷で世話になっているのはつらくて、屋敷を抜け出して夢で見た街を探して旅をしていたこと。

　酔ってはいたものの、大事なところでちゃんと理性は働いていた。夢の主人公がリルという名の犬であること、本当はルイス男爵家の娘であることは伏せ、名前は明かせないが資産家の娘で、屋敷からは勝手に抜け出したと説明した。

　そのために、話はずいぶんわかりにくかったと思うが、ザックはずっとうなずきながら聞いていた。つじつまが合わないところは酔っ払いの話と聞き流しているのだろう。

「つまり、君は一度も来たことのないこの宿のことを夢で見たと」

「はい。夢の中の私にはちゃんと感情があるんです。だからここにいれば、私の失っている感情の記憶も取り戻せるんじゃないかと思って」

（こんな変な話、本当に信じてくれるかしら）

　ロザリーは酔いでぼんやりしたまま、半信半疑でザックを見つめる。彼はしばらく考え込んでいたかと思うと、真剣な顔でうなずいた。

「なるほどね。恐ろしいほど計画性はないし、不思議ではあるけれど、実際にここにたどり着いたんだから、嘘やまやかしではないんだろうな。夢で見たから、この場所に固執していて、ここで雇ってほしいってことなんだな？」

「はい……でも」

　ロザリーはちらりと厨房にいるレイモンドを見つめる。

　最初に雇ってほしいとお願いしたときは、とても迷惑そうな顔をしていた。

　失せもの捜しをしていたときに観察していたが、ランディもチェルシーも動きに無駄のない慣れた従業員だ。自分に同じような働きができるか、ロザリーには自信がない。

「この宿は人手不足だ。だが、役に立たない従業員は必要ない。ここで雇ってほしいなら君にしかない特技が必要だ、わかるかい？」

「特技ですか？」

「そう。役に立たなければいる意味がない。仕事なんだから。君は君の能力でこの宿屋を盛り立てられる？」

「私にできること……。どうしよう」

　ロザリーは自分の手をじっと見つめる。ザックやレイモンドに最初に指摘された通り、ロザリーの手はなんの労働も覚えていない。もちろん、今から覚える気はあるが、チェルシーのような無駄のない動きができるようになるまでには、尋常じゃない時間が必要だろう。それ以外で、なにかあるとすれば……。

「鼻くらいしかないです。においを嗅ぎ分けられるくらい？　でもそれでなにができるでしょう」

「それだよ。君は失せもの捜しができる。それを売りに、人を呼ぶことが可能だ。……ケネス、ちょっと来てくれ」

　ザックはまずケネスを呼び、小声で耳打ちするように話している。時折ケネスの視線がロザリーのほうに向くので、そのたびにロザリーの心臓は大きく跳ねた。

「レイモンド、ちょっといいか」

　続いて、レイモンドが呼び出され、ザックから長々と説明を受けている。ロザリーの緊張は最高潮にまで達していた。喉がカラカラになり、手近なグラスを手に取りぐっと飲み干した。それはザックの分の蜂蜜酒で、ただでさえ酔っていた頭がますますぼんやりしてくる。

「……なるほど。そういえば昔、この宿は〝失せもの捜しの切り株亭〟って呼ばれていたんですよ。俺がここで働きだす前ですけどね。飼われていた犬が、よく落としものやらなくしものやらを捜してくれたから」

「そうか。じゃあ失せもの捜しの切り株亭復活というわけだ」

　ロザリーの耳にも、レイモンドとザックの話が聞こえてくる。

　レイモンドがリルのことを覚えているのが、ロザリーにはうれしかった。そこにケネスが楽しそうに割って入る。

「知ってる知ってる。俺がすごく小さいときにいたな、犬。あの頃なら、ザックもここにいただろう。覚えてないか？」

「そういえばいたかもな。だが、当時はあまり街に来ることがなかったから、俺は覚えていないな」

「そういう意味では店の売りにはなるとは思うんですが。……いかんせん、うちの宿の蓄えではなぁ……」

　新しく雇った人間が一人前になるまでは投資期間だ。ロザリーが使える人材となるまでの間、持ちこたえるだけの財政的余裕も人員的余裕も切り株亭にはない。

「そうは言っても、人員不足のままではいずれつぶれてしまうよ。軌道に乗るまで、ロザリー嬢にかかる費用は伯爵家で資金援助してやるから、復活させてごらんよ、〝失せもの捜し〟を」

　いかにも金持ちらしいケネスの言動に、レイモンドは苦笑する。

「午前中まで、ここがつぶれたら伯爵家に来いって言っていたくせに、えらい変わりようですね」

「ロザリー嬢も一生懸命でかわいいしな。ひとりで放り出されたら、すぐにどこかの妓ぎ館かんに引っ張り込まれてしまう。それを見過ごすのは貴族の義務に反する……というか、君に見過ごす気がなさそうだしね」

　ケネスからからかわれて憮然としつつも、ザックは、レイモンドから了承を得られたことには満足していた。

「決まりだ。ロザリー。話はついたぞ。君は明日からここの従業員……」

　ザックがテーブルを見つめると、ロザリーは机にぺたんと頭をつけたまま寝息を立てている。無邪気な寝顔は、彼女を普段よりも幼く見せる。

「……寝てやがる。うわ、俺の蜂蜜酒まで飲みやがったな」

　空になったグラスを振り、あきれたように言いつつも、ザックの手は優しく彼女の髪をなでる。頬は緩んでいて、彼女に向けられたまなざしは優しい。ケネスは、ザックの態度にひそかにほくそ笑む。

「おやおや。珍しく優しいじゃないか。……さてどうしようか、部屋に運んであげないとね」

　ケネスが手を伸ばす前に、ザックは彼女を腕に抱きかかえる。

「俺が運ぼう。レイモンド、彼女にあてがう部屋に案内してくれ。荷物は誰か頼む」

「はい！　私が」

　チェルシーが手を上げ、大きなスーツケースを持ち上げて運ぶ。長くこの仕事をしているせいか、チェルシーは細身のわりに力持ちだ。

　ロザリーは眠りながら、ザックの甘い香りを嗅ぎ取って、どこか幸せな気持ちになった。




　翌日、朝日のまぶしさで目を覚ましたロザリーは、嗅ぎ慣れないリネンの香りに不思議に思って飛び起きた。

「ここ……、そうか！　え？　私、いつの間に寝ちゃったの？」

　アワアワしながらあたりを見回す。

　ここは宿屋の一室のようだ。こじんまりとしているが、ベッドもベッドサイドの机も綺麗に整頓されている。スーツケースがクローゼットの脇に立てて置いてあって、とりあえず全財産は失っていないとホッとした。

　廊下に人の気配を感じて、こっそりと扉を開けてみる。すると、今まさにノックしようとチェルシーが構えているところだった。彼女は突然開いたドアに驚いたようだったが、ロザリーと目が合うとにっこりと微笑む。

「起きた？　昨日は私にかけられた疑いを晴らしてくれてありがとう」

「い、いえ。それは私だけじゃなくて、ザック様が」

「あなたが晴らそうって言ってくれなかったら、ザック様だって動いてくださらなかったわ。ねぇ、それより、体は大丈夫？　あなた、昨日はお酒を飲んで寝てしまったの」

「そ、そうなんですね！　すみませんっ」

「元気になったのなら、働いてもらいたいんだけど、……いいかしら？」

　チェルシーの微笑みに、ロザリーは目をぱちくりとさせる。

「わ、私、雇っていただけるんですか？」

「レイモンドは私の恩人を追い出したりしないわ。それにザック様が口添えしてくださったの。あなたの失せもの捜しは宿の名物になるはずだって」

「ザック様が？」

　黒髪の青年を思い出し、ロザリーの胸が高鳴る。昨日は、一緒に硬貨を捜し、解明に協力してくれた。それだけじゃなく、チェルシーへの謝罪を要求してくれた。貴族なのに、平民の人柄を見て判断してくれたことから、ザックに対しては信頼感が生まれている。

　ぽうっとなった自分に気づき、慌てて首を振る。

「で、ではっ、すぐに着替えます。チェルシーさん、入ってください」

　女性同士ならば見られても恥ずかしくはない。ロザリーはスーツケースを広げ、中からワンピースを取り出して着替える。

　その間、チェルシーは部屋の中を確認しながら、蜘蛛の巣を目ざとく見つけ、箒ほうきに引っかけて取っていた。

「狭い部屋でごめんね。でもここも一応客室なのよ。住むところが決まるまではここにいるといいって、レイモンドが。仕事は、とりあえず私がいろいろ教えてあげるわね。でもあなたは失せもの捜しの依頼がきたらそちらを優先するようにって」

「失せもの捜し？」

「得意なんでしょう？　それを売りにすればいいってザック様が言っていたわ。温泉地であるここには観光客が多いし、物をなくす騒ぎは多いのよ。昨日みたいに、従業員やほかのお客様に言いがかりをつけてくる人も結構いるの。そういうトラブルがない宿って噂が立つだけでもイメージアップよ」

「なるほど」

　リルのときよりは嗅覚が落ちているので、看板にまでされると荷が重いが、雇ってもらえることになったのはありがたい。

「でもそっちの仕事がない日は私と一緒に掃除よ。はいこれ、支給品のエプロン」

　きらんとチェルシーの目が光った。プロのまなざしだ。屋敷の使用人にもこんな目つきをする人がたまにいた。とにかく自分の仕事にプライドを持っていて、効率がいいのが一番大事。手を抜くことは許されない。

「が、がんばりますっ」

「これからよろしくね、ロザリー」

　チェルシーににっこりと微笑まれ、うれしいのと同時にぞくりとしたのは、彼女の手から消毒薬のにおいがプンプンしたからだろうか。

　午前中、やる気になったチェルシーに掃除の仕方を仕込まれたロザリーは、昼休憩の頃にはあっさりと筋肉痛になっていたのだった。




「賄まかないに入れよ。三人とも」

　お昼の食堂の客足が途絶えてきたあたりで、レイモンドが言う。彼は、立ったまま自分の分の賄いを口にしていた。

　今日のお昼はシチューをアレンジしたドリアだ。クリームソースの濃厚な香りに、ロザリーの見えざる尻尾はぶんぶんと揺れまくっている。

「うまそうに食うなぁ」

　大柄なランディが、目尻を下げてロザリーを見ている。どうやらランディは見かけによらずかわいいものや小さいものが好きらしい。ロザリーに対する態度は、完全に子供に向けたものだ。

　ランディはレイモンドよりふたつ年上の三十歳で、宿の修繕、荷運び、風呂の管理など宿屋全般の整備に詳しく、レイモンドにとっては、失うことのできない相棒なのだという。

「いっぱい食えよ」

　ニコニコしながら頭をなでるランディに、チェルシーが茶々を入れる。

「あら、ランディ、女性の髪を軽々しく触るものではないわ」

「女性って……ロザリーはまだ子供だぞ？」

「子供ならレイモンドが雇わないわよ。ロザリー、いくつなんだっけ」

「十六です」

「ほら、私が働きだした年と一緒よ。いつ大人扱いされてもおかしくないわ」

　チェルシーにやり込められて、ランディは黙り込んだ。

　チェルシーは二十三歳で、十六歳からずっと切り株亭で働いている。清掃全般と、かき入れどきの食堂のウェートレスを担当しているらしい。しっかり者で物おじしないので、年上のレイモンドやランディにも平気で食ってかかっていく。

　ランディは彼女のそんな気の強さが気に入っているようで、困っているのかと思えば表情は喜んでいる。ちょっとマゾっぽい、とロザリーはひそかに思う。

　すべての動作が速いチェルシーはひと足先に食べ終え、「先に仕事に戻っているわ」と片づけに向かった。

　ロザリーは焦って一気にかっ込み、そしてむせる。慌ててランディが背中をさすってくれた。

「慌てることないよ。チェルシーは食うのが速いんだ。今の時間は、お客が少ないから大丈夫」

「すみませぇん。ごほっ、ごほっ」

「ほら、水だぞ」

　脇から手が伸びてきて、「ありがとうございます」と受け取って、そのにおいが水ではなく蜂蜜酒のものだと気づく。

「違います、これ、お酒で……」

　慌てて顔を上げれば、そこに立っていたのはザックだった。

「気づいたか。はは」

「ざ、ザック様！」

　今日は最初から笑顔を向けられて、ロザリーの胸が高鳴る。

（どうしてだろう、ザック様が近くに来ると……なんか、心臓の奥のほうが変）

「元気か？　早速、チェルシーにしごかれているようだが」

「わかります？」

「顔に疲れたって書いてあるぞ」

　ぱっと見で言いあてられるとは情けない。もっと体力をつけなくてはと決意を新たにする。

「今日は君にプレゼントがある」

　ほら、と渡されたのはレース生地で作られた折りたためる扇だ。薔ば薇らの刺し繍しゅうがされていて、かわいらしい。

「素敵！　……でも、どうして？」

「君の特技を生かせばいい……とは言ったが、残念ながら君の特技は見た目があまりよくないからな」

「え……あ！」

　クンクンと人のにおいを嗅ぐ所作のことか、と思い至る。

　たしかに、女性がするにははしたない仕草かもしれない。ロザリーが気にしなくても、嗅がれるほうが気にすることだってあるだろう。

「これだけで、印象は変わるだろう」

　ザックが扇を広げ、ロザリーの顔の前に差し出した。たしかに、においを嗅いでいる鼻と口もとを隠すことができる。

「ありがとうございます！」

「どういたしまして。そして君の客を連れてきたよ。先ほど宿屋の前でうろうろしていたご婦人だが」

　ザックのうしろから、三十代くらいの女性がひょっこりと顔を出す。

「風に飛ばされた帽子を捜しているの。南の方向へ飛んだと思ってここまで来たのだけど、見つからなくて。夫に買ってもらった帽子なの。なくしたと知られたら怒られるわ」

　旦那様が厳しいのか、それともよほどお気に入りだったのか。見ているほうが心配になるほどオロオロしていて、今にも泣きだしてしまいそうだ。

　動揺している女性に、ロザリーは微笑みかける。

「大丈夫です。見つかりますよ。すみませんが、あなたの香りを覚えさせてくださいね」

　そして早速、扇を使って人目から隠しながら、彼女の髪の香りを嗅がせてもらう。

「南の方向へ飛んだんですね。捜してきます」

　ロザリーはチェルシーに失せもの捜しをしてくると告げ、宿を出た。

「俺も行こう」

　ザックは楽しそうにロザリーについてくる。

　外に出て、まずはあたりを見回す。女性は髪粉をつけているらしく、化粧品に似た香りがした。

　漂う空気の中から香りを嗅ぎ分けられないかとがんばってみたが、温泉のにおいが強いアイビーヒルは、どうしてもほかの香りが消されてしまう。

「ロザリー、こっちだ」

　ザックに手招きされて向かうと、橋の近くの街路樹に帽子が引っかかっていた。

「これは」

「彼女のものか香りで判断できるか？」

「たぶん。……でも届かないです」

　ロザリーが一生懸命手を伸ばしても、下のほうにある枝にさえ触れない。

「それは問題ない」

　ザックは助走をつけてジャンプすると、帽子のつばを掴んで手に取った。

　木々は揺れ、川に落ちた葉がゆっくりと流れていく。

「ほら」

　差し出された帽子の香りを嗅げば、たしかに依頼の彼女のものだとわかった。

　あっという間に見つかって喜ぶべきところだが、あまりに順調すぎて、ロザリーは腑に落ちない。

「もしかして……ここに帽子があるの、知ってたんですか？」

「ああ。その後であの女性とばったり出会った」

「だったらそのまま教えてあげれば……」

「君のいい仕事になるかなと思って」

　悪びれもせずそう言われ、ロザリーは考え込んでしまった。

　たしかに仕事にはなるが、ロザリーはべつにこの能力で金稼ぎをしたいわけではない。

「でも、最初からある場所がわかっているなら、すぐ教えてあげればいいじゃないですか。……もし川に落ちてしまっていたら、見つけられないくらい遠くに流されてしまったかもしれません」

　ロザリーがうつむいたのを見て、ザックは若干ムッとする。

「なにが気に入らない？　べつに君は今回の失せもの捜しで金を取るわけじゃないだろう？」

「でも、嘘をつくのは苦手です。なんかこう、居心地悪いというか」

　胸のあたりがキリリと痛んで、ロザリーは右手で心臓を服の上から押さえる。

　ザックはため息をついて、その手に向かって指差した。

「……心苦しい？」

　今の気持ちを言いあてる、適切な言葉だった。よくわからずにいた感情が、言葉と絡みついて、ようやく自分のものとなった気がする。

「そうです」

　思いきり首を縦に振って肯定してくるロザリーに、ザックは苦笑する。

「やれやれ。ただ危なっかしいだけじゃなくてお人よしか。こんなもん、放っておけってほうが無理だろう」

「え？」

「いや。……たしかに俺はこの帽子をご婦人に会う前に見つけていたよ。だけど、これがあの女性のものかどうかは、君に確かめてもらわなければわからないことだったんだ。だから、これは君が見つけたのと同じってこと。……これでどうだ？」

「屁理屈です」

「屁理屈で結構。早くこれを持っていってやればいい。君がしたいのは、失せものを見つけて人を喜ばせることだろう？　ここで俺と言い合いしていたら、それは遅くなるだけだぞ」

「あっ」

　それもそうだ。言い合いなんて後でもできる。泣きだしそうだった女性を思い出し、ロザリーは走りだした。

「と、とにかくこれ、届けてきます」

　婦人は、食堂でお茶を飲みながら、窓の外をチラチラうかがっていた。帽子を手に持ったロザリーを見つけると満面の笑みで立ち上がる。

「それよ！　すごいわ、あなた。もう見つけてくれたのね？」

　宿の入り口をくぐると、待ち構えていた婦人が抱きついてくる。

「いえ、その。これはザック様が」

「ありがとう！　なにかお礼させてちょうだい」

　しかしロザリーの説明を聞く気などないように、婦人はロザリーに向かって、この帽子がいかに大切なものだったかをまくし立て、喜びを訴える。

「お礼なんて……」

「いりませんよ。よかったら切り株亭をひいきにしてください。この通り、宿屋の客じゃなくとも、食事は取れますから。それと、〝失せもの捜しの令嬢がいる〟という宣伝をしていただければ十分です」

　続きを口にしたのは、追ってきたザックだ。ロザリーはまだ会話がおぼつかないほど息を切らしているのに、彼は涼しい顔だ。

「まあまあ、それだけでいいの？」

「ええ。彼女は切り株亭の従業員です。宿が流は行やるのが一番ですから」

「そう？　じゃあ宣伝しておくわね。本当にありがとう」

　婦人は「気持ちだけだけど」と飲み物の代金を少し多めに払っていった。

　本当のことを言う間はなく、ロザリーは困惑したままザックを見つめた。

「ザック様……」

「宣伝を頼んだだけだろ？　なにも罪悪感を持つ必要はない。金銭を要求したわけじゃないよ」

「そうでしょうか」

「今回だけは俺の言うことを聞きな。あの年齢のご婦人は、宣伝にはうってつけだ。明日には君の存在が街中に広まっていることを約束するよ」

「まさか」

「それに、君がズルをしたわけでもない。仕組んだのは俺だ」

　それはたしかに、と思って、ロザリーはふと考える。だけど、ザックにだってメリットがあるわけではないのだ。ここで雇ってほしいのはロザリーであって、ザックが手助けする必要など本当はない。

「ザック様は、どうして私を助けてくれるんですか？」

「あまりに世間知らずなお嬢さんを放っておけないだけだよ。これも貴族の義務だろう？」

　この国では、貴族のような特権階級は慈善活動にいそしむよう教育されている。財産・権力を持つものは、持たざる者を守る義務を負う、というものだ。

　法的に決まっているわけではないので、もちろん慈善事業に興味のない貴族もいるが、多くの貴族が孤児院への支援をするし、地方領主は領内の街を活性化させるべく、様々な支援を行っている。

（私を支援するのはその一部になるの？）

　腑に落ちないまま考え込んでいると、ガヤガヤと数人がまとめて切り株亭に入ってきた。

「失せもの捜しが得意な子がいるって本当かい？　探してほしいものがあるんだけど」

「俺が先だよ。かーちゃんのへそくりを探してほしいんだ」

「馬鹿だね、そんなの見つけられるわけないだろ？」

　我先にとやって来る人を見て、ロザリーは目をぱちくりとさせる。

「ほらね。明日どころか今日中に知れ渡りそうだ」

　ぱちりとウィンクをされて、ロザリーは思わず絶句してしまった。




　こうして、ロザリーの失せもの捜しは、切り株亭のちょっとした名物となっていった。

　三日に一度くらいの割合で物をなくした人がやって来て、ロザリーが嗅覚を駆使して見つける。

　お礼は切り株亭の宣伝だ。それだけじゃ申し訳ない、と食事をしに来てくれた人たちは、レイモンドの料理に魅了され常連になりつつある。

　レイモンドもチェルシーもランディも、素直なロザリーを気に入っていた。

　動きは鈍重ではあるが、一生懸命で真面目だ。働くことへの意欲もある。最初こそ失敗も多かったが、やがて仕事を覚えてくるとミスも減ってきた。焦げそうになったにおいをいち早く嗅ぎつけ、三十人分の食事を救ってくれたこともある。

　とくに、唯一の女性仲間であるチェルシーとは仲よくなった。

　一日の仕事の終わり、ふたりは時々一緒に温泉につかる。風呂場では裸になるせいか、いつもよりも踏み込んだ話ができるのだ。

「ロザリー、住む部屋、見つかった？」

「まだです。ケネス様が支援してくださるから、しばらくはあの部屋を使っていいと言われましたが、頼りすぎるのも申し訳ないので、お給料から宿代を引いてもらうことにしました」

「私の家に部屋があまっていればよかったんだけど」

　チェルシーは両親と弟と暮らしている。弟は王城勤めの官かん吏りになる試験のために、勉強中なのだという。

「チェルシーさんはずっとここで働いているんですか？」

「ええ。レイモンドのお母さんとうちの母さんの仲がよくて。人手が足りなくて困っているって言っていたから。結果的には向いていたみたいね。仕事は楽しいわ。レイモンドもいるしね」

　チェルシーの頬がうっすら染まる。それはキビキビと仕事をしているときには見せない、女らしい恥じらいだ。

「……チェルシーさんはレイモンドさんが好きなのですか？」

　問いかければ、チェルシーが頬を染めて魅惑的に笑う。

　あきらかにチェルシーに好意を示しているランディを思い出し、「でもランディさん……」と思わず口走ってしまった。

「ランディはいい人よ。でも好きとは違うわね」

　さらりと言われ、ロザリーは複雑な気持ちになる。

　ロザリーはレイモンドもチェルシーもランディも、みんなそれぞれに好きだ。幸せになってほしい。だけど誰かが幸せになったら誰かが泣くのだと思えば、なんともやるせない。リルの記憶にもなかったような複雑な感情に、ロザリーは困ってしまう。

「なによ。変な顔をして」

　チェルシーはロザリーがじっと見ているのに気づいて、くすくす笑う。

「なんか、難しいなぁと思って。だってレイモンドさんがチェルシーさんを好きになったら、ランディさん、仕事やめちゃわないですか？」

「ランディはそんなことしないわよ。彼も仕事にはプライドを持っているもの。それに、レイモンドは好きな人がいるから、私に振り向いてくれるかどうかはわからないわ」

「そ、そうなんですか？　レイモンドさんも片思い？」

　レイモンドは二十八歳で、いつ結婚してもおかしくない年齢だ。

「レイモンドの好きな人は事情がある人なのよ。彼も望みは薄い。私は、彼がいつかあの人をあきらめて私を見てくれないかなって願ってる」

　ロザリーはまだ恋を知らない。だから、望みがないのに思い続ける気持ちもよくわからない。

「思い続けるのは、つらくないんですか？」

「そうねぇ。つらくないと言えば嘘だけど。まあ、ロザリーも好きな人ができたらわかるわよ」

「そう……ですか？」

　じっと見つめていると、チェルシーは恥ずかしそうに顔を隠して、勢いよくお湯から立ち上がった。

「さて、そろそろ上がりましょうか」

　仕事終わりの温泉の効果で、ロザリーもチェルシーも肌がなめらかだ。一日中がんばってもこのご褒美のおかげでまた元気が出てくる。

　着替えを終え、ロザリーはこれから家に帰るチェルシーを見送った。あたりはもう暗いので心配だったが、チェルシーはここから近いから大丈夫だと笑う。

　小さくなるチェルシーのうしろ姿とともに、暗くなった街並みを眺める。

（好きな人……かぁ）

　ロザリーにはまだわからない。レイモンドもランディもチェルシーも同じように好きだ。

（特別……といえば、ザック様だけど）

　でも特別に思えるのは、彼がやたらにロザリーをかまってくるからだ。

　彼とケネスはいつも一緒にいて、お昼の混雑が解消し始めた頃に切り株亭にやって来る。失せもの捜しを頼まれた日は、ケネスは帰るのに、ザックはそのまま居残って一緒に捜してくれる。

　彼は貴族の義務だと言うが、ロザリーには彼がこんなに親切にしてくれる理由がわからない。ただおもしろがっているだけなのか、それともほかになにか目的があるのか。悪いほうに考えれば、異常な嗅覚を持っているロザリーがなにをするのか、監視しているということだってありえる。

（監視されてるとしても、かまわないけど。……ザック様は優しいし、いつも助けてくれるし。ひとりで失せもの捜しをするよりずっと楽しい）

　ひとりだったら、失せもの捜しだってもっと失敗するに決まっている。だって彼は、小柄なロザリーに届かない高いところや力仕事を率先して引き受けてくれるのだから。ザックに相談しているうちに頭の中が整理されて、いいアイデアがひらめくことも多い。

　ザックに触れるくらい近くにいるときだけ香る、甘い優しい匂い。気がつけば、ロザリーはあの香りを捜している。あの香りがそばにあると安心するのだ。

（……って、なに甘えたことを考えてるんだろう、私）

　ブンブンと頭を振り、頭の中にいるザックを追い出す。

（気軽に話しかけてくれるけど、もっとずっと格上の貴族様なんだから）

　だからあまり頼りにしてはいけない。今は身寄りのないロザリーを心配してくれているのだろうけど、これがいつまでも続くわけではない。ロザリーがひとりで暮らしていけるくらい仕事に慣れたら、きっと彼はロザリーになど見向きもしなくなる。そうなったとしても……。

「……寂しくなんてないもん」

　名前のわからない気持ちはロザリーの耳のあたりをむずがゆくさせる。そっと手で耳を押さえた彼女に、冷たい風が吹きつけた。

　ロザリーはひとつくしゃみをして宿の中へと戻った。










街にやって来た女性




　その女性がやって来たのは、よく晴れた日のことだった。

　ロザリーは足りなくなった食材を買ってくるよう言いつけられ、市場で買った野菜を入れた籠を両手で抱えて宿に戻ってきた。

　宿屋の前に、背の高い三十前後の女性と、五、六歳くらいの小さな女の子がいる。

　宿屋の入り口を、思いつめた様子でじっと見つめてたたずんでいる女性の姿は異様だ。娘と思おぼしき女の子も「ママ？　入らないの？」と何度も服の袖を引っ張っている。

「あの……お客様ですか？」

「え？」

　振り向かれて、ロザリーはその女性に懐かしさを感じた。見上げてくる娘も、彼女の子供時代を彷ほう彿ふつとさせるような顔をしている。リルの記憶にある十代半ばの彼女と一致させるのはそう難しくなかった。

（この方知ってる！　昔、レイモンドさんとよく一緒にいた女性だ）

　ご主人が忙しかったため、リルの散歩は母親を迎えに来るレイモンドがよくやってくれた。そのときに、レイモンドが親しげに話していたのを何度か見たことがある。

「あの、宿に用事でしたらどうぞ？」

「あなた……新しい従業員さん？　初めて見る顔だわ」

　その言いぶりからすると、彼女はよくこの宿を訪れるようだ。しかしロザリーはこれまで、街の中で彼女を見たことはない。

「あの……」

　ロザリーが答えようとするのを遮るかのように、宿の内側から話し声が聞こえてくる。

「遅すぎじゃないか。俺が見てこよう」

「ザック、過保護がすぎるよ。ロザリー嬢は子供じゃないよ」

　声の主はザックとケネスだ。自分のことを捜されていると知って、ロザリーは焦った。慌てて中に入ろうとした瞬間にザックが扉を開いたため、押そうとした手が空振りし、バランスを失ってよろけてしまう。

「おっと、失礼。……なんだ、ロザリー。帰っていたのか」

　ロザリーは籠ごとザックに受け止められた。うしろにいたケネスは、ロザリーの近くに立っている女性を見て、驚きつつも笑顔を見せる。

「おや、オルコット夫人じゃないか。久しぶりだね」

　対する女性もかしこまり、スカートの先をつまんで深々とお辞儀をする。

「これはケネス様。ご無沙汰しております」

「里帰りかい？　今回は何日滞在するんだ？　レイモンドも今なら手が空いていそうだよ」

　そうして、中へと招き入れる。どうやら、ケネスも彼女を知っているような様子だ。

　興味深く見つめているうちに、ひょいと目の前から野菜の入った籠を取り上げられる。ザックが持ってくれたのだ。

「大荷物だな」

「ザック様、いけません。返してください」

「運ぶだけだよ」

「ザック様に運ばせるなんて、あり得ません」

　同じ貴族同士ならばともかく、現在平民の扱いになっているロザリーには気遣われる理由がない。

「俺としては、俺より小さくて力のない君に運ばせるほうがあり得ないな」

　軽々と持ち上げ、有無を言わさず厨房まで運んでしまう。でもでも、というロザリーの反論はまったく取り合ってもらえなかった。

　それを微笑ましく眺めていたレイモンドは、ケネスの陰になっていた女性に気づいて、目を見張った。

「あれ、オードリーじゃないか。クリスも久しぶりだな。元気か？」

「レイ！」

　レイモンドを見つけた少女は、満面の笑みを浮かべ、母親を押しのけるようにして駆け寄った。

「大きくなったな。どれ。……うん。重くなった」

　抱き上げられた少女は、「きゃー」と歓声をあげた。レイモンドの子供でもないだろうに、すごく懐いていることにロザリーのほうが驚いてしまう。

「レイモンドさんのお知り合いですか？」

　ポソリとつぶやくと、「そうだ」と答えたのは、厨房にいたランディだ。

「王都で学者をしていたオルコット博士の奥さんだよ。この街の出身で、レイモンドとは幼おさな馴な染じみなんだ。年に一度は里帰りで戻ってくるから、娘のクリスちゃんもすっかり懐いている」

「幼馴染み……」

（……お姉さんではないのね）

　リルの記憶の中の彼らは、姉弟のように仲がよかった。体格的にはそこまで年齢差を感じさせなかったが、あきらかに女性のほうが落ち着いていて、やんちゃなレイモンドを時に諫いさめたり、見守っていたりしたものだ。

（でも、……あれ？）

　先ほど、宿屋の扉の前にいた彼女は、なにやら深刻な顔をしていなかっただろうか。少なくとも、幼馴染みの顔を見に来るという気軽さには見えなかったのだが。

「座れよ。腹減ってないか。なにか作ってやるよ」

　レイモンドは親子をカウンター席に案内すると、ロザリーが買ってきたばかりの野菜を取り出した。

　オルコット夫人はちらりとロザリーを見て、レイモンドに尋ねる。

「見たことのない子がいるけれど、まさかあなたのお嫁さんじゃないわよね？」

「違うよ。俺はロリコンじゃないぞ。……ロザリー、こっちにおいで。紹介しよう。俺の幼馴染みのオードリーとその娘のクリスだ」

「初めまして。ロザリーです」

「最近雇った従業員だ。失せもの捜しが得意なんだぜ？　オードリーもなくしたものがあれば彼女に頼むといい」

「そうなのね。初めましてロザリーさん。オードリー・オルコットです。よろしくね」

「よろしくお願いします」

　オードリーは落ち着いた物腰でロザリーに微笑みかける。そしてすぐにレイモンドのほうに向きなおると、「おじ様とおば様はどうしたの？」と問いかける。事情を説明した後は、オードリーの近況へと話は移っていった。

　ちょこんと隣に座っていたクリスは、すぐに飽きてしまったのか足をぶらぶらとさせている。

「遊んできていい？」

「危ないからダメよ、クリス。ここでおとなしくしてて」

　小さな少女は頬を膨らませる。大人の話なんて、小さい子には退屈なだけだ。ロザリーにも覚えがある。

　遊んであげたいが、ロザリーも仕事を投げ出すわけにはいかない。

「やだ。おすわり、つまらないもん」

「仕方ないわね。宿から出てはダメよ？」

　オードリーはそう言うと、すぐにレイモンドとの話に戻ってしまう。相当積もる話があるようで、話は途切れることがなく、レイモンドが相づちを打ちながら、間違わずに料理をし続けられるのが、ロザリーには不思議で仕方ない。

　ふらふらと、窓際によって外を眺めているクリスが気になったが、「ロザリー、ベットメイキングを手伝ってちょうだい」とチェルシーに呼ばれてしまったので、うしろ髪を引かれながらも二階へと向かった。

　昨晩使われた個室は三部屋。大部屋で使用されたベッドは合わせて五つ。個室はベッドがふたつの部屋とひとつの部屋とあって、合計十枚のシーツ交換をするのだ。

　まずはふたりで大部屋から始める。大部屋は連泊の人もいるので、できるだけ手早く仕事を済ませなければならない。古いシーツをはずし、床を軽く掃除し、新しいシーツをつけていく。

　男性用の大部屋を済ませた後は、女性用の大部屋。それが終わり、個室に入ると自然とため息が出る。

「ふう。残りはゆっくりでもいいわね」

「はい」

　チェルシーがシーツを敷くと、いつもぴしりと伸びてあまりしわができない。だが気の緩みのせいか、今回はすごく時間がかかっていた。

　掃除をしていたロザリーが不思議に思って彼女を見ると、はあ、と深いため息が聞こえてきた。

「オードリーさんが来てたわね」

「チェルシーさんもご存知なんですか？　レイモンドさんの幼馴染みだとか」

「そうね。……前に言ったでしょ。あの人よ、彼の初恋の人」

　目を伏せたチェルシーに、ロザリーはなんと返していいかわからない。

「え、でも結婚されている……んですよね？」

「正確にはしていた、よ。旦那さんは亡くなられたの。今のあの人は未亡人。……昔からレイモンドと仲よかったからね、狙ってるんじゃないかって思っちゃう。だってさ、里帰りだからってわざわざ宿にまで顔をだす？　自分の家でもないのに」

「未亡人……」

　だとすれば、障害はないのではとも思ったが、ふたりはもう大人で、ましてオードリーには子供までいるのだ。初恋がいつまでも持続しているわけはない。

「レイモンドさんが今もオードリーさんを好きとは限りませんよね？」

「……見てればわかるわ。結構わかりやすいの、レイモンド」

　チェルシーはため息をつきつつも、手をせわしなく動かしている。

（つまり、ランディさんを交えた三角関係どころか、オードリーさんまでも含めた四角関係なのね？）

　複雑な人間関係の中、よく割りきって仕事ができるものだとチェルシーに尊敬すら覚えてしまう。

「さあ、これで終わりね。……戻りましょうか」

「はい」

　慰めたり励ましたりするには、ロザリー自身に恋愛の経験値がなさすぎた。

　結局、話はうやむやになり、客室清掃を終える。

「あら、なにかしら、これ」

　階段を下りたところで、突然チェルシーがしゃがんだので、シーツを抱えて前がよく見えていないロザリーは、ぶつかりそうになる。

「あぶ、危ないです！　チェルシーさんっ」

「ごめんごめん。落としものよ。木片？　……捨ててもいいのかしら」

「え？　ちょっと待ってください、チェルシーさん」

　長さ五センチ、厚さ一センチ程度の木片だ。それだけ見ればただの木くずのようにも見える。けれど、その木の香りには覚えがあった。

　シーツを棚に置き、木片を改めて嗅いでみる。ほのかに甘さを感じる香り。ザックに近づいたときに香る匂いと同じだ。

「……ザック様は？」

　オードリーと歓談しているレイモンドに尋ねると、ロザリーが忙しそうだからと出ていったという。

「さっきですか？　なら間に合いますね。きっとザック様の落としものです」

　追いかけてきます、と言い添えて、ロザリーは走りだした。

　宿を出てから、どっちにザックが行ったのかを知るためには彼が触ったであろうもののにおいを嗅ぐのが一番だ。

　もらった扇で顔半分を隠しながら、手すりや花壇、近くの店の壁を嗅ぎ回り、中央広場とは逆の方向、宿を出て左手のほうに向かったのを確認する。

「こっちね」

　やはりにおいを嗅いでみてよかった。伯爵邸に帰ることを思えば、中央広場のほうへと向かってしまうところだった。

　嗅覚はリル時代に多少劣るといえども健在だが、足の遅さはいかんともしがたい。

　走っても走ってもなかなかザックの姿を見つけることはできず、気がつけば、街のはずれのほうまで来てしまった。人けは少なく、進むのにためらいを感じ始めたところで、ようやくザックを見つけた。

　彼は旅姿のひとりの男性と一緒だった。顔を寄せ合い、小声でなにかを話し合っている。ザックがケネス以外の人間と一緒にいるのは珍しく、どうしようかと迷ったが、落としものを渡すだけだし、と声をかけることにした。

「ザック様っ」

　彼はビクリと体を震わせた。すぐさま振り向き、ロザリーの顔を確認するとふっと力を抜く。

「なんだ、ロザリーか。……どうした？」

　振り向いた表情があまりにも厳しくて、ロザリーは一瞬言葉をなくしてしまった。彼がいつも通りのやわらかい表情に戻ってからも、周りを取り巻く空気はなんだか固く、ちょっと落ち着かない。

「ではザック様、私はこれで」

「ああ。ご苦労」

　旅姿の男性は、ちらりとロザリーを見ると足早に去っていってしまった。

「すみません、邪魔してしまいましたか？」

「いや？　定時報告だ。気にすることはない。それよりもどうした？　仕事は？」

「えっと、これ、もしかしたらザック様の落としものじゃないかと思って」

　木片を差し出せば、ザックはハッとしたように手のひらからそれを奪い取った。

　そのすばやさにロザリーは驚いてしまう。

「大事なもの……なんですね？」

「ああ。どこに落ちてた？」

「切り株亭の階段の下のところです」

「さっき財布を出したときか。助かった、ロザリー。ありがとう」

　ようやく、周りの空気ごとザックの表情がやわらかくなる。ロザリーはホッとして彼を見上げた。

「それ、……いい香りがしますよね」

「ああ。白びゃく檀だんという香木だ」

　ザックは上着の前を開き、中に着込んでいるシャツの胸ポケットにそれをしまった。

　なんとなく沈黙してしまったのが気まずく、ロザリーはもじもじしてしまう。すると穏やかな声でザックがぽつりとつぶやいた。

「母の出身地で採れる香木なんだ。この辺ではちょっと珍しい」

「そうなんですね。道理で嗅いだことのない香りだなって思っていたんです。でもおかげで、すぐにザック様のものだってわかりました」

　微笑んでそう言ったら、ザックも笑った。ロザリーの胸の奥がまた疼うずいてくる。

　ザックといるときだけ起きる、この胸のざわめき。うれしくてお尻がムズムズするのと同時に、恥ずかしくて顔を隠してしまいたいような、不思議な感覚。ロザリーはまだこの感情に名前をつけられずにいる。

「あ、えっと。そろそろ私、戻らないと」

　自分の気持ちを処理しきれず、ロザリーはあえて明るい声で笑った。

「ああ、そうだな。送ろうか」

「大丈夫です！　真っ昼間ですし」

「だが」

　言い合いをしているうちに、小さな子供の泣き声が聞こえてきた。

　ロザリーとザックは顔を見合わせ、うなずいて走りだした。泣き声をたどっていくと、そう遠くないところにうずくまって泣いている少女を見つけた。

　オードリーの娘のクリスだ。ストレートのこげ茶の髪が、涙で濡れた顔に張りついている。

「どうしたんですか？　えっとクリスさんですよね？」

「こ、転んだの」

　小さな足には、石畳のわずかな段差でも引っかかってしまうのだろう。

「大丈夫ですか？　宿から出てきちゃったんですか？　ひとりで？」

　ロザリーはクリスを抱き起こす。膝をすりむいていて、血が出ていた。

「痛かったですね。早く切り株亭に戻って治療しましょう」

「うん」

　クリスはなんのためらいもなくロザリーにギュッとしがみつく。妙に懐かれて、ロザリーとしては不思議な気分だ。

「俺が抱こう」

　ザックが手を伸ばしたが、クリスはぶんぶんと首を振った。

「……お姉ちゃんがいい。お姉ちゃんと遊びたくて追いかけてきたの」

「私ですか？」

「だって大人のお話つまらないんだもん」

　どうやら、クリスにはあの中にいる人間の中でロザリーだけが子供に思えたらしい。

「私も大人で……」と言いかけたロザリーの声はザックの笑い声にかき消された。

「……なんですか、ザック様」

「悪い悪い。そうだよな。大人ばっかりの中にいたらつまらないよな。でもこのお姉ちゃんは残念ながら力持ちじゃないんだ。抱っこするのは俺でもいいか？」

「……お姉ちゃんと手をつないでいていいなら」

「だそうだぞ、ロザリー」

　ザックがクリスを抱き上げたが、クリスはロザリーの手を離さない。

　結局、ふたり並んで歩くことになり、いつもより近い距離にロザリーはドキドキする。

「懐かれたな」

「とくになにをしたわけでもないんですけどねぇ」

　困惑するロザリーに、クリスはにっこり笑う。

「お姉ちゃんは、ふわふわしていてかわいいから好き」

　まるでリルに向けられたような言葉だ。小さな子供は、本能で見えざるものを感知するのかもしれない。

「ありがとうございます。お姉ちゃんはロザリーっていいます。名前で呼んでくれますか？」

「ロザリーちゃん？」

「……そうですね。クリスさん」

「……ぷっ」

　こらえきれなくなったようにザックが笑う。思わずロザリーはザックを睨んだ。

「ザック様、笑わないでくださいよ」

「無理言うなよ、今の流れで笑わないのとか無理だ」

「……ザック様も、貴族にしては気さくですよねぇ」

　ぽつりと、思ったことを言う。

　ロザリーを助けてくれることもそうだが、クリスに対しても抱き上げることをためらわない。

　貴族は通常敬意を寄せられることが多く、自ら動くことはあまりない。ケネスなんかは、わかりやすく貴族のご子息という感じなのだが。

「べつに俺は誰に対しても気さくなわけじゃない。裏がないなと思ったやつにしか優しくなどしないさ」

　それを聞いて、ロザリーははたとクリスを見つめる。

　クリスに裏がないのは子供だからいいだろう。しかし自分は？　それではまるきり子供扱いされているということではないか。

「私だっていろいろ考えてますようっ」

「いじけるなよ。これでも俺は褒めてるんだぜ？」

　膨れてみせても、ザックは全然余裕だ。弁明するでもなく笑い飛ばされて、ますますロザリーの頭に血が上る。

「そんなことないですっ。なんにも知らない子供って言われてるのと一緒ですー！」

　なんでこんなに悔しくなるのか、不思議に思いながらロザリーは少しばかり泣きたい気分になっていた。




　それ以来、クリスはしょっちゅうロザリーに会いに切り株亭にやって来た。彼女たちがアイビーヒルに里帰りして三日目だが、その間でクリスを見ない日はない。

　エプロンドレスを着込んだ少女は、鼻息も荒くロザリーの前で仁王立ちする。

「ロザリーちゃん、遊ぼう！」

「あー、ごめんなさい、クリスさん。まだ仕事があるんです」

「じゃあ、クリスも手伝う！」

　キラキラした瞳で言われて、困ってレイモンドを見つめると、オードリーの娘とあってか彼もむげにする気はないらしい。

「適当に相手してやってくれるか、ロザリー」

「は、はあ。でも」

「いいわよ。もともと、私ひとりでもできるもの」

　チェルシーがつれなく言って先に行ってしまう。どうも、オードリーが現れてからというもの、地味に不機嫌である。

「で、では、外の掃除をしてきますね」

　クリスと一緒にするのに一番困らない仕事はこれだ。彼女は彼女でしゃがみ込んで花壇の花や葉をいじって遊んでくれるから。

　掃き掃除をしていると、通りすがりの人が声をかけていく。

　ふと、食べ物のにおいがして顔を上げた。

「やあ、ロザリー。精が出るね」

「こんにちは。今日はいいお天気ですね！」

　よく散歩で宿の前を通る近所のおじいちゃんだ。顔を合わせれば挨拶はするが、あまり近づくと加齢臭に顔が引きつってしまうので、一定の距離は保つようにしている。

「小さなお嬢ちゃんもいるんだな。これをあげよう」

　お芋を焼いたものだ。露店で売っていて、ちょっとしたおやつとして人気がある。

　ひとつずつもらったロザリーとクリスは顔を見合わせ、「ちょっとだけ休憩しましょう」と花壇の端に座った。

　ふーふーと大きく息を吹きかけ、はむ！と噛みつくクリス。かわいらしい姿にロザリーもほっこりしてしまう。

「クリスさんはお花が好きなんですか？」

「うん。パパの本棚にはいっぱい図鑑があるの。それ見てるの好き」

「パパ……ですか？」

　チェルシーの話では、オードリーは未亡人ということだ。クリスは現在五歳だと聞いているが、いったい何歳のときに父親を失ったのだろう。父親の記憶は残っているんだろうか。

「クリス、パパのことよく知らない。クリスが一歳になる前に死んじゃったんだって」

　クリスはちょんちょんと葉をつつく。ロザリーは食べる手を止めて彼女に見入った。

「……悲しいですか？」

「よくわかんない」

　それは、今のロザリーの感覚にも近い。

　両親が死んだことはわかる。だけど悲しいかと聞かれればよくわからない。

「ママは言うの。悲しんでいるより、そのほうがいいって。でもママは寂しそうなの」

　クリスは少し黙って、花壇の土をぎゅっと握りしめた。

「ママ、ずっとここにいればいいのに。レイといるとき、楽しそう。クリスも、ママが悲しんでいるより笑っているほうがいいよ」

　それは子供の発想で、だからこそ胸が苦しくなる。

　好きな人のこと、忘れたくなんてない。だけど悲しいと思っているだけでは先に進めない。

（私に、両親への感情が残っていたなら、今頃どうしていたかな）

　一気に両親を失ったのだ。すぐに立ち直ることなどできず、今も落ち込んでいたのではないだろうか。のほほんと新しい一歩を踏み出せたのは、もしかしたら感情を失っていた恩恵なのかもしれない。

（……おじい様）

　だとしたら、祖父はきっとつらかっただろう。

　息子夫婦を失ったのだ。想像すれば計り知れない喪失だ。そのうえ、孫娘までも旅に出たいと訴えたわけだから。

（あ、ダメだ。想像したら胸が……）

　胸が痛い。ふわりと先ほど嗅いだ加齢臭がよみがえり、祖父の姿がまざまざとロザリーの中に描かれる。

　と同時に、ロザリーの記憶を引き出す糸がぴょこりと出てきた。

　先ほど、ロザリーがクリスとしたように、小さいときに、庭で花壇に座って祖父とお菓子を食べたことがある。

『お母様には内緒だよ』と祖父が茶目っ気たっぷりに言って、ポケットから出したのは、パラフィン紙に包まれた栗の砂糖漬けだ。

　椅子じゃないところに座るのも、母親に秘密を持つのも初めてで、ロザリーはとても興奮したものだ。

『おじい様、大好き』

　そうだ。それがきっかけで、ロザリーと祖父は仲がよくなったのだ。

　口に残るお菓子の甘さ、花壇の花のにおい、それらが箇条書きのような記憶と結びついて、リアルな記憶となってよみがえる。

　抱き上げてくれた力強い腕。笑ったときの低い太めの声。母に叱られたロザリーを甘やかす、温かい手。それらが、温度や質感を伴って思い出された。

　別れたときは、まだ祖父と呼びつつも他人のような感覚しかなかった。だけど今、改めて祖父のことを思うと、泣きたいくらい切なかった。どうして祖父の悲しみに寄り添ってあげられなかったのだろう。祖父は優しい人だ。使用人がいるとはいえ、あの広い屋敷で寂しくないわけがないのに。

「……ロザリーちゃん、どうしたの？」

「え？」

「泣いてる」

「あれ、どうしてでしょう」

　ロザリーの瞳からはぽろぽろと、涙がこぼれ落ちていた。止めようとしても、なかなか止まらず、ロザリーも困ってしまう。

「泣いちゃダメ、ロザリーちゃん」

　見ればクリスもつられて涙目になっている。感情を共有してしまうのだろうか。子供とは不思議だ。ロザリーは慌てて涙をぬぐう。

「ごめんなさい。大丈夫ですよ」

「ロザリーちゃんも悲しいの？」

「大丈夫です。私も、パパもママもいないんです。一緒ですね」

「……クリスにはママがいるよ？」

「そうですね。私にもおじい様がいました」

　急に祖父への感情を取り戻せたことにロザリーは驚いた。いったいなにがきっかけだったのか考えてみたが、さっぱりわからない。

「……どうした？」

「なにしてるんだい？　こんなところで」

　顔を上げると、ザックとケネスがいた。いつものように、昼食を食べに来たらしい。

　ロザリーは慌てて涙を拭いて立ち上がり、笑顔で頭を下げた。

「いらっしゃいませ。ケネス様、ザック様」

「おチビさんがふたりそろって、涙ぐんでどうしたんだ？」

　ザックがひょいとクリスを持ち上げる。

「わあ、高い！」

「はは。子供は高いところが好きだよな」

　急に視界がよくなったことで、クリスにはあっさりと笑顔が戻ってきた。

（よかった。元気になったみたい）

　ホッとしてロザリーがクリスを見守っていると、ザックはからかうような表情で、ロザリーのほうに視線を向ける。

「君にもしてあげようか？　お嬢さん」

「なっ……私、そんな子供じゃないですっ」

　また子供扱いされたと思うと悔しい。真っ赤になって、ロザリーはぷいとそっぽを向いた。

　それでも、彼の反応が気になって、ちらりと顔色をうかがうと、ザックとばっちり目が合ってしまう。ぷっと噴き出されて、歯がゆいのと同時に恥ずかしくなってしまった。

（もう、もうっ。変なところ見られたっ）

　両手で顔を押さえて恥ずかしがっていたら、ザックに抱かれたクリスに、髪を引っ張られた。

「どうしました、クリスさん」

　見上げたら、彼女もにっこりと笑っている。

「ロザリーちゃんも元気になったね。よかった」

　言われて、ロザリーは自分が笑っていることに気づいたのだ。




　その翌日のことだ。

　汗だくのオードリーが、泣きじゃくるクリスを引きずるようにして入ってきた。

「どうした、オードリー」

　ただならぬ様子に、レイモンドは調理の手を止めて駆け寄る。

「捜しものが得意って子がいたわよね？　お願い、捜してほしいものがあるの」

「落ち着けよ。まずは座って……。クリス、大丈夫か？　泣かなくていいんだぞ？」

　レイモンドはオードリーを近くの椅子に座らせ、泣きじゃくったまま母親の服を掴んでいるクリスを抱き上げた。

「レイィ」

　レイモンドの首に腕を巻きつけるようにして、クリスは必死に泣きやもうと鼻をすすっている。

　突然の騒ぎに、店中の客の視線がクリスを抱くレイモンドに集中した。遅めの昼食を楽しんでいた、ケネスとザックも同様だ。

　レイモンドはクリスをなだめながら、オードリーに問いかける。

「どういうことなんだか説明しろよ」

　そして、店内を見回し、大きな声で呼びかける。

「おい、ロザリーはどこだ？　一緒に話を聞いてくれ」

「は、はい！」

　掃除をしていたロザリーは、慌てて駆けつけ、クリスが顔を涙まみれにしているのを見て思わず手を伸ばした。

「大丈夫ですか、クリスさん」

「ロザリーちゃぁん。えっ、うえっ」

　クリスはレイモンドに抱きかかえられたままロザリーへと手を伸ばした。その手のひらにはこすったような擦り傷があり、うっすら血が出ている。

　ロザリーはレイモンドから彼女を受け取り、ギュッと抱きしめる。

　それを、オードリーは疲れたようにため息をついて見ていた。

「明日……王都に帰る予定だから、荷造りをしていたの。そうしたら指輪がないことに気づいて。問いつめようと思ったら、クリスの姿も見えないじゃない？　……焦って捜したら、この子、通りの真ん中で泣いてて……。なにが起こったのか聞いてみたら、指輪を勝手に持ち出した揚げ句、なくしたっていうのよ」

　クリスはびくりと体を震わせて、ロザリーにしがみつく。

「指輪？　どんなやつだ？」

　レイモンドの問いかけに、オードリーは目を泳がせ、何度か言いよどんだ。けれど意を決したようにぽつりとつぶやく。

「金のリングに琥珀の石のついた指輪よ」

「琥珀の……？」

　レイモンドがハッとしたように息をのむ。

「それって……」

　レイモンドはオードリーの肩を掴んだが、オードリーは気まずそうに目を伏せたまま、再び大きなため息をついた。クリスが怯えたように体を震わす。

「ごめんなさぁい」

「ごめんじゃ済まないでしょ？　おもちゃじゃないことくらいわかるでしょう。しまってあるものをわざわざ取り出して……」

「だって……、だって」

　オードリーの苛立ちは生なま半はん可かではないようだ。テーブルを指でトントンと苛立たしげに叩いたかと思うと、今度は大きく息をついてうつむいた。吐き出されたのは涙声だ。

「お願い。……捜してほしいの。指輪を」

　オードリーの必死な様子に、ロザリーもうなずく。

「では、もう少し詳しく指輪の大きさや形状を教えてもらえますか？　それと、なくしたときの状況も……」

「……捜さなくていい」

　なぜかそんな返事をしたのはレイモンドだ。

「え？　でも」

「指輪なんて小さなもの、すぐに見つかるわけがない。まして、なくしたのはここじゃないんだ。街中を捜すのは人ひとりでは無理だよ。第一なんで今さら……」

「レイモンド」

　傷ついたようなオードリーの声。レイモンドの険しい横顔。

　ふたりの間に、気まずい空気が流れている。

　そもそも、オードリーの指輪を捜さなくていいと断じる権利は、レイモンドにはないはずなのに、まるで自分のもののような言いぶりだ。

　ロザリーが「でも」と反論した瞬間に、ロザリーの中のリルとしての記憶の引き出しが開いた。くらりと目眩がして、クリスを落としそうになり、慌てて彼女を抱えたまましゃがみ込む。それを見たザックが慌てて駆け寄ってきた。

「ロザリー、どうした？　大丈夫か？　クリスはこっちにおいで」

　クリスは不安そうな顔をしつつ、ロザリーの腕から離れた。「大丈夫？」と心配そうに覗き込んでくる。それに笑顔を返す余裕もロザリーにはなかった。

「……ですか」

「どうした、ロザリー」

「指輪……は。あのときの指輪はどうなったんですか」

　記憶に引っかかりができると、糸を引き出すようによみがえってくる。頭の中に急激に広がる記憶を、ロザリーは脳内で必死に追った。

　それは、リルが死を迎えた日の記憶だった。










指輪捜しの午後




　――リルは普段、宿屋の外にしつらえてもらった犬小屋の中にいる。風のあたらない建物と建物の間にちょこんと収まっているのだ。太陽が照っているときは、花壇の脇まで出て日向ぼっこをする。

　通りすがる街の人は、リルを見ると皆一様に笑顔になる。うれしくてリルはいつも尻尾を振った。

　優しい街の人が、大好き。面倒を見てくれるご主人も大好き。そよぐ風も温泉のにおいも、リルはみんな好きだった。

『リル、母さん仕事終わったかな』

　夕方にやって来てリルに声をかけるのは、十一歳のレイモンドだ。店の中に入り、すぐに戻ってきたと思ったら、リルを綱からはずしてくれる。

『旦那が、リルの散歩に行ってきてもいいって。それが終わったら母さんとおかえりって』

　レイモンドの家は、父親が早くに亡くなっている。母ひとり子ひとりの暮らしで、親子の仲はとてもよかった。仕事が忙しい母のために、レイモンドは小さなときから料理をはじめとした家事全般ができるようになっていたし、母親は母親で、一日中働いた後でもけっして笑顔を絶やさなかった。

『リル。母さん、もしかしたら結婚するのかも』

　レイモンドはリル相手にぽつりぽつりと心情を漏らす。

　宿屋の主人であるアラン・ネルソンが、母親に求婚しているのだそうだ。

　先日、大きな赤い石がはめ込まれた指輪をアランから贈られた母親は、それを毎日大切そうに眺めながらも、指にははめず、鎖をつけてネックレスとして持ち歩いているのだという。

『俺、……複雑だなぁ』

　父親ができるのはうれしいけれど、母親が別の人のものになるようでそれもまた寂しい。

　散歩しながら聞くレイモンドの話はとりとめがなかったけれど、リルは尻尾を振りながら聞いていた。

　中央広場まで出ると、乗合馬車が止まっていた。危ないから、と立ち止まっていきすぎるのを待っていると、ひとりの女の子が降りてくる。

『あら、レイモンド。またリルのお散歩？』

『オードリー！　学校終わったのか？』

『ええ。もう帰るところよ。そこまで一緒に行きましょう？』

　この街にあるファーストスクールを卒業した後、街のミドルスクールより高度な勉強ができるグラマースクールに通い始めたオードリーだ。女性がグラマースクールに進学するのは珍しいが、オードリーは才能を見込まれ、イートン伯爵家の支援を受けた。とはいえ、支援金の額も限られている。下宿費用と乗合馬車での通学代を秤はかりにかけ、彼女は馬車通学を選択していた。

　オードリーを見つけるとレイモンドはいつもうれしそうだ。声が跳ねるような響きを帯びる。

　リルはその音の響きが好きで、また尻尾をぶんぶんと振る。

　先ほどリルにしたような話を、レイモンドはオードリーにもした。

『そうね。レイモンドの気持ちはわかるけど、おばさんにとっての幸せを考えてあげてもいいと思うわ。だって、一生懸命あなたのためにがんばっているんだもの。レイだって、おばさんには幸せになってほしいでしょう？』

『……うん』

　レイモンドの頬がうっすら染まる。

『じゃあ俺、リルを宿まで連れていくから』と、レイモンドとオードリーは街の一角で別れた。

　再び、ひとりと一匹の散歩時間になる。

『……オードリーがそう言うんじゃ仕方ないか。うん』

　レイモンドのひとりごとに耳を揺らして、リルは歩く。

　黄たそ昏がれの街はどこか温かかった。




　それから数日後、リルは泣きながらやって来たレイモンドに驚く。

『どうしよう、リル。落としちゃった。母さんの大事な指輪。母さんが忘れて出かけてしまったから、届けてあげようと思っただけだったのに』

　レイモンドはひどい転び方をしたのか、膝から血を出し、手のひらをすりむいていた。

『ワン！　ワン！　ワン！』

　いつも元気なレイモンドが泣いていることに驚いて、リルはとにかくすぐに指輪を捜さなければと思った。レイモンドのにおいをたどれば、ある程度の場所まではたどり着くはずだから。

　普段、無駄吠えすることのないリルの鳴き声を気にした従業員のひとりが、外に出てきた。

『どうした、リル。おや、レイモンドじゃないか』

『あ、オリバーさん。実は……』

　レイモンドの話を聞いたその男は、『リルに捜させればいい』とリルの綱を解いた。

　すぐにリルは駆け出した。『待って、俺も』という声は聞こえたが、足の怪我を見たオリバーが止めたのか、レイモンドがついてくることはなかった。

　膝から出た血のにおいが強く残っていたため、リルはすぐにレイモンドが転んだであろう場所を見つけることができた。

　だがそこは馬車の通りも多く開けているため、捜すには苦労しそうな場所だった。

　リルは周りをきょろきょろと見回した。指輪の現物を見たわけではないので、見た目での判断はあまり意味がない。レイモンドのにおいが残っているかどうかで判別するしかないだろう。

　馬車が通り過ぎたタイミングを見計らってはあたりを捜し回り、リルは石畳の隙間に挟まっていた指輪とちぎれそうになっている革ひもを見つけた。

　革ひもをくわえ、きつく挟まってしまったそれを引っ張りだす。革ひもはちぎれてしまったが、指輪は取り出すことができた。近づいてにおいを嗅げば、微かにレイモンドのにおいもする。

　この指輪で間違いないだろう、と指輪をくわえて歩きだしたとき、手あてを終えたレイモンドとオリバーがやって来た。

『ワン！』

『リル！　すごいや、見つけてくれたんだね』

　涙ぐむレイモンドが近づいてきて、リルはくわえていたそれを離した。

　……と、次の瞬間、レイモンドが突き飛ばされた。うしろにいたオリバーが、両こぶしを組んで、彼の頭めがけて叩きつけたのだ。

　カラン、と道に転がった指輪を拾い上げ、はあはあと浅い息を吐く。目つきはぎらぎらとしていて、いつものオリバーとはまったく違っていた。

『はは……さすがは失せもの捜しのリルだな。だがこの指輪は初めから見つからなかったんだ。リルが捜しても見つけられなかったんだよ。なあ、そうだろ？』

　まるで自分自身に言い聞かせるように、オリバーがブツブツつぶやく。

　見つかった指輪を手にしながら、見つからなかったことにしようとするオリバーの意図は、リルには測りかねたが、レイモンドがピンチに陥っていることはわかった。リルは彼を助けるためにオリバーの足に噛みついた。

「いてぇっ、なにしやがるっ」

　しかしリルは体の小さな犬だ。成人男性に足あし蹴げにされれば、簡単に飛ばされてしまう。石畳の道路に投げ出され、強い衝撃がリルを襲った。

「うわっ、危ない」

　そこに、間が悪くスピードを出した馬車が通り、リルの頭上に、馬の蹄ひづめが見えた――。




　……リルの記憶はそこで途切れている。ロザリーの中に強く残ったのは、リルの心残りだ。レイモンドの怪我と、優しい彼が悲しんでいないか心配する、リルの強い気持ち。

　座り込んだロザリーを心配するように、皆が息を詰めて彼女を見つめる。

　ロザリーは深く長いため息をつくと、震える声でぼそりとつぶやいた。

「思い出しました。……リルはずっと、これが心残りだったんです」

「……リル？」

　レイモンドが眉を寄せ、しゃがみ込んでいるロザリーの肩を掴んで、真剣な表情で顔を覗き込んでくる。

「ロザリー、どうしてリルを知っているんだ？」

「リル？　誰だ？」

　疑問を口にしたのはザックで、レイモンドはハッとして彼に答える。

「リルは昔ここで飼っていた犬です。失せもの捜しをする犬がいたと前に話したでしょう。ふわふわした毛のかわいい犬で……俺のせいで、死んだんです」

　必死な表情に、レイモンドの後悔を見て取ったロザリーは首を振った。

「違います。レイモンドさんのせいじゃ……」

「レイモンドのせいじゃないわ。あれは、……事件だったんだもの」

　ロザリーの声に重なるように言ったのはオードリーだ。

　レイモンドはロザリーから手を離し、オードリーのほうを見つめる。

「あれは指輪を盗もうとしたオリバーさんが悪いの。あなたのせいじゃない」

「だが」

　座り込んだままふたりを見つめていたロザリーの右の脇に、突然ザックの手が差し入れられ、そのまま片手で持ち上げられた。

「ひゃっ」

「とにかく、床は冷たい。椅子に座るといい」

　ザックのもう片方の腕に抱かれたままのクリスも、心配そうにロザリーを覗き込んでいる。

　食堂の椅子に落ち着いて、ロザリーは息をついた。

　オードリーはそんなロザリーたちのことはあまり目に入っていないようだ。ただまっすぐにレイモンドを見つめて話し続けている。

「レイモンド、リルを殺したのはオリバーさんで、あなたはなにも悪くない。もう十七年も前のことだもの。気にする必要はないわ。……でも今回の指輪の件は別よ。私が怒っているのは、わざわざ隠していたものをクリスが勝手に持ち出したからだわ」

　母親の言葉に、クリスは再び目に涙を浮かべ、ザックの腕から抜け出した。

「やっぱりクリス、捜してくる！」

「あ、待ってください。クリスさん」

　飛び出していったクリスを追おうとしたロザリーを、レイモンドが止める。

「待て。行くなロザリー、捜さなくていい！」

「でも。クリスさんが」

「いいから。主人命令だ。あれはもう、見つからなくてもいいものなんだよ。クリスだってしばらく捜して見つからなければ戻ってくるさ」

　そっぽを向いて言うレイモンドに、ロザリーは苛立ちが湧き上がった。

　レイモンドだって、昔あんなに必死になって指輪を捜したくせに。

　だからリルは指輪を見つけたかった。レイモンドに笑ってほしかったから。喜んでほしかったからだ。

　今だって、そう。ロザリーはクリスの心を守りたいだけだ。リルがレイモンドに対して、そうしたように。

「聞けません！　クリスさんが傷ついているじゃないですか。指輪を見つけることで彼女が安心できるなら、私は指輪を見つけます」

　ロザリーはクリスを追って外へ駆け出した。

「おい！　ロザリー」

　ザックは慌て、ケネスに「こっちは頼む」と言い残し、ふたりを追いかける。

　残されたケネスは、状況がわからずしばし思い悩み、頭をかく。

「……なにがなんだかよくわからんが、領主子息としてはいろいろ見過ごせないな。その過去の事件はどうなったんだ。そもそも、そのオリバーってのは誰だ？」

　レイモンドとオードリーは顔を見合わせた。

「昔、ここで働いていた従業員です。義ち父ちが母に贈った指輪は、代々この宿のおかみに継承されるもので、希少なレッド・ダイヤモンドが使われています。売れば高値がつきますから、それを狙っていたようです」

「はぁ？」

「切り株亭の初代主人が、求婚相手に本気を伝えるためにしつらえたそうです。歴代のおかみは、皆それを大切にしていました。指輪だというのに、ペンダントにして絶えず身に着けて、服の中にしまっていたそうで。……母は俺の了承が取れ次第、結婚の返事をするつもりだったようです。……もう、十七年も前の話ですが」

「アランとお前の母さんが再婚するときの話か」

「従業員のオリバーは、ずっと指輪を狙っていたようです。宿にいれば義父の目が光っているけれど、俺と母になら隙があると思ったんではないでしょうか。そんなある日、母が指輪を忘れて出かけて、俺はそれを見つけて母を追いかけた。途中転んでなくしてしまって、困っていたとき、彼が親切顔でリルを離して捜させてくれた。リルは見つけてくれました。でも、そこでオリバーが豹ひょう変へんしたんです。俺の頭を殴りつけたのち、リルを蹴って道路に投げ飛ばし、オリバーは指輪を持って逃げた。……リルは馬車に引かれて死にました。リルが死んだのは俺のせいです」

　うなだれるレイモンドに、オードリーが反論する。

「レイモンド！　あなただって被害者じゃない。あのときひどい怪我をしたわ」

「怪我は当然の報いだろ？　死んだリルに比べたら、なんてことない」

「あなたはリルをかわいがっていたから、悲しいのはわかるけど、けっしてあなたのせいじゃない」

　どこまでも自分を責めようとするレイモンドに、オードリーが毅然と言いきる。それに救われたように、レイモンドが落ち着きを取り戻して、ケネスに向きなおった。

「結局、当時の領主様……ケネス様のおじい様が間に入ってくださり、警備兵を率いてオリバーを捕まえ、警察に突き出してくれました。ケネス様、あなたは小さかったから覚えていないのでしょう」

　実は、あの指輪は、宿の金庫の鍵番号が隠された、実質的にも宿の経営を握るものだ。特殊な方法でしか見ることはできず、その事実は宿の主人もしくは後継者にしか知らされない。ただ、それだけ大切なものを預ける存在だという意味を込めて、代々のおかみに引き継がれてきたのだ。

　レイモンドは後継者としてそれを知らされてから、改めてリルに感謝した。指輪があのときなくなっていたとしたら。あのままオリバーに奪われていたとしたら。レイモンドではとてもじゃないが、償いきれなかった。

　でも同時に、無念な思いにも駆られたのだ。感謝を伝えたくても、リルはいない。もう二度と言えない。その思いは、ずっとレイモンドの中に残っている。

「なるほどな。……で、その指輪と今回のオルコット夫人の指輪の関係性は？」

　ケネスの言葉に、レイモンドは首を振る。

「その指輪と、オードリーの指輪は別物です」

「だったらレイモンドが口を出す類の話じゃないじゃないか。オルコット夫人がなくした指輪は、博士の遺品かなにかなのかな？」

　だとすればそこまで執着する理由もわかる、と続けたケネスに、今度はオードリーが首を振る。

「……いいえ」

「オードリー！」

　レイモンドは口に出すなというように、オードリーを睨む。けれど、彼女はやめなかった。

「いいの。……ずっと隠していたことがこんなふうにバレたのは、神様の思し召しかもしれないわ。……なくした指輪は、結婚前にレイモンドがくれたものです。……馬鹿みたいでしょう？　あなたを振ったくせに。私は、あなたからもらった指輪を、ずっと捨てられなかったの」

　レイモンドとオードリーの間に、緊張した空気が流れる。掃除をしていたチェルシーは、彼らの話を耳にして、階段を下りたところで動きを止めた。ケネスだけは笑顔のまま、茶化すようにひゅうと軽い口笛を吹いた。

　レイモンドはオードリーから視線をそらし、こぶしを強く握った。

「どうして捨てなかったんだよ。……俺はあのとき、捨て身で告白したつもりだ。博士じゃなく、俺を選べと。でもオードリーは博士を選んだんだろ？　だったら指輪なんて捨てればよかったんだ。なんで今さら……」

「夫……ジェイコブにはずっと学費を援助してもらっていたの。求婚を断ることはできなかったわ。私は彼を尊敬していたし、彼の助手として働くことも楽しかった。……恋してはなくても、結婚はできると思ったの」

　沈黙が走る。チェルシーが、顔を背けてその場を立ち去り、ランディがそれに気づいて後を追った。

　なんとなく人間関係を把握していたケネスは、あきれた気分でポソリとつぶやいた。

「だったら、恋はどこに置き去りにしていたんだい？　そういう理由なら、オルコット博士が死んだときに戻ってくればよかっただろう。当時クリスは生まれたばかりだし、実家に身を寄せればよかったんだ。……この通り、レイモンドはいまだ独身だ。言葉に出さずとも、みんなレイモンドの気持ちは知っている。君が再婚だとしても気にもしないだろうに」

「は？　気づかれて……？」

　レイモンドの顔が真っ赤になり、そのオタオタした様子を見て、オードリーが涙を浮かべて見つめた。

「……それこそ今さらですわ。クリスが生まれたことを、あちらのご両親は喜んでくれました。夫が死んで、最初に言われたことは、どうかこのままここで暮らしてほしいと、自分たちから孫を奪わないでほしいということです。罪悪感もありました。……私は、打算で彼と結婚しました。であれば、最後までそれを受け入れる必要があると」

「指輪を思い出として抱えたままかい？」

「……ええ」

　ドンと固い音がした。レイモンドが壁を叩いたのだ。

「なんだよ、それ」

　力の抜けたような情けない声だ。オードリーの目から、ついに涙がこぼれ出る。

「クリスは私に、ずっとここにいればいいと言ったわ。ここにいるときのほうが楽しそうだからって。……あの子にはすべてわかっているのかと思ったら怖かった。だからつい、八つあたりをしてしまったの」

　オードリーが震えている。

「子供の目は侮れないね。……で、君たちは両思いだということでいいのかな？」

　あきれたようなケネスの声に、返事をするものはいなかった。




　一方、クリスを追いかけたロザリーとザックは、再び石畳のわずかな段差につまずいて転んだクリスをなだめていた。

「痛いですよね。ああ、泣かないでください」

「石畳は転びやすいんだな。道路にはもっといい素材を考えないとダメだな。フラットにするにはどうすりゃいいんだ？」

　ザックが謎の検討を始めたので、ロザリーは失礼かなと思いつつも、彼の袖を引っ張った。

「それよりザック様、ハンカチかなにか持っていませんか。私のはもうびしょびしょです」

「うえっ、うえっ、うわあああん」

　母親から責められた悲しさと物理的な痛みでたくさん泣いたクリスは、ロザリーにしがみついている。ハンカチどころか、ロザリーの服もびしょ濡れになりそうな勢いだ。

「泣くなよ、クリス」

「うえっ、ええええん」

　ザックが抱きかかえようとしても、クリスはロザリーから離れない。

　あきらめたようにザックも地面に座り込んだので、ロザリーはぎょっとしてしまう。

「ザック様、汚れますよ。それに……」

　子供が大声で泣いているのだから、それなりに目立つ。恥ずかしいと感じてもおかしくないはずだ。

「べつに、汚れは洗えばいいだけだし、ロザリーだけでは小さいからクリスを人目から隠してやれないだろう」

　人通りの多い道の中心に背中を向け、あぐらをかいた自分の膝に頬杖を突きながら、ザックは真剣な顔で泣きじゃくるクリスを見つめている。

　彼の背中は、この小さな子供を守ろうとしてくれているのだと思うと胸が熱くなった。

　クリスの背中をなでながら、ごめんなさいと心でつぶやく。

（クリスさんが泣いてるのに。私、今、すごくドキドキしてる）

　ザックはロザリーの葛かっ藤とうには気づかず、真顔でロザリーの頬をつつく。

「……ロザリー、顔が赤い。抱いているのが疲れたんじゃないか？　代わってやりたいけど、クリスが嫌がるしなぁ」

「い、いえっ、大丈夫です。全然。それより、……クリスさんのほうが泣き疲れてきちゃったみたいです」

　ロザリーにしっかりしがみついたままだが、徐々に嗚お咽えつが治まってきた。ロザリーの髪の毛を指に巻きつけながら、肩に顎をのせて、はふと息を大きく吐き出す。

「……ロザリーちゃん、ふわふわ」

「広がっちゃって大変なんですけどね。この髪」

　クリスがようやく話ができるまでに復活したので、ロザリーはホッとした。

「かわいいもん、好き。ふわふわ揺れてて、髪の毛も楽しそうなの。……ママにも、笑っていてほしいの。おうちが悲しいなら、ずっとここにいればいいのに」

「クリスさん」

「クリス、指輪を隠そうと思ってたの。この指輪があるから、ママはパパのこと、忘れないのかなって思って。ママが片づけしている間に、こっそり持ち出して……」

「それでなくしちゃったんですか」

　クリスはうなずく。

「宿の花壇に埋めようって思って歩いてたの。でも宿が見えてきたあたりで、転んじゃって、なくしちゃった。ママに言ったらすごく怒られて、悲しくて……」

「そうですか。……がんばったんですね。でも場所ははっきりしましたね。切り株亭近くを捜せば、きっと見つかります！」

　ロザリーは安心させるように微笑みかけ、クリスを離した。

「お姉ちゃんが捜してきてあげます。ザック様、申し訳ないんですがクリスさんをお願いします」

「クリスも行く！」

「俺も行くよ。宿屋の近くっていったって広いんだぞ？　いくら鼻がよくても、君ひとりじゃ無理だ」

　ザックはクリスをひょいと抱き上げ、ロザリーの手を引いて歩きだす。

　今度はクリスも嫌がらず、むしろ積極的に場所の説明をし始めた。

　まず三人は、中央広場に向かう。オードリーの実家はここから三本に分かれた道の一番左側の通り沿いにある。つまり、オードリーの家から切り株亭に向かおうと思えば、必ず広場を通るのだ。そしてクリスは、ここまではきちんと指輪を持ったままだったと証言している。ここから、切り株亭のある真ん中の道を歩いていく。商店が多い通りなので、道幅は広い。クリスの背丈で、宿屋の外観が見え始めたあたりから捜し始めることにしたのだが、どちらに転がったかわからないので、捜す範囲は広い。

　捜し始めて三十分。石畳の隙間をチェックしているので、ロザリーの爪は引っかかって欠けてきていた。

「見つからないな」

「そうですね。すみません、ザック様。クリスさんを抱きながらでは重いですよね」

「いや、俺は平気だが……」

　そう言うと、ザックはロザリーの手をひょいと持ち上げ、欠けた爪に自らの唇をあてる。ちゅ、と小さな音が鳴ったと同時に、ロザリーの頭は噴火した。

「え、……あ、ちょ、ええええ！」

　一気に真っ赤になるロザリーに対し、ザックは余裕の笑みだ。

「綺麗だった手が、すっかり傷だらけだな」

　最初に出会ったとき、苦労知らずのお嬢様だと言われているようで、綺麗な手が恥ずかしかった。だからといって男性に傷だらけの手を見られるのも、やはり恥ずかしい。だけど、少しだけ、胸を張りたい気持ちにはなった。もう令嬢の手じゃない。自分の力で働ける手だ。

　ロザリーは思いきって笑ってみせる。

「これでお仕事を知ってる手になりましたかね」

　働くことに誇りを持ったようにその手を見せるロザリーに、ザックは頬を緩ませる。

「そうだな。かっこいい手になった」

　その笑顔が、いたわるような優しいものだったから、ロザリーの胸は大きく跳ねた。

（どうしよう。がんばったことが認められたみたいで、うれしい。ザック様がこんなふうに笑ってくれるなら、私、もっともっとがんばりたい）

　興奮しながら胸もとに手を戻したロザリーは、ふと、クリスの手にも擦り傷があったことを思い出した。

　最初に泣きながら切り株亭にやって来たときに、あまりの痛々しさに目を奪われたのだ。

「……手。そういえば、クリスさん、この擦り傷はいつできたんですか？」

　もう一度確認する。指輪を握り込んでいたからか、手のひらの母指球の部分と指を折り曲げた第一関節のあたりがひどくこすれている。

　人は転ぶとき、咄嗟に手をついて身をかばうものだ。だからロザリーはクリスが転ぶ前に指輪を離してしまったのだと思っていた。

　けれど、この怪我の具合を見るとクリスは指輪を握ったままだったはずだ。仮に手からすっぽ抜けてしまったのだとしても、そこまで遠くにはいかないだろう。

「転んだときの状況をもう一度教えてもらっていいですか？　石畳につまずいて転んだんですか？」

　クリスはよく石畳の段差につまずいていた。だからてっきり、今回も同じだと思い込んでいた。だがこれはもしかすると……。

「ううん。人とぶつかって転んじゃったの。指輪は、気がついたらなくなってた。絶対なくさないように、ぎゅって握ってたのに」

「人と？　どんな人でした？」

「わかんない。うしろからだったから、顔も見てないの。クリスが転んでも起こしてくれなかったよ」

　普通、不注意で小さな子供を転ばせてしまったのだとしたら、抱き起して怪我の心配をするだろう。

　それに、この通りは広い。人にぶつかるほど込み合っていたとは思えない。だって、クリスが転んでも誰も起こしてくれないくらい、そのときは人通りがなかったのだろうから。

　もし、これが単純になくしたという話ではなく、盗まれたのだとしたら？

　クリスが持っている指輪に気づき、わざと彼女を転ばせ、離した隙に奪う。

　それならば筋は通っているようにも思える。

　そして、もし背中を押されたのだとしたら……。

「ちょっと失礼しますね！」

　ロザリーは慌ててクリスの背中のにおいを嗅ぐ。

　先ほど泣いたときに汗をかいたせいか、クリス本人のにおいが強い。そして背中をなでていたロザリーのにおい。レイモンド、ザック、オードリー、そして……もうひとり。

「街の……人です。私、嗅いだことがあります。おかみさんのへそくりを探してほしいって言った、あの人」

　三十代くらいの男の人だ。茶色の髪で体形は細めで、口もとにほくろがあった。名前までは覚えていないが、においは覚えている。

「街の人間が？　なぜだ？」

「わかりません。でも、捜して話を聞いてみる価値はあるかもしれません。少なくとも、クリスさんを転ばせて助けなかったのは許せないので」

「そうだな。……ケネスに聞いてみよう。この街の人間のことならある程度頭に入っているはずだ。それに三十代ならランディやレイモンドと同年代だろう。あいつらのほうが知っているかもしれない」

　ザックとロザリーはうなずき合い、急いで宿まで戻った。










盗人の真相




　切り株亭は、重苦しい雰囲気に包まれていた。

　レイモンドは厨房でしかめっ面をしたまま洗い物をしていて、オードリーは食堂のカウンターでうつむいたままひと言も発さない。

　空気の悪さは店内にも当然伝染するので、食事客たちはそそくさと会計を済ませて帰り、泊り客たちは買い物に出たり、自分たちの部屋へと戻ったりした。

　ケネスはオードリーの隣の椅子に座り、カウンターに背中を向けた状態で片肘をのせながらあきれたようにつぶやいた。

「君はいったいなにをやってるんだい。アイビーヒル一の秀才だとうたわれたくせに、恋愛はさっぱりだったわけだ」

「意地悪言わないでくださいませ、ケネス様」

「言いたくもなるよ。オルコット博士と君が知り合うきっかけをつくったのは我が伯爵家だ。君の人生の選択を間違えさせたのだとしたら責任があるからね」

「結婚を決めたのは私自身です。……時間をかけて彼を愛していこうと思っていたんです。なのにあんなに早くに死なれてしまって」

　オードリーは平民の子だが、初等学校での成績がよく、その点でイートン伯爵にも目をかけられていた。

　ファーストスクール卒業時に、イートン伯爵はオードリーをケネスの家庭教師として呼ばれていたバベッジ卿きょうに紹介した。

　卿もオードリーに才能を感じ取り、ここから一番近いグラマースクールに研究生という名目で通わせることとなった。

　グラマースクールに通うのは男子ばかりだ。研究生とはいえ女性には落ち着く居場所がない。結果オードリーは図書館にばかりいるようになる。

　加えて学費の問題もある。イートン伯爵家が半額支援してくれてはいたが、平民のオードリーの家には半額でも厳しい。司書の手伝いをしてもらえるわずかな賃金も通学のための乗合馬車代で消えていく。

　息苦しさにオードリーが退学も考えたとき、彼女を救ったのがオルコットだ。

　オードリーより十歳上の彼は、若くして助教授職についていて、図書館で熱心に勉強をする彼女に目をかけていた。

　自らの助手として雇い入れ、学費だけでなく学術本、衣服など生活全般にわたり彼女を支援し続けた。学校を卒業してからも、オードリーはオルコットの助手という立場で研究に携わり続けることができたのだ。

　そして彼女が二十歳になったとき、彼は教授として王都に招かれることとなった。

『君には、これからも私の研究を支えてほしい。どうか妻になって、一緒に来てほしい』

　すでに援助してもらっている金額は計り知れない。学内では噂も立ち、ふたりの結婚はあたり前だろうという空気が流れていた。

　オードリーにはうなずく以外の選択肢はなかったが、少しばかり反抗したくて、返事は一時保留とした。

　オードリーは悔しかったのだ。オルコットが自分のことを〝助手〟としか思っていなかったことが。才能を認めてくれていると思っていた。オードリー自身は共同研究者のつもりだったのに。

　オードリーの結婚の噂は、アイビーヒルでも広まった。

　ある日、オードリーはレイモンドに呼び出される。

『結婚するって本当か？』

『ええ』

　オードリーにとって、レイモンドは三歳年下の弟のようなものだ。

　久しぶりに顔を合わせて、そんな彼がいつの間にか自分の背を抜かしていることに気づいて驚いた。

『レイ』

『……俺はまだ見習いの料理人だ。胸張ってこんなこと言えるような立場じゃないかもしれないが、ただ黙って見送るのにも耐えられない』

　レイモンドの真剣な瞳に、オードリーは撃ち抜かれたような気がした。

　ここにいるのが、本当についこの間まで、肉親へ向けるのと同じ感情だけで接してきた少年なのか疑った。だって、オードリーの胸は、今まで体験したことがないほど激しく揺り動かされたのだから。

『オードリーがずっと好きだった。結婚してほしい』

　差し出されたのは、指輪だった。受け取ったオードリーはそれをじっくりと見つめた。

　金のリングに琥珀の石がついている。琥珀には濁りがあり、とても一級品とはいえない。だけど、今のレイモンドにとっては高級品だったろう。

『レイモンド』

　オードリーはこのとき、初めてレイモンドのことを男性という目線で眺めたのだ。

　見習い料理人として切り株亭で働きながら、義父や母を支えている、ちょっとやんちゃだけど優しい男の子。

　そして気づいた。学はないが、人間としてレイモンドがとても魅力的な男性だということに。

　動揺したのは本当だ。だけど、だからといってオルコットからの求婚を蹴り、すべてを失ってまで彼のもとに飛び込むほど思いきれもしなかった。

『……ありがとう。うれしいわ。本当よ。……でも』

『やっぱダメか。そうだよな。賢いオードリーと料理だけが取り柄の俺じゃつり合わないよな』

　予想していたかのようにレイモンドはあっさり引き下がり、笑ってみせた。しかし、彼の瞳は潤んでいて、それもまたオードリーの胸を疼かせた。

『あの、この指輪』

『いいよ。捨ててくれないか。君のために買ったものだから返されても困る。見ているのもつらいし。……じゃあな、幸せになれよ、オードリー！』

　レイモンドは背を向けて駆け出し、指輪はオードリーの手に残された。

　一生つけることのない指輪。だけどオードリーはそれを捨てることができなかった。隠し持ったまま、オルコット夫人となり王都での暮らしが始まる。

　だが、女性が学問を究めようとすることへの偏見は、都会でもそう変わらなかった。

むしろ人が多いぶん、嫌みの数は増え続けるばかりだ。

　それでも、オードリーは研究を続けたかった。それが唯一の取り柄だと思っていたし、夫も認めてくれていると思っていたから。

『妊娠もしたことだし、そろそろ家庭に入ってはどうだい？』

『え？』

『僕たちの子供を育てることに、今後は専念してほしい』

　オードリーの研究意欲は、あろうことかそれまで支援し続けてくれたはずの夫によって奪われた。

『そんな、……私』

『きっと君の能力を受け継ぐ息子が生まれるに違いないよ』

　もはや夫の所有物であるオードリーに反抗する術はない。

　家庭に入り、夫の両親との関係に悩みながら、子供を産んだ。だが、生まれた子供が娘と知ると、夫は落胆したようだった。

『なんだ、女か。これじゃあ……』

　言外に自分の二の舞だと言われた気がした。しょせん女では、どれほど才能や学があろうとも、名声を掴むのは無理だと。

（羽をもぎ取ったのはあなたじゃないの）

　ほのかに湧き上がった不満の種は消えることはなかった。

　しかし夫は子供の父親でもある。今の世の中で、オードリーが教師として職を得ることも難しいことはわかっていた。

　彼からは逃れられない。それでも、子供を共に育てていけば、家族としての情は育つだろう。

　オードリーはそう思って生きることにした。

　だけど、そんなときに夫が事故で亡くなる。オードリーの胸に去来したのは、安堵と罪悪感だ。これで彼から逃れられるという安堵と、そう思ってしまった罪悪感。

　こうなることを一度でも願ってしまった自分を、オードリーは許せなかった。

　だから、義父母の申し出を断らず、オルコットの屋敷に残ったのだ。

　罪滅ぼしのつもりで、このままずっとあの屋敷で人生を腐らせていく。クリスを育てることだけを人生の目的として。

　あのまま夫が生き続けていたら、いつかは愛することができただろうか。

　そう考えれば考えるほど、オードリーは捨てられない指輪のことが気になった。

　今、夫から贈られた指輪を捨てろと言われれば、捨てられる。だけどレイモンドからもらった指輪は捨てられないだろう。クリスがなくしたというだけで、こんなに動揺してるのだから。

「こんな気持ち……今さらだわ」

　オードリーは両手で顔を覆った。ケネスはあきれたようにため息をついた。

「オードリー。博士が亡くなってもう四年だよ？　君がここに戻ってきたいと言っても、許されるんじゃないかな」

「ケネス様。でも……」

「あちらには伯爵家から口添えしてやってもいい。どのみち、クリスだって女の子だ。オルコット子爵家の跡継ぎにはなれないだろう？」

「それは……そうですが」

「それとも、衣食住の不自由のない今の生活に満足しているのかい？　それならそれでこれ以上の口出しはしないが」

　挑戦的に言われて、オードリーは思わず立ち上がって反論する。

「そんなわけありませんわ。私だって、……帰れるものなら帰りたいです」

　言ってから顔を染めたオードリーは、再び椅子に腰を落とし、顔を覆う。

「レイモンドも、意地を張るのはやめたらどうだ。その年まで独身なのは忙しいからだけじゃないだろう。君はモテないわけじゃないんだから」

　レイモンドは厨房で膨れっ面をしている。

「……ケネス様、なんでそんなこと知ってるんですか」

「君は俺を遊んでばかりいる伯爵子息だと思っているだろうけどね。俺の主な仕事は情報収集だよ。領地運営の肝は情報だ。民の不安、本音がわからなければ、どんな対策も的はずれなものになってしまう。……巷ちまたの君の評判は悪くないよ。しかしどれだけ誘ってもつれなく断られるのだという愚痴も幾度となく聞いたもんだ」

　偉そうに胸をそらしたケネスを見て、レイモンドはひそかに頭を抱える。

「はあ、……ったくもう、まいったな」

　観念したように大きく息をついて、レイモンドが厨房から出てくる。そして、オードリーの前に立ち、言い聞かせるようにゆっくりとつぶやいた。

「オードリー、クリスを許してやれ」

「でも……勝手に人のものを持っていくなんて」

　オードリーは目を合わせないまま反論する。

「指輪なんて関係ないだろ。俺は小さな頃からオードリーに憧れていて、ずっと忘れられなかった。ほかの男のものになっても、そいつとの間に子供ができても、変わらず君のことが好きだった。……でも、クリスを泣かせるほど意固地なオードリーにはちょっと幻滅だ」

「レイ」

　傷ついたように見上げるオードリーに、レイモンドは表情を緩めた。

「捜してこようぜ、クリスを。俺の好きだった君はいつだって人のことを思いやっていたはずだ」

　オードリーの瞳が潤む。ケネスはひゅうと口笛を吹き、手を取り合ったふたりに軽い冷やかしを送る。

　そのタイミングで、宿屋の中にロザリーとクリスを抱いたザックが駆け込んできた。

「レイモンドさんっ。あの人、……あの人の家はどこですか？」

「落ち着けよ、ロザリー。誰だって？」

「前に、おかみさんのへそくりを探してほしいって言っていた人ですっ」

「へそくり……？」

　レイモンドがいぶかしげに記憶をたどる。

　まだロザリーが働き始めて間もない頃に、いろんな客が押し寄せたことがある。あまりにどうしようもない探しものだったのにロザリーが真面目に請け負おうとするので、『そんなものは探さなくていい』と追い出したのがレイモンドだ。

「ああ！　布商のニールか。あいつがどうした？」

「指輪は、もしかしたら盗まれたのかもしれないんです。クリスさんの背中に彼の手のにおいが残っていて……。おそらくですがクリスさんは転ばされたのではないかと」

「転ばされた？　でもなんでニールが。たしかにあいつは奥さんに財布を握られてて、いつでも金欠だが」

「どこにいらっしゃるかわかりませんか？」

「ここから中央広場に向かう途中に仕立て屋があるだろう。あそこだよ」

「あ、わかります！」

　この街に来た最初の日に声をかけられた店だ。年代的にもあのときの人が奥さんなのかもしれない。

「行ってきます！」

「待て、ロザリー、ひとりで行くな」

「あっ、クリスも行くっ」

　ロザリーの後をザックが追い、さらに、置いていかれてなるものかとクリスが追いかけた。

　残されたケネスとレイモンドとオードリーは顔を見合わせた。

　思いがけずクリスが元気そうに戻ってきたのでひとまず安心したレイモンドだったが、盗まれたと言われると穏やかじゃない。

「ええと……俺も追おうかな。すいませんが、その……」

　ケネスに視線を送り、気まずそうに頭を下げる。

　なにせレイモンドまで行ってしまったら、営業中の宿の人間がすべて不在ということになってしまう。

　察したケネスは、腕を組みつつ、恩を着せる気満々でうなずいた。

「いいだろう。留守番役はこの伯爵子息ケネスが引き受けてやるよ。食堂に来た客は帰すか待たせておけばいいんだろう？」

「お願いします！　ケネス様」

　レイモンドはオードリーの手を取って走りだした。

　ひとり残されたケネスは、途中だった蜂蜜酒に口をつけ、含み笑いをする。さっき入ってきたときのザックの慌てぶりを思い出し、彼が素の自分を出していることにホッともする。

「やれやれ、みんな騒がしいったらないね。ザックも……これは、いい変化かな」




　仕立て屋に向かって走るロザリーは、すぐうしろを走るザックの声に我に返った。

「待て、ロザリー。クリスが追いかけてきてる」

「ええっ。あ、本当ですっ」

　振り向くと、遠くにクリスが小さく見える。声も出せないらしく、口をパクパクとさせながらも両手両足を必死に動かして、ロザリーを追いかけていた。

　ロザリーは立ち止まり、うしろから走ってくるクリスのために両手を広げた。

「ま……って。おいて、……いかな、……で」

　クリスはよたよたになりながら、ロザリーのスカートに向かってダイブした。

「ごめんなさい。追いかけてきてるなんて思わなくて」

「私が……なく……たの。だから、じぶんで……」

「そうですね。自分で見つけて、お母さんに見せたいんですよね」

　ロザリーもその気持ちはよくわかる。クリスの息が整うのを待ってから、今度は歩いて仕立て屋へ向かった。

「ニールなら今日はまだ帰ってきてないよ。最近、いい仕入れ先から断られて腐ってるからね。ちゃんと良質の布を買い付けてきてくれれば、こっちだって売れるドレスが作れるってのにさ」

　彼の妻である仕立て屋店主はあきれたように肩をすくめる。どこか彼が行く場所に心あたりはないかと尋ねたが、芳かんばしい返事はもらえなかった。

　仕方なく手あたり次第に探そうと中央広場に向かうと、ニールが内緒話でもするように、ランディの肩を抱いているのを見つけた。

「だからさ、この指輪を渡して口説けば一発だって」

「しかし……」

「傷ついてる今がチャンスだろ？　この機を逃したらチェルシーみたいな気の強い女は一生口説けないぞ？　だから、な？　特別に五万ガルで売ってやるよ」

「五万ガル？　高くないか？」

　ガルはこの国の通貨単位である。だいたい、成人男子の給料が十万ガルといったところだ。ちなみに記念硬貨として作られた金貨は、貨幣価値としては五百ガルだが、販売価格は千ガルだった。

「へぇ、お前のチェルシーへの気持ちはそんなに安いんだ？　まあ俺はいいぜ。嫌なら質屋に持っていったっていいんだ。でもほかの店で今すぐ指輪なんか手に入るかなぁ？　これ以上のものはないと思うけどなぁ」

　なにやら不穏な空気である。

　ひやひやしながらロザリーが見つめている先から、ランディはニールの口車に乗り、財布を取り出そうとしている。

「ああっ、ダメです。ランディさ……」

「やっと追いついた！」

　ランディに駆け寄る前に背中を叩かれ、驚いて振り向くと、そこにレイモンドとオードリーがいた。

「レイモンドさん！」

「ロザリー、ニールは見つかったか？」

「はい、あそこに。……でも」

　ロザリーが指差すと、レイモンドは不穏な空気を感じ取ったのか、眉をひそめたままふたりを見つめた。

　クリスは母親が追いかけてきたことがうれしいらしく、ザックの腕に抱かれているにもかかわらず、彼女に手を伸ばして足をバタバタとさせた。

「おい、クリス暴れるなよ」

「ママ！　ママ！」

「クリス。……ごめんなさいね、さっきは叱りつけたりして」

「ううん。クリスこそごめんなさい」

　ザックの腕から飛び出し、クリスは母親の腕にしがみつく。ザックとオードリーはそれほど顔見知りというわけでもないらしく、「すみません、うちの娘が」と軽く会釈をするにとどまった。

「クリス、あの指輪があるから、パパのおうちから出られないんだと思ったの」

　娘の真しん摯しな訴えに、オードリーは瞳をゆがませた。

「……違うのよ。あれはパパの指輪じゃないの。……逆だわ」

　泣きそうな声だ。その理由は、ロザリーにはわからない。問いただすにも今はそれどころではなかった。

　話しているうちに、ランディとニールの間に動きがあった。

　支払いをしようと財布を出したランディだったが、手持ちが足りない。じゃあ質商に行こうと、ニールが肩を組んでランディを連れ出そうとしたのだ。

「あとで必ず払うよ。とにかく先に指輪をくれないか。今すぐチェルシーを追いかけたいんだ」

「いいや。俺だって今すぐ金が必要なんだよ。お前のその時計があれば、三万ギルくらいは借りられるだろ」

「だが。えっと」

「ほら、早く早く」

　どちらも引かない。気弱なランディはむしろ押され気味だ。

　ロザリーとザックが目配せしてふたりの間に割って入ろうとした。だが、それをレイモンドが止めた。

「ここは俺が行く」

　レイモンドの目からは怒りが感じられる。普段、仕事に忙殺されていて、感情をあらわにすることのない彼だが、怒るとこんなに怖いのかと思うほど、殺気立っている。ロザリーはなにも言えなくなってしまった。

「レイモンドに任せよう。俺たちより、あのふたりとは親しいはずだし」

　ザックがそう言って、不安げなロザリーの肩を軽く叩いた。ロザリーは、うなずいて彼らの動向を見守ることにした。

　そのうちに、レイモンドはランディとニールのほうへ駆け出していく。

「ランディ！　ここにいたのか」

「あれ？　レイ。店はどうしたんだ？」

「お前こそ、黙って仕事を抜け出すなよ」

「あ、ごめん。つい……」

　まずレイモンドはランディのほうへと声をかけた。ニールはレイモンドの登場に一瞬ぎょっとしたようだったが、その怒りがランディに向かっているとわかると、軽い調子で続ける。

「まあそう言うなよ、レイ。ランディだって今必死なんだからさ」

　ニールは、へらへら笑いながらランディの肩を抱く。だがロザリーは見た。彼が不自然に左手をポケットに入れて指輪を隠したことを。

「チェルシーを射止めるために必死なんだ。だから見逃してやってくれよ」

　そして、ランディをこの場から連れていこうとした。しかしレイモンドは表情を緩めない。

「待てって、ニール」と呼び止めると、すかさず左腕を掴み、彼の腕を引っ張り出す。

「これはどこで手に入れたんだ？」

　ニールの手には、琥珀のついた指輪がある。彼はさっと青ざめたが、咄嗟に言い訳をし始めた。

「え？　どこでって。そりゃ……俺が昔カミさんに贈ったものだよ。デザインが若い子向けだしもういらないだろうってんで……」

「そりゃあおかしいなぁ」

　レイモンドがニールの腕を強く掴む。ニールは驚いて振り払おうとしたが、毎日鉄鍋と格闘するレイモンドの腕力は意外にも強い。

「この石は、俺が採掘士に頼んで原石からもらい受け、加工した一点ものだ。特徴的な濁りがあるだろう。あきらかに、俺が昔誰かに贈った指輪だと思うんだがなぁ」

「なっ、は、離せよ」

　蒼白になったニールは、レイモンドの足を蹴り上げた。下半身への攻撃がくるとは思っておらず、レイモンドは一瞬力を緩めた。その隙に、ニールは腕を振り払って駆け出す。

　悪かったのは、ニールが向かった先にロザリーがいたことだ。

「どけよっ」

「え、わ、きゃっ」

　突然走ってくる彼をよけることができず、ロザリーは押しのけられてよろけた。転ばずに済んだのは、ザックが受け止めてくれたからだ。

「……女性に対する態度がなってないな」

　ロザリーがしっかり立ったのを確認すると同時に、ザックは怒りもあらわにニールを追いかける。

「待てよ」

「誰だよ、お前。離せっ」

　首根っこを掴まれ、かっとなったニールは肘でザックの顔を狙う。さっと頭を下げてそれを受け流した彼は、身を低くしたまま彼の服を掴み、投げ飛ばした。

　次の瞬間、風が通ったと思ったら三人の黒服の男たちが現れる。

「遅れて申し訳ありません」

「遅い！　役立たずども」

　ザックと彼らがやり取りしている隙を狙って、ニールがうしろから反撃に出ようとする。すぐに動きだす黒服の男たち。その中のひとりが、「危ない、殿下っ」と叫んだのをロザリーは聞いた。

　しかし男たちより早く、ザックがニールの足を蹴りバランスを崩させ、転ばせた。横たわるニールを押さえつけるように、ザックが馬乗りになる。胸を圧迫されたニールは、「う、……苦しい」と言いながらもがいている。

「誰か、こいつを縛るロープを探してこい！」

「ははっ」

　黒服の男たちはふた手に分かれ、ふたりがザックに代わってニールを取り押さえ、もうひとりはロープを探しに店へと向かった。

　突然現れた黒服の男たちに、ロザリーだけではなくレイモンドやオードリーも呆気にとられている。

　護衛と交代したザックは、ニールをひと蹴りした後、ぱんぱんと手を払いながら、ロザリーのそばまで戻ってきた。

「大丈夫だったか？」

　心配そうな顔にうなずいてみせたが、「平気です」と返事をする前に疑問が口をついて出てしまった。

「……今、殿下って呼ばれてませんでした？」

　息をのんだザックは、「あー」と低い声を出したかと思うとガシガシと頭をかく。そして、ため息をつきながら、耳のいいロザリーにしか聞こえないくらいの小さな声でささやいた。

「まったく。役立たずの上にうっかりものばかりだ。これで護衛だというんだから笑わせる。……ここいらでお互い正体をばらしてもいいかもしれないね。ロザリンド・ルイス嬢」

　教えていないはずの家名と本名を告げられ、ロザリーの頭は真っ白になった。

「なっ……、どうして」

「両親を亡くしたと言っただろう。最近の事故記録をあたればある程度絞れる。国は広くても調べ方さえ間違わなければ正解にたどり着くのは容易だ」

「ザック様……もしかして」

「君にもヒントはあげたはずだけどな。白檀は熱帯性の植物だ。この国では採れない。そもそも、黒髪自体が特徴的なはずなんだが」

　言われて、いくつもの情報が頭を駆け巡る。しかしそれがまとまる前に、黒服の男が戻ってきて、ロープでニールをくくりつけた。

「ザック様、この男はどうしましょうか」

「事情を聞いてから判断する。レイモンド、切り株亭の食堂を借りてもいいか？」

「もちろん。ゆっくり話を聞かせてもらわないとなぁ？　ニール」

「ひいっ」

　レイモンドからも怒りのオーラを感じ取り、ニールはすっかり青ざめてうなだれた。




　一行は切り株亭に場所を移す。

　ケネスは黒服の男たちが一緒に戻ってきたのを見ると、目を見開いて「おやおや」とつぶやいたが、ザックの目配せを受け、緩やかに微笑んだ。

「ご苦労だったね。君たちはもとの配置に戻っていいよ」

「はい」

　いっせいに頭を下げる黒服たちを見て、「伯爵家の護衛か」とレイモンドが納得したようにつぶやいた。それに納得していないのは、彼らがザックを『殿下』と呼んだことに気づいていたロザリーだけだ。

　料理人が不在だったのだからあたり前なのだが、現在食堂は閑散としていた。ニールはみんなに取り囲まれ、すっかり観念した様子で頭を下げる。

「オードリーが帰ってきてるっていうからさ」

　オードリー、ランディ、ニール、レイモンドらは皆同年代で、年齢はその順番で一歳ずつ違う。同時に学校に通う時期があるので、仲の良し悪しはあれど、全員が顔見知りではあった。

　ニールは、当時からレイモンドが、オードリーに片思いしていたことも、十七年前の指輪事件についても知っている。代々の切り株亭おかみが受け継ぐ高価な指輪をオリバーが盗み、そのせいで犬のリルが死んだことは、平和な街にとってはセンセーショナルなニュースだったから、当時十二歳だったニールの耳に入るほど、話題になったのだ。

「最近、親父さんいないだろ？　てっきりレイモンドが跡を継いだのかと思ったんだ。そこにオードリーが戻ってきたから、レイモンドがオードリーを口説き落としたのかなって。だとすれば、次のおかみはオードリーだろ？　で、さっき、オードリーの娘が指輪を持っていたのを見て、これが件くだんの指輪か？って……」

　ほんの出来心だ、とニールは言った。オリバーが盗むくらい高価な指輪なら、売り飛ばせばいい値がつくだろうと思ったのだ。

　そして欲望に従い、ニールはクリスの背中を押して転ばせた。

　しっかり指輪を持ったままだったクリスは、手の痛みに指輪を離し泣きだした。それを横目に、ニールは指輪をすっと奪い、そそくさと立ち去った。

　ニールは、そのまま質屋に向かい、指輪を換金しようとした。が、琥珀の質がよくないと値段を下げられた。ここでようやく、ニールは十七年前の指輪とこの指輪が別物だと気づいたのだ。

　ではどうしようか迷っていたときに、泣きながら走るチェルシーと、彼女を追うランディを見つけた。

　ランディがチェルシーに片思いしているのもまた、同年代の中では酒の肴さかなとして知られている事実だ。見た目はいかついが中身はおとなしいランディは、仲間内でも立場が弱い。脈はないのに、いつまでもチェルシーをあきらめないのを女々しいと馬鹿にされ続けていた。

　ランディを甘く見ているのはニールも一緒で、咄嗟に、これを売りつけてしまおうと思ったのだ。

　宿屋の指輪でないとすれば、オードリー個人のものだ。おそらくは死んだ旦那からの贈り物だろう。それを宿屋の従業員が持っていたとしても、似たデザインのものだと思われるだけで終わるはずだ。

　仮に疑いを抱いたとしても、オードリーには言えないだろう。

　レイモンドが店の従業員を見くびられるのが好きではないことくらい、幼馴染みである彼女にはよくわかっているはずだから。

「……ってわけで、ランディに売ろうとしていたところだったんだ」

「はー、馬鹿じゃねぇの。よく盗んだ指輪でそこまでせこい儲け方しようと思えるな」

　レイモンドはあきれた様子を隠さない。年は下だがあきらかに彼のほうが威圧的だ。

「馬鹿って言うなよー。だってよ、買い付けに行くんだって先立つものがいるんだって」

「そもそもあんな小さな子供に怪我させてまで指輪を奪おうとしてる時点でどうかしてる。人間の屑め」

「ひでぇ！　そこまで言う？」

「言いたりねぇくらいだよ！」

　レイモンドにけちょんけちょんに叱られ、ニールは凹へこんでいる。自業自得なので誰も同情はしなかった。

　レイモンドは「ほら、クリスに謝れよ」と言い、クリスを彼の正面に立たせる。

　クリスは怯えたような様子でレイモンドにしがみついていたが、ニールに「……すまなかったよ。痛かったか？」と頭を下げられ、ホッとしたように息をつく。

「ゆびわ！」

　クリスは痛みよりも、指輪の行方ゆくえが気になるらしくニールに向かって手を差し出した。

　そして、なおも渋々とポケットから指輪を取り出したニールから指輪を奪い取ると、すぐさまオードリーのほうに向かう。

「ママ、勝手に取っていってごめんなさい」

「クリス……ママもごめんね」

　頭を下げたクリスに、オードリーも泣きそうだ。

「ほら見ろ。純粋な人間はこうなんだよ。わかったか。お前は腐っている」

「……違いない」

　クリスの素直な謝罪行動に、ニールは怒られるよりもショックを受けたらしくうつむいた。

　これによってニールを責め立てる空気は薄れていった……かに思えたが、それを許さなかったのがザックだ。

「悪いが、俺は無罪放免する気はないぞ」

「なっ」

「子供に怪我をさせた傷害罪、それから指輪を盗んだ窃せっ盗とう罪。程度が低かろうとも立派な犯罪だ」

「そんなぁ。つか、あんた誰だよ。若造が、警察でもないのに偉そうに」

　そう言うと、今までのんびりと座っていたケネスが立ち上がり、ニールの頭をひっぱたいた。

「不敬罪も追加されたいか？　ザックは俺の従弟だぞ？」

「ケネス様……？　え？　伯爵家のお方なんですかっ！　こ、これは大変な失礼を」

　ニールは蒼白になり、おでこを擦りつけるようにして土下座する。

　行商や買い付けで街にいないことのほうが多いニールは、ザックの存在を知らなかったらしい。

　ロザリーはひたすら謝るニールの姿を見ながら、ひそかに考える。

〝殿下〟という呼び名は通常王族にしか使わない。ケネスの従弟というだけでこうなのだ。もし本当にザックが王族だったとしたら、処刑されてしまうのではないだろうか。

　息を詰めて見つめていたら、視線に気づいたザックがそっとウインクした。〝あとで話そう〟と声を出さずに口だけを動かす。

　内緒話をしていると思えば、妙に気恥ずかしくなってしまう。ロザリーは真っ赤になりながらもうなずいた。










こじれた恋愛模様




　結局、ニールの行動はすべて仕立て屋に報告され、彼の妻が引き取りにやって来た。

　夫が警察に捕まれば、商売は上がったりだ。妻の必死の懇願にも揺るがないザックに、ケネスが割って入ってなだめ、話をまとめる。

　結果、警察に突き出さない代わりに、クリスの怪我に対する見舞金の支払いと、伯爵邸の草むしりという実地労働を三ヵ月行うことで話はまとまった。

「本当に申し訳ございません。うちの亭主が」

「うん。まあ。男というものは多少余裕がないと窮屈さを感じてしまうものだよ。首根っこ掴むのもいいけれど、少し緩めてやることが肝要かもしれないね」

　年のわりにおっさんくさいことを言うケネスに苦笑するおかみは、次にクリスに向きなおった。

「お恥ずかしいですわ。こちらのお嬢さんにも本当にごめんなさい」

　ぺこりと大人に頭を下げられ、クリスは戸惑った様子でオードリーにしがみついた。

「……いいえ。そもそも私がクリスをひとりにしたのもいけなかったんです」

　オードリーが代わりに答え、とりあえず和解した。

　嵐のような仕立て屋夫妻が去り、ロザリーも仕事に戻ろうとしたが、ふと、チェルシーが戻ってきていないことに気づいた。捜しに行く許可をもらおうかとレイモンドを見上げると、彼はオードリーのほうをチラチラと見ながらも、言葉にするのをためらうように何度も口を開けては閉じている。オードリーのほうも、彼と目を合わせるのをためらうようにうつむいていて、クリスだけが無邪気に、ふたりの間を行ったり来たりしている。

　初恋同士の男女のようなもじもじとした振る舞いに、ロザリーもなにかがあったことは察することができた。

（どうしよう。話しかけにくい雰囲気だけど……）

　おそらく誰もがそう思っていたが、そこを遠慮なく突っ込んでいくのはケネスである。

「あー、で、どうするんだい。君たちは」

　レイモンドの顔が赤く染まり、途端に慌て始める。

「な、な、なんですかケネス様。どうって……」

　オードリーも頬を染めて一瞬なにか言いかけたが、クリスがスカートを引っ張っているのに気づき、苦笑する。

「いったん帰ります。レイモンド……夜、食堂が終わった頃にまた来るわ」

「あ、ああ」

「クリス、帰りましょう」

「……でも」

　クリスがちらりとロザリーを見る。

「まだロザリーちゃんにちゃんとお別れしてない。明日には帰るんでしょう？」

　クリスは母親のスカートから手を離さないまま、ロザリーにも手を伸ばす。全身で愛情を訴えてくるクリスがかわいらしかった。

「予定を変えるわ。馬車の時間を半日ずらしましょう。明日、午前中にお別れに来ましょうね」

　オードリーはクリスにそう言い聞かせ、改めてロザリーに向きなおり、「いろいろありがとう。クリスがたくさんお世話になって」と頭を下げた。

「そんな。クリスさんとはお友達です。私もクリスさんと一緒にいれて楽しかったです。……また明日、お話ししましょうね」

「うん！」

　たくさん泣いて、たくさん走って、クリスは相当疲れたのだろう。オードリーに抱き上げられると、途端にとろんとした目つきになる。

「本格的に寝られる前に帰らなきゃ」

　オードリーは焦ったように、クリスを抱いたまま切り株亭を出ていく。

　彼女が出ていったのを見届けたところで、ケネスがおもむろに椅子に腰かける。

　そして、いつまでも彼女たちが出ていった扉を見つめ続けているレイモンドの背中に問いかけた。

「どうするんだ？　プロポーズするのか？」

　レイモンドはゆっくり振り向いた。ケネスの座る椅子の周りに立つザック、ランディ、ロザリーも、彼がなんと返答するのか、息をのんで見つめている。

「……正直、考えてはいませんでした。俺にとってはずいぶん前に振られた相手だったし。……ただ」

　ケネスは興味深げに彼の顔を観察する。ランディはもう悲鳴でも上げそうな顔だ。

「彼女が今もあの指輪を捨てていなかったことは、複雑だけどやっぱりうれしかった。……もう一度、彼女と向き合ってみるつもりです」

　ケネスがひゅうと冷やかすような口笛を吹いた。チェルシーの気持ちを知っているロザリーは複雑だ。困り果ててついザックを見上げたら、彼もなぜかロザリーのほうを見つめていて、思いきり目が合ってしまった。

「な……なんですか？」

「いや、そっちこそ」

　顔が熱くなってしまって、ロザリーは目をそらす。

（なにこれ。私だって人のこと言えない……！）

　そこに、タイミング悪くチェルシーが戻ってくる。

　その場にいたみんなが、しまったというような顔つきになり、チェルシー自身も気まずい雰囲気を察知したのか身を固くする。

　けれども彼女は、逃げはしなかった。気丈にもまっすぐレイモンドのもとへ向かい頭を下げる。

「ごめんなさい、レイモンド。急に飛び出したりして」

「チェルシー。いや、いいんだ。……こっちもごたごたしていたから」

　レイモンドとて、薄々チェルシーの気持ちには気づいている。けれど、頼りにしているランディの思い人であり、大切な従業員であるチェルシーを、恋愛感情を持って見つめたことはなかった。だからこそ、今まで気づかぬふりをし続けてきたのだ。

「……疲れた顔をしているし、今日はもう上がって休んでいいぞ」

　優しさのつもりでレイモンドは言ったが、チェルシーはきっぱりと首を横に振る。

「いいえ。最後まで仕事をするわ。……させてください」

　どこまでも弱みを見せたくないチェルシーは、うつむいたまま投げ出した箒を拾いに向かった。

　レイモンドとしては、これ以上どう声をかけていいか迷うところである。弱り果てて頭をかいていると、ランディが惚れ惚れとした顔でチェルシーを見つめていた。

「かっこいい……。さすがチェルシー」

「……お前が惚れなおしてどうすんだよ」

　若干あきれたレイモンドではあったが、ここはランディのひたむきさに期待するしかない。

「ランディ。ここはいいから、チェルシーを手伝ってやってくれないか」

「ああ」

「厨房の手伝いには、ロザリーが入ってくれ」

「はいっ」

　言われて、ロザリーは顔を上げた。ロザリーもチェルシーのことが心配だが、雇われの身としてはレイモンドの指示に従わざるを得ない。

「じゃあ俺たちは帰ろうか、ザック」

「ああ。そうだな」

　ケネスが立ち上がり歩きだす。そのうしろをついていくザックは、通り過がりにロザリーの腕を軽く掴んだ。

「夜に迎えに来るよ」

「え？」

「話があるんだ」

　それだけを告げ、ザックは手を離した。彼がいなくなってからも、腕に彼の手の熱が残っているようで、ロザリーはいつまでたっても落ち着かなかった。




　切り株亭の夕食は十八時から始まり、二十時ごろまで提供される。だいたいの片づけが終わる二十時半以降の営業は、レイモンドの気分次第だ。

　この日は早々に食堂を閉め、ランディとチェルシーにも帰宅するよう告げる。

　ロザリーはずっと落ち込んだままのチェルシーが心配で見送りに出た。

「チェルシーさん、……その」

　心配顔のロザリーに、チェルシーは苦笑して、手招きする。

　花壇のそばでふたりは並んだ。ランディが心配そうに何度か振り返ったが、「女同士の話だから先に帰って」とチェルシーが追い払う。そして、思いのほか穏やかに微笑んだ。

「大丈夫よ。いつかこんな日が来るんじゃないかってわかってたから」

「でも」

「……私がこの宿で働くようになって、七年。毎年この季節に里帰りするオードリーさんを、レイモンドが心待ちにしているのは知ってたわ。クリスちゃんが生まれてからも、まるで自分の子供のようにかわいがっていたのよ。すごく懐いていたでしょう？」

「そうですね。びっくりしました」

　最初から、安心しきった笑顔でレイモンドに飛びついていったクリス。

　年に一度の里帰りのときに会うだけだと考えれば、溺愛ぶりは予想がつく。

　チェルシーは寂しそうに微笑んだ。

「……毎日そばにいて、彼の仕事のやり方もよく知ってる。私はこの宿にとって失うことのできない人材にはなれた。……けど、レイモンドにとって一番にはなれなかったんだわ。仕方ないわね、気持ちを変えられなかった私の負けよ」

「チェルシーさん」

　潔いことを言っているが、チェルシーの瞳には涙が浮かんでいる。だけど、チェルシーが同情を求めていないことはロザリーにもわかる。心配そうに見上げるロザリーのおでこに、彼女は自分のおでこをこつんとあてた。

「大丈夫よ。でもちょっとだけ泣かせて。……望みがないってわかっていたのに、私はこの恋を忘れられなかった」

　ロザリーは手を伸ばしてチェルシーを抱きしめた。

　しっかり者のチェルシーが肩を震わせているのが、まるで自分のことのようにつらい。

「……好きだったの。レイモンドが。告白する勇気すら持てなかったのに、馬鹿よね」

　小さな滴しずくが、ロザリーの肩を濡らす。切なさで胸が痛くなる。ロザリーに尻尾があったなら、きっとぺたんと下を向いてしまっているだろう。

　恋はうれしくて甘くて、好きな人を見ているだけで幸せな気持ちになれる。その反面、痛みも、苦みもはらんでいる。恋が破れればこんなに苦しくて、つらいのだ。

「でも、好きになったこと、後悔なんてしていないわ」

　絞り出したようなチェルシーのひと言が、ロザリーの胸にすとんと落ちた。

「チェルシーさん、かっこいいです」

　うまい励ましも、慰めもロザリーには思いつかない。

　潔くそう言えるチェルシーがとても素敵に思えて、素直な気持ちを口にする。

　ひとしきり泣いたチェルシーは、ロザリーから体を離して小さく笑った。

「あなたは優しいわね。……もらい泣きしてくれたの？」

「え？」

　自分が泣いているなんて、思ってもみなかった。言われて目もとに触れ、濡れているのに気づく。

「それより、チェルシーさん、仕事やめませんよね？　私、嫌です。チェルシーさんに会えなくなるのは」

「あたり前でしょう。この宿は私がいなきゃ成り立たないもの。……でも、長年の恋が終わったんだもの。しばらくは落ち込ませて。いつか元気になる。時間が解決してくれるわ」

「チェルシーさん」

「早く中に入るのよ、ロザリー」

　そんな言葉を投げかけ、チェルシーは帰路に着いた。

　ロザリーは彼女の背中が暗闇に消えていくのを見つめながら、彼女の恋について考える。

　振り向いてくれる可能性の低い人を、七年もの長い間思い続けるのは、楽ではなかったはずだ。その恋の終わりを淡々と受け入れるのは、どれだけの痛みを伴うものなのだろう。

「チェルシーさんは、強いなぁ」

　自分に同じことができるのかと問えば、自信なんてない。

　脳裏をザックの姿がかすめて、ロザリーは首を振ってその姿を追い出した。

「おい、ロザリー、いつまで外にいるつもりだ。風邪ひくぞ」

　レイモンドの声だ。ロザリーは気を取りなおして宿の中に入る。食堂のテーブルに座るレイモンドの向かいには、もうひとり分のお茶が入れられていた。

「お前も飲むだろ？」

「ありがとうございます」

　自分の分も入れてくれていたのだと知って、ロザリーは素直に席に着く。

　外で冷えきった体を温めてくれるお茶。その香りを堪能していると、レイモンドがぽつりとつぶやいた。

「……ありがとな。チェルシーのこと、気にかけてやってくれて」

「レイモンドさん」

「俺にとって、チェルシーは妹のようなもんだ。大事に思ってる。だが、愛してはいない。今回、俺は彼女にどうしてやることもできない」

「チェルシーさんは全部受け入れているようです。きっと自分の力で立ちなおってくれます」

「俺もそう思うよ」

　ひと口お茶をすすって、レイモンドはこの話はこれで終わりとばかりに話を変える。

「ところで聞きたいことがあるんだが」

「はい」

　改まった表情で見つめられて、なんだか嫌な予感がしてくる。

「ロザリーはどうしてリルを知っている？　リルが死んだのは十七年前だ。君は生きてもいないはずなのに」

　やっぱりそれですかーとロザリーは焦る。ここまで誰も突っ込んでこなかったので、てっきり聞き流されたと思っていたのに。

「や、えっと……その」

　ワンワンワンワン。言い訳を考えようと思うと、なぜか犬の鳴き声しか思いつかない。

　レイモンドの問いつめるような瞳を見ていると、どんどん焦って頭が回らなくなってしまう。

　ロザリーは観念した。信じてくれるかどうかなんてわからない。だからといって、レイモンドはロザリーを異常者扱いはしない。そう信じられるくらいには信頼関係ができていた。

「レイモンドさん、私を雇うときに、ザック様からどこまで聞きました？」

「どこまで……って、そんな詳しくは聞いてないぞ。本当はちゃんとした資産家の娘だけど、事故がきっかけで、家の人と折り合いが悪くなって家を飛び出してきたんだろ？　夢で見た街に似ているから、ここで働きたいって思ったって……」

「そうなんですけど、……実はその夢の中で、私はリルなんです」

「……は？」

「私もよくわからないですけど、私、リルの生まれ変わりなんじゃないかって思うんです。事故にあってから、リルの夢をたくさん見ました。まるでリルの人生を追体験しているみたいに。だから、小さかったレイモンドさんのことも知ってます。お母さんを迎えに来て、よくリルの散歩してくれたでしょ？」

　レイモンドは顔を引きつらせたまま、口をパクパクさせる。

「……マジ？」

「こんなこと、嘘ついても仕方ないです。でもほかの人には内緒にしてください。犬の記憶があることは、ザック様にも教えていないんです。こんなこと知られたら、異常者だって言われてしまいます」

「……信じられないな、犬だなんて。でも……ああ」

　レイモンドは納得する。ロザリーの琥珀色の瞳は、リルにそっくりだったのだ。なにより、初めて会ったときの懐かしさに納得がいった。

「……ロザリーにはリルの面影がある。なんて言えばいいんだ？　持っている雰囲気が似ている。だから、俺は信じるよ」

「本当ですか？」

　顔を晴れ渡らせたロザリーの頭を、レイモンドは優しくなでた。

「君がリルだとしたら……謝らせてくれ。俺が指輪をなくしたりしたから、リルを死なせてしまった。ごめん」

「レイモンドさん、頭を上げてください。リルはそんなの気にしてないんです。自分が死ぬ前、レイモンドさんが倒れていたことが気になって、ただそれだけで……だから、生きていてくれてすごくホッとしたんです」

　ロザリーの胸の奥もすっきりしてきていた。リルの気がかりが晴れたから。

「嗅覚がいいのもそのせいなのか？」

「たぶんそうです。嗅覚も、事故の後から突然よくなったので」

　信じてもらえたことにホッとしてロザリーも冗じょう舌ぜつになっていく。

「リルはこの街が大好きでした。レイモンドさんのことも。とても幸せな記憶だったんです。だから私、新しい生活を始めるならここがいいって思っていました。ここに来れて、この宿で仕事を与えてもらって、本当にうれしいんです」

　レイモンドはロザリーの告白に口もとを綻ほころばせる。

「帰ってきてうれしいと思ってくれているなら、俺もうれしいよ」

　ロザリーはホッとした。嘘をつくのは得意ではない。レイモンドに対する秘密がひとつなくなっただけで、ずいぶん心が軽くなった。

「じゃあ、リルのことは俺たちだけの秘密ってことだな？」

「そうしてください！」

「オーケー。約束だ」

　ふたりで指切りをしたそのタイミングで、宿の扉が開いた。

　入ってきたザックは、「ずいぶん楽しそうだな」とやや不機嫌そうだ。そのうしろから、オードリーが入ってくる。

　ぎょっとしたのはレイモンドだ。

「え、なんで、ザック様がオードリーと？」

　ザックは不満そうに眉を寄せつつ、レイモンドより奥にいるロザリーに視線を送った。

「そこで一緒になっただけだ。レイモンド、ロザリーを借りるぞ」

「ああ……そういうことですか。本人がいいならかまいませんが……ちゃんと深夜になる前に送り届けてくださいよ」

　レイモンドは納得しつつ、まるで父親のようにザックに釘を刺した。

「わかっている」

　奪い取るようにロザリーを引き寄せたザックは、宿を出て街の入り口まで足早に歩く。そこには、一頭の馬がつながれていた。

「馬ですか？」

「乗ってきたんだ。ロザリー、乗馬の経験は？」

「あ、ありません。馬車しか……」

「では俺にしっかり捕まって。大丈夫だよ。こいつは気性の穏やかな馬だから」

　ザックはロザリーの腰を掴むとひょいと馬の背まで持ち上げた。すると、ロザリーは鞍くらに横座りする状態となった。すぐそばに馬のにおいを感じ、触れている部分から生温かさが伝わってくる。

　いぶかしげに振り向く馬をなだめるようにザックがなでた。

「しっかりつかまってろよ。少し揺れるぞ」

「え？」

　ザックは鐙あぶみに足をかけ、ひらりと馬に飛び乗る。振動とともに、ザックから漂う白檀の香りがロザリーを包む。

「どこに行くんですか？」

「ケネスの屋敷だ」

「えっ？」

　屋敷とは、あの丘の上に見えるお屋敷のことか。距離はそう遠くはないが、歩いたら三十分くらいはかかるだろう。

「って……ひゃあっ」

　ザックが馬の尻を叩くと、馬は調子よく走りだす。風が自分の体を吹き抜けていく。初めての感覚にロザリーは興奮した。ふわふわしたサイドの髪が揺れて、とても気持ちいい。

「うわあっ。すごいです、ザック様。速い！　それに高い！」

「怖くはないか？」

「怖く……ないです。ザック様がいますし」

　落ちそうになっても絶対にザックが助けてくれる。ロザリーはそこまでの信頼を彼に感じている自分に驚いた。初めて乗る馬の上でも、こんなに安心できるくらいに、彼を信じている。

「なあ……。さっきレイモンドとなにを話していたんだ？」

　ぽそりと問いかけられ、上を向いて彼の顔を見ようとしたら、顎で頭を押された。

「痛いです！」

「前見てろよ、危ないぞ」

「だって。……べつにたいしたことじゃないです」

「指切りしてたじゃないか」

「あれはっ……」

「俺には言えないようなことなのかよ」

　拗すねたようなことを言われて、ロザリーは困る。ザックに伝えるのは、レイモンドに伝えるより勇気がいるのだ。もし嫌われたらと考えるだけで、足場を失うような不安を感じるのだから。

「いつか、言います。伝えられるときが来たら」

「本当か？　本当だな」

「もー、なんなんですか、ザック様……きゃっ」

　道が坂にさしかかり、バランスを取るのが難しい。ロザリーも楽しいばかりではなくなってきて、体を縮こめていると、おなかのあたりにザックの腕が回される。

「絶対落とさないから心配するなよ」

「それは信じてます。速いのが怖いだけです」

　ロザリーも自らザックにしがみつく。速さへの恐怖の代わりに、密着したドキドキが全身を支配する。しばらく無言で引っついているうちに、ザックもいつの間にか機嫌を直していた。




　馬はあっという間に丘を駆け上がり、ロザリーたちを石塀で囲まれた豪邸へと連れてきた。時間は十分もかかっていない。歩みを緩めた馬が門に近づいただけで、門番が待ち構えていたように、道を開ける。

「ザック様、おかえりなさいませ」

「また出るから、近くにつないでおいてくれ」

　先に自分が下り、ロザリーの腰を掴んで下ろす。そして、黒服の護衛たちに馬を引き渡した。

　アイビーヒルから見上げていたときに想像していたよりもずっと、イートン伯爵邸は大きかった。ロザリーが暮らしていた男爵邸の倍はあるだろう。

　まず門から玄関までが長いのだ。今は暗くてわからないが、昼間に訪れれば目を奪われるような庭園が広がっているに違いない。

「やあ、よく来たね。ロザリー嬢」

　玄関先で迎えてくれるのはケネスだ。使用人たちはあえて下がらせているらしい。上着を脱いでいて、シャツとベストというラフなスタイルだ。

「夜分遅くに申し訳ありません。ケネス様」

　ロザリーはスカートをつまんでお辞儀をする。ケネスはその所作を見て微笑んだ。

「やはり君はある程度の教育は受けている女性なんだな。だがひとつだけ忠告すると、夜に男に呼び出されて素直についてくるのは危ないよ？」

　言われて、ロザリーは意外だというように目をぱちくりとさせる。

「え？　でも、ザック様ですよ？」

「そうさ、たとえどんなによく知っている男でもね。どんな下心が隠れているかわからないよ？　なぁ、ザック」

「ばっ、人聞きの悪いことを言うな、ケネス！」

　ザックが途端に慌てだすので、珍しいその姿にロザリーは笑ってしまった。

「ケネス様。私にはザック様が私を傷つけようとするとは思えません」

「あまり信用しすぎるなという意味だよ。傷つける気はなくても、男には衝動を止められないときだってある。君のようなかわいいお嬢さんが相手ならなおさら……」

　突然、ロザリーの耳がザックの大きな手でふさがれた。途端にふたりの声がくぐもって聞き取りづらくなる。

「え？　え？　なんですか、ザック様」

「余計なことを言うな、ケネス」

　ロザリーのうしろから睨んでくるザックに、ケネスは笑顔で応戦する。

「君はロザリー嬢が絡むと余裕がなくなっておもしろいな」

「うるさい」

「いいじゃないか。回復した証拠だよ」

「え？　え？　……なんだったんですか」

　ようやく手を放してもらえたロザリーは、わけがわからないまま、軽く睨み合うふたりを交互に見た。

「君が気にすることじゃないよ。さあおいで」

　意味ありげにウィンクをして、ケネスは応接室へと案内した。

　ソファがいくつも並べられていて、軽く十人は座れそうだ。茶色と赤色で東洋風の模様が描かれた絨じゅう毯たん。落ち着いた色合いの壁。調度品を見ると、イートン伯爵のセンスのよさが伝わってくる。

　ロザリーは勧められたソファに腰掛ける。広い屋敷に招かれた経験はほとんどなかったので、どうすればよいのか思いつかない。

　すぐにメイドがひとりやって来て、お茶を入れてくれる。

「片づけは明日でいいよ。しばらくこの部屋には近づかないように」

「はい、失礼いたします」

　メイドが下がるとすっかり静かになった。人払いをしているのだ。

　向かいに座ったザックとケネスは「さて」とかしこまってロザリーを見つめる。

「あの、……話って」

「まずは昼間のことだ。護衛たちが俺のことをなんと呼んだか、聞こえていたんだろ」

　確認するようにザックの視線がロザリーをとらえた。

「『殿下』……ですよね？　聞き間違いではないのですよね？　ザック様はもしかして――」

　前のめりになったロザリーに、答えたのはケネスだ。

「そう。彼はこの国の第二王子、アイザック・ボールドウィン殿下だ」

「第二王子……」

　予想していたものの、いざ言いきられてしまえば疑いたくなる。だって王子が一介の伯爵家でのんびりと過ごしているなんて誰も思わない。まして気軽に街に下り、平民と触れ合ったりしているなんて。

「本当……なんですか？」

「まあね。事情があって、伯爵家で彼を預かっている。君に知られてしまったのは予想外だったが仕方ない。ちなみに、君を切り株亭に住まわせるためにしてきた数々の伯爵家からの支援も、本当はザックからだよ。今の立場で、ザックを目立たせるわけにはいかないから、俺が代わりに表に立っているけど、君を助けたのはザックだ」

「そうなんですか？」

　ザックのほうを見ると、顔を赤くしたままそっぽを向いた。

「ケネス、それは言わなくていいって言ったろ！」

「黙って足長おじさんになる気かい？　身分を明かした以上はこれくらい教えたってかまわないだろう」

「そうですよ、ありがとうございます、ザック様。本当に……ありがとうございます」

　ロザリーが無事にこの街でここまで過ごせたのは、ザックのおかげだったのだ。頭が上がらない。感謝の意を込めて見つめたが、ザックは少しばかり不機嫌そうだ。

「……べつに恩を着せたいわけじゃない」

　そうこぼした後、黙り込んでしまう。

　ケネスはそれを見て笑いをかみ殺すと、姿勢を正して、ロザリーをしっかり見つめた。

「第二王子の立場は複雑だ。だから彼の正体を秘密にしている。俺たちと共に秘密を守ると誓ってほしい」

　ロザリーは胸がざわついたまま、秘密を守るという意味で何度もうなずいた。

「わかりました。ザック様の正体はレイモンドさんにも誰にも言いません」

「助かるよ」

「でも、複雑……とは？」

「それはザック本人から聞くといいよ」

　ケネスはうなずき、ザックに話を向ける。彼は渋々といった様子で頭をかいた。

「まあ、おおかた知られていることだろうが、俺の母親は側室で他国の血が混じっている」

「え？」

「知らなかったか？　もともとは商人の娘だ。交易でこの国を訪れそのまま移住したのが祖父母だ。母は城仕えの侍女となり、そこで父に見初められたらしい」

「白檀の……採れる国からですか？」

「ああ、そうだ」

　穏やかにザックが微笑む。

　あのときザックは香木を大事なものだと言っていた。おそらく母親から託されたものなのだろう。

　多くの貴族子女がそうであるように、ロザリーは王国の歴史を家庭教師から学んだ。多くの国が乱立し小競り合いが続いていたこの一帯の土地は、武力で力をつけた始祖が戦争で周辺国を取り込み、モーリア国として建国した。現王が八代目の国王になる。三代目の時代に直系男子が生まれずに跡目争いが起こったことから、王族に限り一夫多妻制が導入された。それ以来、直系男子長子が継ぐことで、国内は平和が保たれていたはずだ。

　賢王が続き、人々は考えることをやめた。王家に任せておけば、すべてはうまく回っていくのだからと、多くの平民や辺境貴族は政治に関心を持たなくなったのだ。

　ロザリーも、一応勉強として習ったが、政治にも王家の内情にも詳しくない。辺境の男爵令嬢など、社交界デビューのときに国王に形式上の挨拶をするくらいで、それ以後は王族にお目にかかることもないのだから。

　……と思っていたのに、ロザリーは知らないうちに、第二王子と出会っていて、失せもの捜しに付き合わせていたわけだ。知らなかったとはいえ、とんでもなく不敬なことをしている。

「現国王には三人の王子様がいらっしゃると教わりました。私はてっきり、全員同じ王妃様からお生まれになったんだと……」

「残念ながら俺だけが側室の子だ。まあ、普通、王太子を生んだ正妃を蔑ないがしろにする国王はいない。父がおかしいんだ。だから多少の虐しいたげは仕方がないとは思うが、俺や母も人間なんでね。耐えるにも限界がある。……命の危険さえ感じて、母はこの伯爵家で保護され、俺を生んだ。ケネスとは乳ち兄きょう弟だいになるんだ。それからまたいろいろあって城に戻ったんだが、昨年、またここに戻ってきた。王子であることを隠し、伯爵家の遠縁のザック・バーンズを名乗っている。……その辺の事情はいつか話すよ」

（いつか？）

　ロザリーは不思議に思ってザックを見つめる。

　ロザリーがザックとこんなふうに親しくなれたのは偶然にすぎない。本来なら、辺境の男爵令嬢と第二王子は、顔を合わせることさえないはずなのだ。まして一緒に街を駆け回ったりなど、できるはずがない。

　これまでザックとしてきたすべてのことは、彼がかりそめの名を名乗っている間だけの幻のようなもので、いつ失ってもおかしくないのだ。そう思ったら、ロザリーは胸が疼いて苦しくなった。

　ふいに、ここに来る前のチェルシーとの会話が脳内を駆け巡る。

『……望みがないってわかっていたのに、私はこの恋を忘れられなかった』

　ずっと、ザックへの気持ちを量りかねていた。

　一緒にいるとうれしくて安心するのに、ドキドキして落ち着かなくもなる。この気持ちにつけるべき名前を今なら思いつく。……それは〝恋〟だ。ロザリーが恋をした相手は、叶うはずもない身分の人だったのだ。

（チェルシーさんと同じ、始まりとともに終わりが見えている恋だ）

　悲しくて、泣きたいような気持ちなる。だけど、ぐっとこらえてうつむいた。

　ザックはそんなロザリーの心中など気づきもせずに話を続ける。

「まあ、俺の話はもういいだろう。実はもうひとつ、君に話したいことがある。……俺がいる以上、開放的なように見えても街の中の警備は万全だ。護衛がいろんな場所に張りついているからな。君が見た、黒服の男たちもそうだ。いつ俺を狙う輩やからが現れてもおかしくないから、見知らぬ旅人にはとくに留意していた。そうしたらある日、見慣れない男を見つけてな」

　ザックはそう言うと腕を組みなおした。真面目な表情で見つめられ、ロザリーもつられて背筋を伸ばす。

「どうも君のことを調べているようだった。気になってとっつかまえて話を聞いたら、ルイス男爵……君の祖父に頼まれたと言った。どうやら、ひとり旅を許可したものの心配になって人を頼んで尾行させていたようだ」

「おじい様が？」

「ああ。それでしばらくその男を通じてやり取りをしていた。イートン伯爵家の遠縁という立場で話させてもらったんだが、男爵は君を旅に出したのがよかったのかどうか、ずっと思い悩んでいたようだ。年若い孫が縁者もいないような土地で苦労をしてはと心配だったのだろう。旅に出た理由もおおかた聞いた。君が前に酔っ払って言っていたことは本当だったようだな。事故にあい、両親を亡くしたのにそれを実感できず泣くこともできない……。感情を取り戻すためにいろいろな体験をしたいから旅に出たい……で合ってるか？」

「はい」

「だが俺は、この街で君と一緒にいて、君から感情が欠落しているとは思えなかった。そこであるものを持ってきてもらったんだ」

「あるもの？」

「これだ」

　ザックが差し出したもの。それは、薄汚れた男物の上着と女性用のネックレスだった。ロザリーには見覚えがあるものだ。

「事故にあってから、異様に鼻が利くようになったと言っていただろう。おそらく、情報量が多すぎて君の体は処理しきれなくなったんだ。人間には受け入れられるだけの許容量が決まっている。すべてのことを思い出せないのは、記憶がないんじゃなくて、記憶を処理できないだけなんだ。君が、ご両親のことに関して、感情が鈍くなったり、記憶が曖昧になったりしたのは、体が自己防衛した結果だろう。そして記憶を戻すきっかけはおそらく香りだ。事故にあってから、実家には戻っていないと聞いた。両親のことを悲しめない原因はそこじゃないかと思うんだ」

「ザック様、それは」

「事故にあった日に身に着けていた、君のお父上の上着とお母上のネックレスだ。ルイス男爵にできるだけ香りが濃く残っているものを、と頼んだんだ」

　差し出されたそれを、ロザリーは恐る恐る手にする。

　深呼吸してから、すーっと息を吸い込む。瞬間に、父の上着がふわりと香った。馬車が大きく揺れた瞬間、ロザリーを守るように包んでくれた香りだ。最後の最後まで、ロザリーが不安にならないように、ギュッと抱きしめていてくれた。

　やがて、父との思い出が映像となって、ロザリーの脳内に一気に浮かび上がってくる。

　ひとり娘のロザリーを、目に入れても痛くないほどかわいがってくれた。王都で長く仕事をして戻ってきたときなどは、しばらくロザリーを膝の上にのせたまま離さなかった。『お父様』と呼べば必ず『なんだい？　ロザリー』と返事をしてくれる。『忙しいからあとで』など、言われたことがない。

「……お父様」

　カチャリと音を立てるネックレスからは、母が好んで使っていた香水の香りがする。品がよく、貴族であることに誇りを持っていた母だった。父に比べれば厳しく、ロザリーが他人からどう見えるかをとても気にしていた。

『背筋はまっすぐ伸ばして歩くの』

『ロザリー、慌ててはダメよ。必ずひと呼吸おきなさい』

　気品のある母はロザリーの憧れだった。いつか自分もこんな素敵な香水をつけて社交界に出るのだと、母を見ながら胸をときめかせたものだ。

「……お母様」

　香りが、霞かすみがかった記憶の中から、父と母に関する記憶を引き出してくる。

　優しい声、温かい手、感触も温度も取り戻せそうなほど鮮明な記憶。それはロザリーに、忘れていた悲しみも連れてきた。

　目のふちいっぱいまで広がった涙が熱い。父親の上着の上に滴が落ち、生地の色を変えていく。

　自然に手が震えて、ロザリーは思わず口に出していた。

「……や、嫌。……嫌です。お母様、お父様」

　忘れていたのが嘘だったかのように、一気に押し寄せてきた優しい記憶とそれを愛していたという感覚。だが、それは同時に悲しみも運んできた。胸が押しつぶされたみたいに、息をするのも苦しくなる。

「本当にもういないなんて、嫌です。……私を……置いていかないでください……」

　込み上がってきた涙はボロボロと頬を伝っていく。

　けれど次の瞬間、ロザリーを白檀の香りが包んだ。いつの間にか隣にきたザックが、彼女を抱きしめ背中をさすってくれているのだ。

　ロザリーは彼の固い胸に頰を押しつけた。軽く吸い込むだけで全身を包む甘い香り。それは、今のロザリーの心を埋め尽くすのは、悲しみだけではないと思い出させてくれた。

　この街に来て、たくさんの出会いがあって。ロザリーは信じられる人を見つけたのだ。

　頼もしい宿主のレイモンド。かっこいい先輩従業員のチェルシー。いかつい顔をしているくせに優しくて、ロザリーをマスコットのようにかわいがってくれるランディ。それにいつもにこやかなケネスと、どんなときもそばで守ってくれたザック。

　両親を失っても、ロザリーはひとりじゃない。

　自分の力で人とかかわり合い、ちゃんと生きてこられた。今そばにいる人たちは、ロザリーの肩書も立場も知らない。ただ、ありのままのロザリーを認めて受け入れてくれた人たちだ。

　そう思ったら、心がしゃんとなった。体の震えは止まり、呼吸も安定してくる。

　ロザリーの様子が変わったことに、ザックも気づいたようだ。腕の力を緩め、彼女の顔を覗き込む。

「ロザリー？」

「大丈夫……です。思い出しました」

　自分の力でも生きていける。もちろんザックの手助けもあってのことだが、働いてお金を稼いでこれまで生活できた。それを笑顔で支えてくれている人もいる。

「私、もう、ひとりじゃないです。ここに、居場所がありますもん」

　そのつぶやきに、ザックは心底うれしそうに笑う。

　涙に濡れた瞳に映る彼の優しげな瞳に、ロザリーは見とれた。

　ケネスはいつの間にか席をはずしていて、部屋の中にはふたりきりになっていた。

　ロザリーが焦ってあたりを見回すと、ザックもその事実に気づいたらしく、苦笑しながら人ひとり分くらいの距離を離して座りなおした。

「ロザリー、提案があるんだが」

　声をひそめられて、ロザリーも前のめりになる。ザックの整った顔を見て、さっきまで抱きしめられていたことを思い出し、無性に恥ずかしくなった。

「どうした？」とザックに不審げに覗き込まれて、ロザリーは慌てて彼から離れた。

「なんでもないです。それより、提案とは……」

「うん。……ルイス男爵に会いに行かないか？」

　それは、ロザリーが予想もしていなかったことだ。

　受け入れてくれていたこの街から追い出されるのかと思うと、先ほどまでの安心感がふっと消えていく。

「そ、それは、記憶が戻ったから帰れということですか？　私……ここにいちゃダメですか？」

　ぶわっと目のふちに涙が広がる。それを見たザックは、慌てふためいた。

「え？　違うって。ちょ、誤解」

「嫌です。私ここにいたいです」

「落ち着けって」

「ここでもっと一緒にいたいです。レイモンドさんや、チェルシーさんやランディさんと……」

　それになにより、ザックといたい。

　その言葉が声になる前に、ザックが落ち着かせるようにロザリーを抱きしめる。

「ちゃんと聞けって。誰が出ていけなんて言ったんだよ。俺はロザリーをこのままアイビーヒルにいさせてほしいと、男爵に言いに行きたいんだ！」

　白檀の香りに包まれたまま、ロザリーは目をぱちくりとさせた。ザックの言葉が信じられない。

「どうして……」

　体を離し、ザックを見つめると、彼は緑色の瞳でそれを受け止め、茶化すように笑った。

「さあ。俺が君といたいからかな？」

　ロザリーの顔が真っ赤になる。彼女の百面相にくっくっと笑いを噛み殺す彼に、ロザリーは頬を膨らませた。

「もうっ、またからかってますねっ？」

「違うよ。本心だって」

「いつもいつも子供扱いしてっ、私だって……」

　でも、ロザリーがまだ社交界デビューもしていない小娘なのは本当だ。対して、ザックはこの国の第二王子。こんなふうに気軽に話してはいけない相手だ。

　そう思ったら急に喉の奥が詰まったような気がした。

「……どうした？　ロザリー」

「いえ。……よく考えたら、私、本当にお子様でした。それにザック様は王子様で……私が怒ったりなじったりしてはいけない相手だったと思って」

　しゅんとなって言うと、ザックはあからさまに大きなため息をつく。

「それは傷つくな」

「でも」

「身分が違うからなんだっていうんだ。俺が君を手放すとでも思ってるのか？　俺が自らルイス邸に出向きたいと言っているのは、君にそばにいてほしいからなのに」

「……でも」

「今言うのは弱っているところに付け込んでいるようで気が引けるけど。ロザリー、いや、ロザリンド・ルイス殿」

「はいっ」

　ザックはかしこまり、ロザリーに対して膝をつく。最上の礼を尽くされて、ロザリーは驚きすぎて青くなった。

「ザック様、立ってください。そんな、ダメです、顔を上げてください」

「事情があってすべてを明かすことはできないが、俺がこのアイビーヒルに来たのは、精神的にまいっていて、ケネス以外の人間を信じられなくなったからだ。だが、俺は君と出会って、信じられる人を見つけたと思った。どうか、俺のそばにいて、君の力を貸してくれないか？」

　真剣なまなざしで見つめられて、ロザリーの胸はドキドキする。

　両親の記憶も取り戻し、ロザリーはこの街に来た本来の目的はもう果たした。

　だけどもし、ザックのそばに居場所があるなら、彼の役に立てるのなら、いくらでも力を尽くそうと思える。まあ、特技といっても、鼻が利くことくらいしかないけれど。

「はい！　喜んで」

　涙で潤んだ瞳で微笑んだら、ザックは再びロザリーを抱きしめた。再び頭を埋め尽くす白檀の香りに、ロザリーはドキドキしすぎて軽くパニックだ。

（今日のザック様、スキンシップが多すぎない？　王子様なんだから、近づきすぎたらダメって思っているのに。あっちから来られるんじゃどうしようもないよ！　……ああでも、そばにいてもいいって言ってくれた。力になってほしいって。私になにができるかわからないけど、少しでも役に立ちたい）

「えっと、では、私はなにをすればいいですか？」

　ロザリーが意気込んで言うと、ザックはあからさまに眉をひそめた。

「なにって？」

「私の力が必要なんですよね？　残り香でザック様を狙う人を探しあてることができるでしょうか。自信はありませんけど、がんばりますからっ」

「おい、ロザリー、俺は……」

　そんなことをさせるつもりで力を借りたいと言ったわけではない。

　そう説明しようと思ったところで、扉の向こうから大笑いするケネスの声が聞こえてきた。

「ケネス！　お前、聞き耳を立てていたな？」

　ザックの怒鳴り声に、ケネスは笑いながら扉を開けて中に入ってくる。

「いや、未婚の女性と若い男をふたりきりにさせてなにかあったら申し訳ないからね。一応、監視させてもらっていただけだが……。いやはや、第二王子も形なしだね。今日はおもしろいものを見せてもらった」

「え？　あの」

「ああ、ロザリー嬢は気にすることはないよ。それより、今後君はここに住めばいいと思う。切り株亭にはおそらくオードリーが越してくるだろうし、部屋が足りなくなるだろう。なあに、切り株亭までは毎朝送ってあげるよ」

「でも、そんなの申し訳ないです」

「いや？　ザックが君を守りたいと言うならば、彼を預かるイートン伯爵家にも君を守る義務がある。当然のことだよ」

　ケネスはぱちりと片目を閉じて笑った。

　ロザリーは困ってザックを見上げる。

　なぜか真っ赤になっている彼は、きょとんとしているロザリーに大きなため息をついた。

「まだ社交界にも出ていないんだったな。……わかった。長期戦でいこう。俺からも頼むよ、ロザリー。ここにいてくれ。俺のそばに」

「……はい！」

　なぜため息をつかれたのかはわからなかったけれど、ザックが笑ってくれたから、ロザリーもホッとしてうれしくなった。

『そばにいてほしい』と言ってもらえる自分になれたことがうれしい。

　最初にこの街に来たときとは、また違ったワクワクがロザリーの中で膨らんでいた。










失せもの捜しのお嬢さん




　再び馬でザックに切り株亭まで送ってもらうと、宿屋にはまだオードリーがいた。

　扉が開いた途端に、レイモンドが驚いたように立ち上がり、「なんだロザリーか」と息をつく。宿の客はみんな自分たちの部屋に入っていて、食堂にいるのはふたりだけのようだ。

「邪魔だったか？　悪かったな」

「ザック様、なに言ってんですか。おかえり、ロザリー。ザック様、ありがとうございました」

　冷やかしの視線を投げるザックに、レイモンドはまるで保護者のように戸口まで迎えに出て、ロザリーを引き取った。

「ザック様に変なことされてないよな？」

「へ、変なこととは？」

「おい！　失礼だな、人を好こう色しょく漢かんのように言うな」

　突っ込みを入れるザックは、不機嫌顔だ。

「一応確認ですよ。ロザリーだって年頃の女の子ですからね。預かっている以上俺にだって責任があります。まあでも、この反応なら大丈夫そうですけどね」

　どうやら、ロザリーがリルだと知って、レイモンドはすっかり保護者の気分になっているようだ。

　うんうんと納得するレイモンドに、奥からくすくす笑いが聞こえてくる。

「なんだか父親みたいね、レイモンド」

「オードリー」

　立ち上がって歩いてきたのはオードリーだ。ふたりの間にどんな会話があったのかはわからないが、オードリーは憑きものが落ちたような、穏やかな顔をしている。

　最初に宿屋の前で見たときの思いつめた様子を思い出せば、彼女がこれまで気を張って生きてきたのだろうと予想はついた。

「また明日来るわ。……ロザリーさんもまた明日ね」

「え、帰っちゃうんですか？」

「待てよ、オードリー。送っていく」

「平気よ。そんなに遠くないわ」

　オードリーはザックにぺこりと会釈すると宿を出ていった。ロザリーはふたりの邪魔をしてしまったような気がして、気が気ではない。

「すみません。なんか。……大事なお話し中だったんじゃありませんか？」

「いいよ。問題ない。それよりロザリーももう休めよ。ザック様もお気をつけて」

　さすがに深夜に近いとあって、レイモンドもザックを招く気はないらしい。

　ザック自身もそのつもりのようで、「オードリー殿は俺が送っていくよ。お休み、ロザリー」と言い、ロザリーの頭をなでて出ていった。リルの気分で、お尻のあたりがムズムズする。

（……スキンシップが多いのは、子供か犬みたいに思っているからなのかな。うれしいからなんでもいいけど）

　ザックが聞いたらがっくりと肩を落としそうなことを考えながら、ロザリーはレイモンドに挨拶をして自室に戻った。

　ロザリーはその夜、父や母のことを思いだして少し泣いた。だけど、悲しみに沈むたびに、ザックの手の感触がよみがえって、ロザリーを引き上げてくれる。

　記憶と感情が押し寄せた長い夜だったが、ロザリーから、生きる希望が失われることはなかった。




　翌日、オードリーとクリスは旅姿で切り株亭を訪れた。

　クリスは別れの寂しさに目に涙をため、レイモンドとロザリーに交互に抱きつきに来る。

「ロザリーちゃん、お手紙かくね」

「クリスさんは文字が書けるんですか？」

「うん！　ママに習っているの」

　幼い言動からは想像がつかないが、秀才の子は秀才らしい。

「今度はきっとすぐに会えるよ、クリス」

「どうしてぇ？」

「まだ内緒だ」

　レイモンドはクリスをギュッと抱きしめ、早めのお昼をごちそうしてふたりを送り出した。

　昼過ぎにやって来たケネスとザックは、オードリーたちと会えなかったことを残念がった。そしておもむろにケネスがレイモンドに問いかける。

「……結局、君たちの間はどうなったんだい」

　誰もが気になっていつつも、レイモンドが言い出さないので聞けなかったことだ。

　はっきり聞いてくれたケネスに、ロザリーだけでなく、ランディやチェルシーも心の中で喝采を送る。

　レイモンドはとくにうろたえた様子もなく淡々と答えた。

「どうもこうも。まずはオルコット家のご両親を説得するところから始めなきゃいけませんしね。長期戦ですよ」

「そうかい。俺はてっきり、すぐにでもあのふたりが越してくるのかと思っていたよ。代わりにロザリー嬢を伯爵家で預かろうかと思っていたのだけどね」

　ケネスがさらりとそう言うと、レイモンドだけでなくランディやチェルシーまでもが「ダメですよ！」と詰め寄ってきた。

「ロザリーは今やうちの宿の看板娘ですよ？　連れていかれたら困ります。ほかの誰が失せもの捜しができるっていうんですか」

　とレイモンド。

「そうですよ。厨房だって、ロザリーがいてくれれば人数が少なくても焦がして失敗することもないし」

「今さら、ロザリーは渡しませんよ？　ケネス様、私にこの宿の掃除をひとりで全部しろっていうんですか」

　噛みつくような調子のランディとチェルシーも、普段はケネスとの話になど入ってこないのに。ケネスは苦笑してつぶやいた。

「……君たち、以前と言っていることが違ってないかい？」

　聞いていたロザリーはうれしさで胸が疼く。尻尾があったらぶんぶん振っているところだ。

　リルの記憶だけを頼りに来たこの街で、半ば無理やり雇ってもらって、役に立てるか不安しかなかったけれど、切り株亭のみんなはロザリーをちゃんと仲間だと認めてくれていたのだ。

　タイミングよく、宿に泊まっていた客が「懐中時計が見あたらないんだけど捜してもらえないか。どこかに置き忘れたかな」とやって来た。

　顔を見合わせてうなずき、ロザリーとチェルシーが対応するため二階へと上がる。

　するとほどなくして、一階にいるレイモンドやザックのもとにも、「これだよ！　ありがとう！」と歓喜する客の声が響いてきた。

　頬杖をついていたザックは、大きくため息をつき、「これは、数日の休みを取らせるのも当分は無理そうだ」と独りごちた。




　それから一週間後、外の掃除をしていたロザリーのもとにザックがやって来た。

「こんにちは、ザック様。今日はいいお天気ですね！」

　日差しがあってあたたかな日だ。ロザリーの動きに合わせて髪も揺れ、ほわっとした笑顔と相まって心が癒されるのをザックは感じる。

「……ザック様？」

「あ、ええと、誘いに来たんだ。ロザリー、今晩暇か？」

「大丈夫ですよ。どうかしました？」

「会わせたい人がいる。また夜に迎えに来るから」

「はあ」

　そのままそそくさと帰ってしまう。今日は食べていかないのかと不思議に思いながら見送っていると、いつの間にか背後にチェルシーが忍び寄っていて、ロザリーは飛び上がるほど驚いた。

「チェルシーさん！」

「見てたわよー。なんかいい雰囲気だったじゃない？　前からちょっと怪しいなぁって思ってたのよね。もしかして……ザック様といい感じ？」

「いい感じ……とは？」

　ロザリーの頭にははてなマークがいっぱいだ。

「やあね、ふたりは好き合ってるの？　ってことよ」

「え？　いえいえいえ、まさか。そんな滅相もない。……ザック様は伯爵家の方ですよっ。そんな身分違いな……」

「そりゃ結婚ともなれば身分違いとかあるけど、ロザリーまだ十六歳でしょ？　いいじゃない。恋愛するだけなら」

「はあ、そういうものなんですか？」

「そうよ。私みたいにひとりに固執して青春時代を無駄にしたらもったいないわ。この年になって上手な恋愛の仕方もわからないなんて、目もあてられないわよ」

　自戒の念を込めて言われれば反論もできない。たしかにチェルシーのまっすぐな七年愛はかっこいいと思えるものだが、それが報われるのは実ったときの話だ。チェルシーがそう思う気持ちもわかる。

　先日、ザックへの恋愛感情を自覚したロザリーは、自分を戒めることに必死だ。

　ザックがいくら優しくしてくれるとはいえ、年齢も立場も離れているし、恋愛的な意味で好かれることなどあるはずがない。

　以前伯爵邸でザックからもらった言葉も、リルの記憶にあるような、かわいいものに向けられる単純な愛情なんだと思うことにしていた。

「私がザック様の恋愛対象になるはずはありませんけど、私はザック様と一緒にいるのが楽しいです」

「そうかしら。ザック様のあれは相当……」

　つぶやいて、ちらりとロザリーを見たチェルシーはうんうんとひとり勝手に納得したようにうなずく。

「いや、ロザリーはあんまり意識しないほうがいいか。……ロザリー、青春を謳歌しなきゃダメよ。私も新しい恋を見つけるわ。できればオードリーさんが来る前に。目の前で新婚生活を見せられても平気にならなくちゃ」

　意気込むチェルシーの様子はから元気にも思えるが、泣かれているよりはずっと安心だ。ロザリーはホッとした面持ちで彼女を見つめる。




　その夜、事件はザックとの待ち合わせ時間の前に起こった。

　夕食どきの食堂は忙しい。チェルシーが注文を聞き、レイモンドが料理を作り、ランディがそのサポートをする。ロザリーも次々と出てくる汚れたお皿を洗っていた。そのタイミングだった。――外の空気が入ってくるとともに、懐かしいにおいがしたのだ。

（加齢臭……でも近所のおじさんのとは違いますね。これは……）

　思い至って顔を上げると、切り株亭の戸口に険しい表情でエイブラム・ルイスが立っていた。

「いらっしゃいませ。おひとりですか？」

　なにも知らず、話しかけに行くのはチェルシーだ。ロザリーは思わず隠れてしまう。

（どうして！　たしかに、いつか行こうとザック様とは言っていたけど、まさかおじい様のほうから来るなんてビックリだけど！）

　エイブラムはきょろきょろとあたりを見回している。チェルシーが「誰かお捜しですか？」と気を利かせる。

（いやいや、待って、チェルシーさん。私、心の準備がまだできてない）

　急にしゃがみ込んだロザリーを、厨房内にいるレイモンドやランディが不審そうに見ている。

　慌てふためいていると、よく知る声が聞こえてきた。

「ここにいたんですか！　ルイス卿」

「ザック殿」

「連れてくるからお待ちくださいと言ったでしょう」

　一瞬、食堂内がざわめく。ここは基本、平民向けの食堂で、ケネスやザックは常連だが混まない時間を狙って来ている。こんな込み合う時間に貴族が来たとわかれば、慌てるのも仕方ないだろう。

　さらに後から追いかけてきたケネスが、ゆったりした口調でつぶやく。

「まあ、来てしまったからには仕方ないよ。夕食はここでいただくことにしよう。チェルシー、テーブル席は空いているか？」

「え？　あ、もうすぐ空きます。少々お待ちください」

　家族連れの泊り客が食べ終わったので、チェルシーはテーブルを整えるためそっちに向かった。

　一連の流れを、厨房で座り込みながら聞いていたロザリーは、心を決めた。

　ザックの言動から考えれば、ザックが昼間言っていた会わせたい人とは祖父のことなのだろう。そして、食事までしていく以上、その間ずっと隠れているなんて不可能だ。ロザリーは足手まといになるためにここで働いているわけではない。見つかったら見つかったで仕方ないではないか。

　立ち上がり、再び洗い物を始める。

「ロザリ……」

「しっ、彼女は仕事中です。邪魔をしてはいけませんよ」

　男爵はすぐにロザリーに気がつき声をかけようとしたが、ザックが止めに入る。

　ロザリーは心の中で彼に感謝をし、平静を装って洗い物を続けた。しかし、目ざといレイモンドはロザリーの変化を見逃さなかった。

「ロザリー、もしかしてあのご老人は知り合いか？」

　窓際の奥の席に案内された祖父は、平民の店である切り株亭の内装をうさんくさそうに眺めている。

　ロザリーは迷った。ロザリーが男爵令嬢であることは、ザックとケネスしか知らない。レイモンドには資産家の娘だと伝わっているようだし、チェルシーやランディに至っては、天涯孤独の平民の娘だと思っているだろう。今まで嘘をついていたことがバレて、彼らの信頼を失ってしまうことが怖かった。

「あの、……えっと実は」

　だけど、これ以上、嘘を重ねるのは嫌だった。レイモンドはリルの記憶があるという、途方もないことまで信じてくれたのだ。ランディやチェルシーだって、得体の知れないロザリーを信じ、仲間として受け入れてくれた。そんな三人に嘘をついていたのは、自分の方だ。なじられたとしても、仕方ないではないか。

「実は、おじい様なんです」

「ロザリーのか？　そうか。……ずいぶんと身なりのいい……」

　レイモンドは手を止めることのないまま視線を奥のテーブルに移し、なにやら考えている様子だった。

　それからしばらくして、洗い物をしているロザリーを呼ぶ。

「ロザリー、運んでくれ。ケネス様たちのテーブルだ」

「私が……ですか？」

「ついでに休憩していい。事情はわからんが、お前に会いに来てくれたんだろう。ゆっくり話してこい」

　どうやらレイモンドは気を使ってくれたらしい。

　ロザリーはディナープレートを左手にふたつ、右手にひとつ持ち、祖父のいるテーブルまで行く。

「お待たせしました」

　祖父の視線が動く。ロザリーは緊張しつつ、奥から注文の品を出していった。

　全部出し終えてから、ぺこりと礼をすると、祖父のにおいがふっと鼻をかすめ、懐かしさに胸がキュッと軋む。

「ずいぶん、しっかり動けるようになったんだな」

「はい。いろいろなこと、覚えました。おじい様、働くって大変なことなんですね。だけど楽しいです。私が動いたことで助かる人がいるんですもの」

「そうか。お前の口からそんな言葉を聞けるとは思わなかった」

「教えてくれたのは、この宿の人たちです」

　ロザリーが厨房のレイモンドを振り返る。彼は両手がふさがっていて、ぺこりと軽く会釈だけを返した。

　目配せでレイモンドとやり取りしたザックは、ロザリーに椅子を勧める。

「ロザリー、こっちへ」

　ロザリーはテーブルの空いている席に腰掛けた。

「……こちらのイートン伯爵家のケネス殿とザック殿から、だいたいの話は聞いた。お前がダドリーたちのことを思い出したことも」

「はい」

「ここに来た目的は果たしたんだろう？　……帰ってこないか、ロザリンド」

　祖父の声は優しかった。もともと、外聞もあっただろうがロザリーを心配して旅に出るのを反対していたくらいだ。

「……でも、私」

「実は、……病気を理由に断った縁談だが、お相手の将校殿のほうが折れなくてな。あの後、何度も会いたいと言ってこられ、病がひどいのならば自ら名医の手配をするとまでおっしゃられた。どうやら、絵姿を見てお前を気に入ってくれたらしい」

「え？　あの軍人将校様ですか？　絵姿で？」

　十歳年上の軍人将校の絵姿はロザリーも見たが、正直年上すぎてピンとこなかった。

　ロザリーの絵姿だって、多少本人よりよく描かれてはいるが、しょせんは十六歳だ。きっと相手も幼く感じるだろうと思っていたのに。

「それは、……まるでロリコンさんですね」

　思わずはっきり言ってしまうロザリーに、ピクリと耳を動かすのはザックだ。

「一度だけでも会ってみないか？　会ってみれば人柄もわかるだろうし。本当に嫌なら、それから断ればいい。……あそこまで熱心に言ってくれているのだから、お前のことは大切にしてくれるだろう。どうせ手放すことになるなら、お前が幸せになれる結婚で手放したほうが私も安心だし」

「でも……」

　乗り気なエイブラムに、ロザリーが押され気味になっていると、ザックが会話を割って入ってきた。

「そういうことなら、俺も黙っていられないな」

「ザック殿？」

「あなたがロザリーを連れて帰りたいとおっしゃるならば、反対する権利は俺にはありません。だが、戻って結婚させるということであれば、黙っていられません。俺はロザリーを、誰にも渡したくないんだ」

　ザックの宣言に、あたりが歓声をあげる。

　ケネスは笑みを浮かべてはいるが、口もとがひくついている。内心では、〝こんなところで大声で宣言して、どう収拾つける気なんだい〟と気が気ではない。

　ロザリーもエイブラムも、彼の言葉が空耳だったと言わんばかりに、ほうけた様子で目を見開いている。

「……なんでそんなに驚くんだ。前にも言っただろう？　俺は君といたいと」

　ザックは不満げだ。ロザリーに気持ちが通じていないのが腹立たしいのだ。

　ザックにしてみれば、あの晩の告白はそれなりに勇気がいるものだった。のんきな態度のロザリーがかわいさあまって憎らしい。

「でも、それって犬に対するものみたいなんじゃないんですか？　ペットみたいにそばに置いておきたいだけで」

「なんでいきなり犬が出てくるんだ。俺がいつ君をそんなふうに扱った？」

「でも。だって」

　頭が混乱する。だってロザリーは彼の隣を望めるような立場じゃない。ザックが本当に伯爵家の遠縁くらいならなんとかなるだろう。腐ってもロザリーとて男爵令嬢だ。だが、王子の相手になど、なれるはずがない。

「身分違いじゃないですか……！」

　その瞬間、ぼろりと涙がこぼれた。自分でも焦って慌てて顔を隠すと、ひょいと腰回りを掴まれて抱え上げられた。

「ルイス卿、しばらくロザリーをお借りします！」

　誰が止める間もなく、ロザリーはザックによって店の外まで連れていかれる。

　エイブラムには声をあげる暇さえなかった。店の客たちは、彼がロザリーをさらっていった場面のみを見て、「ひゅーひゅー」と冷やかしの声をあげている。

「えー、あー。うちの身内が申し訳ありません。ルイス男爵」

　心の中ではザックをぼろくそにののしりつつ、ケネスはその場を取り繕おうと穏やかに男爵を仰ぐ。男爵はほうけたような表情で、ふたりが消えた扉を見つめていた。

「……あの子。泣いていましたな」

「そうですね」

「本当に、感情が戻ったんだな。……よかった」

　ルイス男爵は善良である。そう判断したケネスは、おもむろに話を進めた。

「もしよければ、ロザリンド嬢をイートン伯爵家にお預けくださいませんか？　結婚前のご令嬢ということを考慮し、彼女に悪いうわさが立たないよう、私がしっかり監視します。……ザックにとっても、彼女がいることでいい変化が訪れている気がするのです」

「伯爵家に？」

「社交界デビューに関しても、こちらで面倒を見ましょう。父に後見人になってもらいます。相手が誰になるかは置いておいても、彼女が最良の結婚相手を見つけるまで責任を持って保護いたします。もちろん、あの男の行動もちゃんと私が監視しますので」

　ルイス男爵はしばらく考え込んだ。

　ザックから、息子夫婦の遺品と手紙を返してもらって、ロザリーの感情が戻ったことを知り、彼はロザリーを迎えに行くことを決めた。縁談のこともあったし、可能なら自分が元気なうちにロザリーの将来を任せられる男を探したかった。

　男爵家にはほかに跡継ぎがいない。エイブラムが死ねば爵位は返上だ。その前に後見人として、エイブラムには彼女の嫁ぎ先を見つける義務がある。

　だが、ロザリーがそれを望まないのならば。ここにいて、働くことに幸せを見出しているのなら。それも悪くないかと思えた。

「……よいのですか？　なんの縁故もありませぬのに」

「おもしろいお嬢さんですよ。彼女がいると、なぜか楽しく、癒されます。この宿の人間が皆、そう思っているでしょう。それに縁故は、あいつが意地でもつくりそうですしね」

　ケネスはザックが消えていった扉を苦笑しながら見つめる。一年前に伯爵家に連れてきたときの憔しょう悴すいしきった様子を思い出せば、ロザリーが彼に与えた影響の大きさは計り知れない。今の状態こそが本当のザックだと知っているケネスとしては、なんとしてでもロザリーを彼のそばに置いておきたいところだ。

「……よろしくお願いいたします」

　うやうやしく頭を下げたルイス男爵に頭を上げさせるのに、それからケネスはしばらく苦労した。




　一方、宿屋と隣の建物の間、かつてリルの犬小屋が置いてあったところに連れてこられたロザリーは、ようやく下してもらえてふらふらとしたまま壁に背中をつけた。

　涙はビックリして止まっていたが、目尻にたまっていた滴が頬を伝う。

　ザックは、彼女を囲うように壁に両腕をつき、優しい手つきで涙を拭き取った。

　こんなのは困る、とロザリーは思う。距離の近さにも、少し苛立ちがこもった熱い視線にもドキドキしすぎておかしくなってしまいそうだ。

「あの、ザック様」

「縁談なんて初めて聞いたぞ？　まだ十六だろ？　なんでそんな話が出てきたんだ」

「縁談は……その、家出する前からあった話なんです。おじい様が決めてきたことで、お断りいただいたはずなんですけど」

「こんなことなら感情が戻ったなんて教えなければよかった」

　ザックは真顔だ。自分のために怒っているのかと思ったら胸が熱くなる。お尻のあたりもむずがゆくて仕方ない。

「それから！　なんだ犬って。俺がいつ、君をペット扱いした」

「いや、それは。……だって私、チビですし。ザック様ずっと子供扱いばっかりするから。てっきり」

　だって前世はリルなのだ。なんとなく犬の気分で暮らしていたのだから仕方ないだろう。

「……好きだと言ったと思うんだが」

「言ってませんよ！」

「そういう意味で言ったんだ。あの〝一緒にいてほしい〟は！」

　思い返してみても、絶対言っていない。ロザリーが軽く膨れていると、「君のほうはどうなんだ」と問われる。

　緑色の瞳に覗き込まれ、胸のときめきは最高潮だ。

「……だって、身分違いじゃないですか」

「俺の母親は侍女上がりだぞ？　それに比べれば、男爵令嬢なら上々だろう。だいたい、俺がそんなこと気にすると思っているのか？」

「ザック様が気にしなくったって周りは気にしますう！」

「そんなものは説得すればいいだろ。ダメなら放っておけばいい」

「横暴ですっ……！」

「あのな」

　なにを言っても言い返され、ザックは途方に暮れて頭をかく。

「この場合、大切なのは俺と君が好き合っているかどうかだけだと思うんだが。まあ、……君が俺を好きじゃないなら、たしかに俺は横暴だろうな。悪かった」

　背中を向けられ、ロザリーは焦る。

　途端に立っている地面がなくなったような心もとなさだ。いつもザックが見ていてくれただけで、自分がどれだけ安心していたかを思い知らされる。

「え、待って。そういう意味じゃ……」

　ザックは振り返らない。それどころが歩きだしてしまった。置いていかれると思ったら、不安と恐怖で足がすくんだ。

　だけど、胸の奥からロザリーを応援する声がする。尻尾を振って、耳をぴくぴくとさせて、言葉が通じないから、全身で大好きを訴えるリル。

『ワン！』

　大好きという気持ちは、伝えようとしなければ伝わらないのだ。誤解されたら、わかってもらえるまで何度でも言わないと。

　でないと自分が寂しくなるだけ。

　つながれていたリルは、最後はいつも置いていかれる。

　だから、大好きな人が一緒にいるときは、いつだって後悔しないように『大好き』と尻尾を振っていた。

　リルにできて、それがロザリーにできないはずはない。

「いや……！　待って。待ってください、行かないで」

　立場とか身分とか、考えていたことが全部頭からすっ飛んで、ロザリーは本能でザックに追いすがった。

「行かないでくださいってば。離れないで。私だって……大好きですぅ」

　ぴたりとザックの足が止まる。涙に濡れた目で見上げれば、彼は耳のあたりを赤く染めながら、くっくっと笑っているではないか。自分が言ってしまった告白が頭の中でリフレインして、ロザリーも真っ赤になる。

「も、もうっ。ひどいですっ。必死だったのに。なんで笑うんですか」

「いや、ごめん。これ一応喜んでんだけど」

「嘘っ、絶対馬鹿にしてるし！」

「してないよ。うれしいって」

　体ごと振り向いたザックは、軽くしゃがんでロザリーを抱き上げた。

　まるで子供が抱き上げられているような状態になり、やっぱり子供か子犬扱いじゃないかと膨れてみせるロザリー。その拍子に、ポケットに入れていた扇が落ちた。

「あ、扇が」

　ザックの腕から飛び降りるようにして逃れて、ロザリーは扇を拾う。広げてみても汚れてはおらず、ホッと胸をなで下ろした。

「使ってくれてるんだな」

「もちろんです。とてもかわいいですもん」

「知ってるか？　これはこんなときにも使える」

　扇がすっと奪われ、顔に影がかかったと思った瞬間に、強く白檀が香った。

　扇は、広げられた状態のまま接近したふたりの顔の脇に添えられ、ロザリーの唇は、やわらかい彼のそれに塞がれた。驚いて目を見開いているうちに唇は離れ、照れたような彼の声が降ってくる。

「立場上、これからいろいろなことは起きると思うが、間違ってもペットとは思ってない。俺の好きはこういう意味だ」

「今の、……キスですか？」

「文句あるか」

「ないですけど。わ、私、初めてです。う、うわあ」

　真っ赤になったロザリーにつられるように、ザックまでが顔を赤くしている。ロザリーがじっと見つめると、ザックは扇を顔の前にかざして自らの頬を隠した。

「まったく、調子がくるう。こんなの初めてだ。……さあ、そろそろ戻るぞ、ロザリー。ルイス卿を説得しないと」

「待ってください。その、顔が戻るまで、私、かなり時間かかりそうなんですけど」

　あまりに初々しい反応に、ザックは内心もう一度キスをしてみたくてたまらなかったが、それではいつまでたっても食堂に戻れない。

　彼女と並んで立ちながら「準備ができたら言え！」と告げ、ルイス卿を説得するためのいい文言をひたすらに考え続けた。




　結局、ふたりが食堂に戻る前に、ケネスとエイブラムはそろって外に出てきた。

　ケネスが壁際にたたずむふたりを見つけ、両手を腰にあてたままあきれたような視線を送ってくる。吐き出されるのは、恨み節だ。

「君たちが遅いから、出てきてしまったよ。今日、ルイス男爵には伯爵邸に泊まっていただく。ロザリーも積もる話があるだろう。一緒に来るかい？」

「私は、片づけをしてからおうかがいします。レイモンドさんにもちゃんと説明しないといけないし」

「そうかい？　じゃああとで馬車を回そうか」

　そう言ったケネスを遮るようにザックが前に立つ。

「いいよ。俺があとで連れていく。護衛の馬を一頭貸してくれ」

「そうすると君の護衛がひとり減るよ」

「かまわない。そもそも護衛をつけすぎなんだ。覗かれているようで気分が悪い」

　そう言いながら、ザックは暗闇に目をやる。ロザリーは気づかなかったが、きっとそのあたりにもザックの護衛が潜んでいるのだろう。

　さすがに伯爵邸までの距離をひとりで行くのは無理があるので、ロザリーもおとなしくお願いする。

　その様子を見ていたエイブラムは、どこか寂しげに笑った。

「ロザリンド。……縁談はやはりお断りしておこう」

「はい。お願いします、おじい様」

「それと、……たまにでいい。手紙をくれないか。私も年を取った。お前からの手紙が届くくらいの楽しみがなければ、生きていくのがつまらないからな」

「いいんですか？」

「仕方ない。お前を連れて帰るのは無理そうだからな」

　ザックに冷やかすような視線を向けながら、エイブラムはロザリーを抱きしめた。




　レイモンドには翌日きちんと説明する、と約束したうえで、ロザリーはその晩、イートン伯爵邸に泊った。

　祖父と孫とはいえ、一緒に寝る風習はない。あくびが止まらなくなる時間まで、ロザリーとエイブラムは語り合い、それぞれの部屋に戻って眠りについた。

　伯爵家のベッドはふかふかで、翌朝のロザリーはいつもよりも寝過ごしてしまった。

　朝食を食べていたエイブラムに別れの挨拶を済ませ、宿の仕事に戻るために屋敷を出る。

「朝食くらいちゃんと食べないと倒れるぞ」

「でもでも、遅れちゃいますし」

「やれやれ。落ち着きのないお嬢さんだ」

　頭上からのあきれたような声に恥ずかしくなるが、文句を言いつつ送ってくれるザックには感謝の念しかない。そして、こっそり彼を護衛しているであろう人たちにも、余計な仕事を増やしてごめんなさいと心の中で謝っておく。

　切り株亭はいつもと変わらぬ朝を迎えていた。

　ひと晩の休憩を終え、旅路に戻る人々がちらほらと宿から出ていく。食堂の朝食は泊り客のみに出されるので、この時間に中に入るのはロザリーくらいだ。

「すみませんっ、遅くなりましたっ」

「なんだ、ロザリー。ゆっくりしてきてもよかったのに」

　すでに朝食の波が過ぎ去った厨房では、レイモンドが自分用の賄いを作っていた。

「飯は食ったか？」

「いえ、寝坊しちゃって」

「なんだ。せっかく伯爵邸の豪勢な食事を食べれるチャンスだっていうのに。だったらお前も食うか。賄い」

「はい！」

　正直、レイモンドの料理が一番おいしいのだ。

　すぐ帰るつもりだったザックまで、「なら俺もお相しょう伴ばんにあずかろうかな」などと言いだす。

「ザック様に賄いはさすがに……」

「俺が食いたいって言ってるんだからいいんだよ。なんだ？　働かざる者食うべからずというなら、俺も手伝えばいいか？」

　レイモンドは顔をひきつらせたが、ザックはロザリーの隣に腰掛け、平然と言ってのけた。

「やめてくださいよ。ケネス様に怒られます。ロザリーを送ってくれた分で帳消しでいいです」

　話している間にもレイモンドの手は止まることはない。

　あっという間にできた賄いをいただき、ロザリーとザックは舌鼓を打った。

「……で、昨日のご老人がお前のじいさんだってのは聞いたけど。もしかして迎えに来たのか？」

　レイモンドの問いかけにぎょっとして、ロザリーは喉に料理を詰まらせた。むせていると、チェルシーがすぐに水を持ってきてくれる。

「ロザリー、身寄りがなかったんじゃなかったの？」

　ロザリーは青くなり、水を一気に飲み干すと、チェルシーに向かって頭を下げる。

「すみませんっ。今まで素性を隠していて。……実は私……」

　ロザリーは自分が男爵令嬢であることを告げた。

　騙していたとなじられるかと思ったが、ロザリーが危惧していたほど、彼らには反応がなかった。なにを今さらとあきれた様子だ。

「俺はザック様から資産家の娘だとは聞かされていたけど。その前から、貴族のお嬢さんだろうとは思っていたぞ？　それがルイス男爵家だとは知らなかったが」

「えっ。いつからですか？」

「最初に来たときから。服の仕立てが平民のそれとは違うからな」

　レイモンドの言葉に驚いているロザリーに、追い打ちをかけるようにチェルシーも言う。

「あのどんくささは平民のものじゃないわよ。私もどこかいいところのお嬢さんなんだろうなって思っていたわ」

「チェルシーさんもですかぁ？」

　嫌われるのではないかと心配していたのに、あっさり言われて拍子抜けだ。そこに、ひとりだけ、「えっ、俺は驚いたぞ！」と反応するのはランディだ。

　ロザリーは慌てふためくランディに親近感を覚える。

「それで、その。……今まで騙していて図々しいお願いなんですが。私、まだここで働いていてもいいですか？」

　おずおずと上目遣いでレイモンドを見つめるロザリーに、彼はきょとんとした顔で答えた。

「あたり前だろ？　貴族だろうがなんだろうが、働く気があるんならずっといてくれないと困る。だってさ。……なあ、お客さん、この宿の名前、憶えているか？」

　突然レイモンドが客席に向かって声をかけた。ロザリーもそちらを見ると、食後のお茶を楽しんでいる数名の客が、客席にはちらばっていて、みんな一様ににっこり笑いながら答えた。

「失せもの捜しの切り株亭、だろ。有名だよ」

「ほらな」

　レイモンドがぱちりと片目をつぶる。うれしさでロザリーの胸がいっぱいになる。尻尾の代わりにふわふわの髪を思いきりよく揺らしながら、「いつもありがとうございます！」と、お辞儀をした。










エピローグ～とある領主子息のモノローグ～




　イートン伯爵家の嫡男・ケネスは二十二歳。王都での学業研けん鑽さんを終えてから、数年王都で政治にかかわっていたが、一年前のある日、自領に戻り、領地経営を学びながらのんびり暮らし始めた。

　イートン伯爵領では領民と領主の距離が近く、ケネスも街を見回るのが日課だ。そして今日も、お気に入りの切り株亭の食堂の一角に陣取っている。

「レイモンドさん、なんか焦げくさいです」

　階段の掃除の合間に手を止め、厨房に声をかけたのはロザリーだ。

「え？　あ、やば、焦げそう」

「集中してくださいよう」

　切り株亭の人気メニューのシチューを大きなお玉で混ぜ始める。

「香ばしいでいけるか……？」

　などとブツブツ言うレイモンドに、ケネスは笑いを止められない。

　一方、向かいに座る彼の従弟という名目になっているザックは、レイモンドと話すロザリーを見ながら、でれでれと目を細めている。

　イートン伯爵家に避難してきたばかりのすさんだ表情をしていた頃の彼に比べれば、ずいぶんと穏やかになったものだ。

　笑顔を崩さぬまま、ケネスは内心ではホッと息をついた。

　ザックことアイザック第二王子は、彼の乳兄弟だ。

　平民出身の母を持つ彼の人生は、王族といっても楽なものではなかった。

　生まれる前から、母親であるカイラは第一夫人からの嫌がらせで精神を病み、たび重なる流産の危機にさらされ続けた。命さえ危ぶまれ、半ば隠すようにカイラが連れてこられたのがイートン伯爵家である。

　当時のイートン伯爵であるケネスの祖父は、自らを律し、不正を許さない実直な人物として有名だった。

　相手が王でもそれは変わらず、イートン伯爵は世継ぎを生む使命を果たした王妃がいるのに側室を迎えた王に、よく苦言を呈していた。

　その反面、彼はカイラや生まれてくる子には罪がないとも明言しており、不遇の第二王妃に対してはことさら気を使って接していた。

　王はその実直さや誠実さを見込んで、イートン伯爵にカイラを頼んだのだ。

　ちょうど、伯爵子息夫人が妊娠中で、乳母や医師が多く出入りしても怪しまれないという環境も都合がよかった。

　イートン伯爵家の領地は王都から馬車で六時間の距離だ。刺し客かくが頻繁に行き来するには遠いし、領地は肥沃な大地を含むため裕福で、領民もみんな穏やかだ。カイラの避難先として、アイビーヒルは最適だったのだ。

　カイラはここに、伯爵の遠縁という立場で迎えられた。王妃としてあがめられることもなく、かといって侍女として虐げられることもなく、普通の人間のように扱われることで、カイラは次第に心の健康を取り戻したのだ。

　ケネスがひと月先に生まれ、その後、アイザックが生まれる。ふたりは兄弟のように、三歳までここで一緒に過ごした。アイザックは、自分が王子だということを、この時点まで知らされてはいなかった。

　やがてカイラとアイザックは、王によって王城に呼び戻される。

　戻ってきたカイラを、王はたいそう大切に扱った。しかし、正妃が妊娠していたという事実が、カイラに王への不信感を植えつけた。自分が再び妊娠すれば、彼はまた正妃のもとへと舞い戻るのだろうと思ったのだ。

　王の寵愛だけがすべての立場で、彼を信じられなくなれば足場を失うのと同じだ。

　鏡の中に少しずつ老いる自らの姿を見るたびに、カイラは心の均衡を崩していった。

　アイザックも、それまで暮らしてきた伯爵家とはまったく違う第二王子としての堅苦しい生活に、戸惑いを隠せなかった。まして、臣しん下かでさえも母親の身分の低さを理由にアイザックを軽んずるのだから。

『イートン伯爵家に帰りたい』

　アイザックが何度そう言っても、カイラはうなずかなかった。いや、うなずけなかったのである。

　すっかりふさぎ込んだアイザックだったが、七歳になると王都にある学校に通うようになる。そこでケネスと再会し、アイザックはもともとあった快活さをゆっくりと取り戻していった。

　アイザックは聡い子供で、自分の素行がそのまま母の評価に直結することを、早々に理解した。そのために彼は努力を重ね、学問でも剣術でも好成績を維持し続けたのだ。

　一方で、目立ちすぎることが自分の立場をあやうくすることも理解しており、公式の場では腹違いの兄弟である第一王子と第三王子を立て、自分は影に徹することでいさかいを避けてきたのだ。

　そうやってアイザックが自分の力で物事を切り開き、信頼できる仲間を集め、孤独から解き放たれるのと反比例するように、カイラはどんどん孤独を深めていった。

　唯一の心のよりどころであった息子は、自分の力で羽ばたこうとしている。もう自分は必要ないと思いつめた彼女は、やがて心を患い、夢遊病にまでなってしまった。

　王からの寵愛は薄れ、だが戻る場所もない。王も徐々に彼女の扱いに困るようになり、今や幽閉に近しい状態になっている。

　アイザックが学校を卒業し、政務に携わるようになってから、母の姿に心を痛めて自ら名医を探し出し、治療を頼んだが、カイラを治す術はわからなかった。

　彼女が城で保護される理由は、今や〝第二王子の母である〟という一点のみだ。アイザックが国政に必要な存在であれば、母も大事に扱われるに違いないとの思いで彼は国の役に立つために奔走した。

　そうして数年が過ぎ、アイザックが二十一歳の誕生日を迎えた頃、第一王子が病に侵された。

　この国の王位継承順は、どの王妃の子であれ年齢順である。それは、王位継承にてもめることのないようにと法で決められたことだ。

　目立たないようにしているとはいえ、日頃の活動を見ていれば第一王子よりアイザックが能力的に上なのはあきらかだ。

　生死の境をさまよう第一王子を見限った人々は、アイザックにへつらいだす。しかしその多くは、それまで身分の低い側妃の息子だと軽んじていた人々だ。

　アイザックはあきれ、失望した。それまで警戒し、弱みを見せないようにと気を張っていた相手が、その程度の小物だったと思うと情けなくなる。まして、そんな人間がこの国を支える柱なのかと思えば、この国の将来もたかが知れていると思えた。

　ピンと張りつめていた糸は、切れてしまえば脆い。アイザックは、自分を支える核を失ってしまったのだ。

　絶望はアイザックの心を犯し、何年たっても治る気配のない母親も、もはや彼を奮い立たせる理由にはならなかった。すっかりふさぎ込んだアイザックに、快活だった学生時代の面影はなく、ケネスは弟のような彼を放っておけなかった。

『どうせ王位になど興味がないのだろう？　家出をしないか？　アイザック。お母上は大丈夫。君が生きている限り追い出されることはないから』

　ケネスの誘いに、アイザックはうなずいた。

　そうしてアイザックを連れて帰ったケネスを、イートン伯爵は叱らなかった。

　王のもとへ出向き、アイザックがしばらく静養するために必要な手順をすべて整えた。同時に、第二王妃も静養という名目で離宮に移し、イートン伯爵家の私兵を置いて、身の安全を守ることとした。これによって、アイザックも国王に知られずに自由に母親に会いに行けるようになった。

　そうして一年、アイザックは〝ケネスの従弟のザック〟という肩書でこの街で暮らした。

　平和なアイビーヒルは、彼の心を少しずつ癒していく。もちろん、この機会にと第二王子暗殺を願うものも忍び込んでくるから、ケネスはなるべくアイザックから離れずに彼の身の安全を守った。

　そして彼はロザリーと出会ったのだ。彼女にはまるで愛玩動物のように、人を和ませる力がある。

　それがアイザックを癒したのか定かではないが、ここ数ヵ月でアイザックの心は格段に回復した。子供の頃のように笑ったり、人をからかったりできるまでになったのだ。

　第一王子の容体は悪化こそしないもののよくはなく、第一王妃はつきっきりで看病している。国王も王太子を心配してか、最近は政務に身が入らないらしい。

　代わりに勢力を伸ばしているのは第一王妃の親族だ。議会でも相当幅を利かしているとイートン伯爵経由でケネスは聞いている。

　温泉につかり、たったひと晩でさびてしまった記念硬貨は、議会の腐敗を示すいい証拠だ。通常の合金とは異なる割合で鋳造されていることは間違いなく、財務担当か造ぞう幣へい担当かどちらかわからないが不正をしているのは確実だろう。

　そしてそれは綻びの一部でしかない。このイートン伯爵領から想像するよりもずっと、政治は腐敗しているだろう。

　やがて民衆は救世主を求めるに違いない。

　現時点で救世主たる条件を一番満たしているのは、王太子の次に王位継承権があり、平民の母を持ち、政治能力にも長けているアイザック第二王子だ。ザックが王都へ呼び戻される日は近いだろうとケネスは思っている。

（できればそのときに、ロザリー嬢が一緒に来てくれるといいのだけどね）

　穏やかな表情でロザリーを見つめるザックを眺めながら、ケネスはゆっくりとグラスを傾ける。

　イートン伯爵家の放蕩息子は、いつだって彼の友人の味方なのだ。




Ｆｉｎ．










番外編　領主子息の観察録




「ケネス、小間物屋に寄りたいんだがいいか？」

　ロザリーと初めて出会った日の帰り道、ザックがいつもと変わらぬ表情で言ったとき、ケネスはおや、と思った。

　ザックことアイザック王子殿下は成績優秀、武芸も達者と文句なしの美男子だ。

　だが、ケネスは知っている。ザックにも苦手なことはある。彼は、自分の気持ちを伝えることが妙に下手なのだ。

　三歳で王城に戻ってから七歳で再会するまでの間に、ザックになにがあったのか、ケネスは知らない。しかし、負けん気が強く、時にはわがままがすぎるほどだった彼が、召使いにも面倒をかけないような無口で無欲な子供になっていたときは驚きすぎて言葉も出なかった。

　ケネスが時間をかけてザックの〝おりこうさんの仮面〟をはがしていったが、自分の欲を表に出すことは今も苦手そうだ。

　だから、彼がなにかを欲しがるのは珍しく、ケネスは興味津々で続けた。

「いいけれど、なにか必要なものがあるなら、注文票を書いて屋敷に持ってこさせればいいんじゃないのか？」

「いや。明日までに欲しいんだ。それに、……欲しいのは女性用のものだ。見て決めたい」

「ほう？　具体的にはなんだ」

　ザックの表情はそれほど変わらない。ただ、頬のあたりがひくひくと小刻みに動いている。あえて無表情をつくろうとしているときの癖だ。知っているのはケネスくらいしかいないだろう。本人も自覚していないに違いない。

「……扇」

「ふん？」

「扇が欲しいんだ」

　よっぽど変なものが欲しいのかと思えば、それほどおかしなものではない。

　ケネスの好奇心がむくむくと湧き上がる。これは興味深い変化だ。

「扇は誰にやるんだ？」

　素朴な疑問として聞いてみると、ぷいと横を向いてぼそりとつぶやく。

「ロザリー嬢に。においを嗅ぐ仕草がちょっとな。あまり人に見せるものでもないだろう」

　ケネスは思い起こしてみる。くんくん、と鼻を鳴らす様子は、一瞬無防備にもなって、ケネスにはかわいいと思えた。

　人に見せる仕草ではないと言われればそうかもしれないが、単純に、ザックが彼女のあの仕草をほかの人間に見せたくないだけではないだろうか。

「あーまあ、そう……かな」

「ここでいい。入るぞ」

　ケネスの返事など待たずに、ザックは街の入り口近くの店に入っていく。

「え、あっ、えっと伯爵家の……！」

　店主の驚きに満ちた声が聞こえてきて、ケネスは慌てて後を追った。

「ザックだ」

「ザック様。ようこそいらっしゃいました。女性用の扇ですか？　贈りもので？」

「ああ」

　店主は慌てつつも、店先に並べているのとは一風細工が違う高級な扇を奥から出してくる。

　まあ、そうだよな、と思いつつ、ケネスは彼らの動向を見つめた。

　この店は湯治客用の土産店だ。伯爵家の人間が求める素材のものは、ほとんど扱っていないだろう。案の定、店主は困りきった様子だ。それでも、果敢に奥にしまってある秘蔵の品を持ってくるあたりは見上げた根性だ。

「こちらなどいかがでしょう。とっておきのものなのですが。骨の部分には象牙を、扇面にはクジャクの羽を使っております」

「うーん。派手だな。もう少しおとなしい感じのはないのか」

「でしたらこちらの細工ものは。骨の部分に彫を入れてあり、シルクを張って香を焚きしめてあります」

「香りはついていないほうがいいな。それにもっとなんていうか……うーん」

　ザックの説明も的を射ていないので、貴族向けの豪華なものを出してくる店主とは余計かみ合っていない。

　どう伝えればいいのか考えあぐねているザックを横目に、ケネスが笑いながら割って入る。

「まあまあ、ザック。こんな店先では決めかねるだろう。店主、すまないが細工師とともに明日の朝一番に伯爵邸に来られないか？　ザック、渡したい相手のイメージだけは伝えておくといい。持ってきてもらうものの参考になるからな」

「え？　ああ。そうだな。小さくて落ち着きがなくて、こうなんていうか、ふわふわとした……」

　必死に手ぶりでやわらかいものを表現するザックを見て、ケネスは思わず笑ってしまう。

　今のザックの説明で、店主にどこまで伝わっただろう。ロザリー本人を知っているケネスには、彼が彼女をかわいらしく、やわらかな雰囲気をもったものとして表現しているのはわかるが、あの説明だけだと、どう考えても小さくてプルプル震える小動物しか思いつかない。

　ケネスから見ると、ロザリーは女性というよりは幼い少女という印象が強かったが、彼にはそうでもないらしい。

（……まあ、人の好みに文句は言うまい）

　店を出て、再びさっそうと歩きだしたザックに「気に入ったのか、ロザリー嬢を」と尋ねる。

　ザックはわずかに眉根を寄せ、ケネスを見る。

「気に入ったというか、……危なっかしくて放っておけないだろう。あの年で、親と死に別れるのも気の毒だし、後見人がいるのにもかかわらず家を出ようというのはよほどの覚悟が必要だ。おそらく後見人とそりが合わないんだろう。世間知らずの若い娘がひとりで生きていくなんて無理だよ」

　第一夫人の身内からの圧力を常に受けているザックには、他人事には思えないのかもしれない。

「なんだ、同情か」

「まあ、そんなところだ」

「つまらんなぁ」

「え？」

「いや、……こっちの話だ」

　そのときはそれで納得したケネスだったが、翌日、朝一番に応接室で小間物屋と細工師を相手に、ぎこちない問答を続けるザックを見て考えを改めた。

　大きな蝶をあしらった扇には、「イメージが違う」と言い、「では、こちらはどうです？」と出された小花を散らした生地の扇にも、骨の配色が目立ちすぎて嫌だなどと、提案される扇にいちいち文句をつけているのだ。

　自分の買い物ならば、いつも伝わらないことにあきらめてすぐ妥協するのに。これはどうした変化だろう。

「なんというかこう、かわいらしい感じで、でも目立たなくていいんだ」

　ザックはなんとかロザリーのイメージを伝えようと必死だ。

　だが、細工師にしてみれば、貴族のザックが贈る相手は同じ貴族に決まっているし、扇を贈るなんて愛情表現に決まっているのだから、アピールになるような、そこそこ豪華なものを用意する。食い違いもいいところだ。

　ケネスはため息をつき、間に入った。

「すまないがちょっと方向性が違うな。そうだな、〝初恋〟をイメージしてほしい。女性はまだ初々しい、花開く前のつぼみだ。そして男は彼女を大切にしたいけれど、自分の想いを主張したいわけではないのだ。そのままの君が花開くのを、見守っていたい。……そんな想いを伝えるような扇はないものかな」

　ケネスのたとえに、ザックは頬をヒクヒクとさせ、細工師はぱっと笑みを輝かせた。

「でしたらこちらはどうでしょう。東洋の技術を取り込んでおりまして、たためる仕様になっております。骨の部分は竹を使用していていたってシンプル。白のレース生地にはポイントとして薔薇の刺繍が入っております。貴族のお嬢様向けとしてはいささか落ち着きすぎかとは思いますが、質はとてもよく……」

　素朴さもありつつ、かわいらしい扇だ。

　ザックはその扇に魅入られたように一瞬動きを止めた。どうやら気に入ったらしい。

　息を詰めてザックの次のひと言を待つ細工師の顔がおもしろくてニヤニヤして見てしまう。

「いいな。これにしよう」

「あ、ありがとうございますっ！」

　ようやく決まったことにホッとしたように、細工師は顔を綻ばせる。一方のザックも微妙に口角が上がっている。

　その表情からは読み取りにくいが、ケネスにはわかる。ザックはかなり喜んでいるのだ。

「初恋……ねぇ。我ながらうまいこと言ったな」

　ケネスは王都での日々を思い返す。こんなに見栄えのする容姿をしているのに、ザックには浮いた噂はひとつもない。もちろん、彼に憧れる令嬢は多かったが、彼を婿にするということは、議会の中心人物である第一王妃の親族を敵に回すことと同義だ。そこまでの危険を受け入れようという貴族はいなかったのだ。加えて、ザック自身もまるで興味がないとでもいうように、男性の友人たちとばかり行動していた。

　だからケネスは、ザックが女性になにかを贈ろうとするのを見るのも初めてなら、ここまで必死になっているのを見るのも初めてなのだ。

「これは……いい変化かな」

「どうした。ケネス。早速出かけたいんだが、いいか？」

「ダメだ。これから王都にいる父上への報告を書かねばならないからね。それに、昼食どきに行ったって切り株亭は混んでいて落ち着かないよ。俺はゆっくり食べたいんだから、昼のピークが終わった頃に行きたい」

「……っ」

「そのほうがロザリー嬢ともゆっくり話せる。そう思わないかい？」

　悠然と笑うケネスに、ザックがぷいとそっぽを向く。久しぶりに見る、ザックの拗ね顔だ。

　久方ぶりに見る素直な表情に、ケネスはおなかから笑いが込み上げてきた。

「はは。いいね！　君はそのほうがずっといい。やるなぁ、ロザリー嬢」

「べつにそういうんじゃない。ただ放っておけないだけだ」

「そうだね。君は案外世話好きだし。……でも」

　効率だけを考えるなら、使者に託して先に渡してもらうこともできる。

　そうではなく自分で渡したいと考えているのなら、ザックの本当の目的は扇を渡すことじゃない。――彼女の喜ぶ顔が見たいんだ。

　そう指摘したら、なんて顔をするだろう。おそらく逆に気持ちを隠そうとするに決まっているから、やらないけれど。

「……まあいいや。とにかく、昼までは待っていてくれ。君にも、王都から手紙が来ていただろう。先に返事を書いたらどうだ」

「ああ。バーナード侯こう爵しゃくからだろ。いつもと同じだよ。そろそろ王都に戻らないかって」

「侯爵殿は君のことを気に入っているもんな」

「広告塔にしたいだけだろう。民衆の支持を得るのに、平民上がりの王妃の息子は都合がいいんだ」

「そうかな」

　バーナード侯爵はイートン伯爵とも懇意にしている穏健派の貴族議員だ。

　ザックの能力も買っていて、一年前に王都から逃げる直前まで、ザックに政治のノウハウを教え込んでいたのは彼だ。

「バーナード侯爵は情だけで動くタイプではないよ。真に君に期待していると思うけどね」

「まあ、親身になってくれたのは否定しないが。……いずれ戻らなければならないのはわかっているけど、……今はまだここにいたいな」

　ザックは基本真面目なので、王族としての責務を放棄してここにいることに、多少の罪悪感を持ってはいるのだろう。今も、最低限の情報交換は使者を通じて行っている。

　だが、その真面目さが裏目に出て彼はあそこまで憔悴したのだ。

　ザックが自分から戻ると言うその日まで、ケネスは彼を守りきるつもりでいる。

「それもいいんじゃないか。なあに、俺たちの人生はまだまだこの先長いからね。この時間だってほんの少しの休憩にすぎないよ」

　そう。先は長いのだ。

　ケネスはこの長い休みの間に、ザックが心の支えになる存在を見つけてくれたらと思う。

「……なんとなく、希望が見えてきた気もするしね」

「なんの話だ？　それより、さっさと報告を終わらせろよ。俺は馬の手入れをしてくる」

「はいはい」

　まるで、なにかしていないと落ち着かないとでもいうように、せわしなく動くザックを笑いつつ、ケネスはペンをとった。

　王都でザックの帰りを待つ父伯爵に【もう少しだけ、時間が必要のようです】と伝えるために。
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休日は初デート




　切り株亭には定休日という概念がない。

　宿屋の客が途切れることはあまりないし、客がいる以上、食堂も開けなければならない。

　しかし、ごくまれにだが、客がいない日はある。そんな日は、レイモンドの采配で休みを取ることができるのだ。

「今日の仕事は今朝出ていったお客の後始末だけだから客室はひとりでいい。この間はチェルシーが休んだから、今日はロザリーが休めよ」

「え？」

　突然言い渡された休みに、ロザリーはきょとんとする。

「え、あの。でも」

　身内も遠くに住んでいるロザリーには、休みと言われてもとくにやることがない。仕事がないからと宿の部屋にこもっているくらいなら、働いているほうがまだマシだ。

「私はいいですよ。ランディさんこそ」

「ランディはダメだ。今特訓中だからな」

　ロザリーが仕事に慣れてきたことで、多少余裕が出てきたのを実感したレイモンドは、ランディに料理を教え始めている。もちろん自分が休みを取るためだ。義父が不在になってからまったく休んでおらず、疲れが取れないのだ。

　チェルシーは困ったように小首をかしげるロザリーを見て、励ますようにうしろから彼女の両肩に手を置く。

「たまには買い物でも行ってらっしゃいよ」

「ですが……」

「ひとりが嫌ならうってつけの人がいるじゃない」

「え？　誰ですか？」

　きょとんとしたロザリーに含みのある笑みを向け、チェルシーはいきなり外に出ると、「ちょっと、護衛さん、出てきて！」と大きな声で叫んだ。

「え？　ちょっ、チェルシーさん？」

　ロザリーは驚いて彼女の後を追う。外に出たときにはすでに、黒服の男がチェルシーの前に現れていた。あれはザックの護衛だ。

「だからね。ザック様に、今日、ロザリーはお休みだって伝えてきてくれない？」

　チェルシーと男は顔見知りなのだろうか。親しげに話していることに驚いて黙って見つめていると、黒服の男は無言でうなずいて去っていく。

「あの、……今の方は」

「ザック様の護衛よ。なんか知らないけど、最近ひとり、ロザリーに張りついているのよ。気づいてなかったの？」

「知りませんよー！　なんでチェルシーさんは知ってるんですか！」

「気配でわからない？　視線って感じるものでしょう」

　犬並みの嗅覚を持つロザリーだったが、そちらの感覚には鈍感だった。自分に護衛がついていたなんてまったく気づかなかったのだ。

「何度も見かけるからそのたびに話しかけてみたんだけど、あまりしゃべらないのよ。態度で聞いているのはわかるんだけど」

「そうなんですか。返事がないのに話しかけ続けるチェルシーさんもすごいです」

　相変わらずチェルシーはいろいろな意味で強い。

「でもザック様を付き合わせるなんて」

「あら、休みを教えなかったら、逆に怒られるわよ。ねぇ？　レイモンド」

　サバサバと言うチェルシーに苦笑しつつ、レイモンドも納得の笑みだ。

「まあ、そうだな。昼に来られて、ロザリーがいないととがめられるのもごめんだしな。ケネス様はともかく、ザック様は怒ると怖いし」

「え？　そうなんですか？」

　それは意外だ。ロザリーはザックの笑顔をよく見るので、あまり彼が怒る印象を持っていなかった。

　でもみんなは一年前からザックを知っているのだから、自分の知らない一面を見ていてもおかしくない。

「ケネス様はいつもあんな感じで愛想がいいけど、ザック様は無表情だったよな。話しかけてくるようになったのも最近のことだし」

「そうよ。真顔だとあの人怖いじゃない。ロザリーが来てからよ、あんなに笑うようになったの」

「そうなんですか？」

　ロザリーは初めて出会った頃を思い出してみる。たしかに最初、目つきが鋭くて怖い印象があった。でも、その後たくさん世話を焼いてくれたので、面倒見のいい人なんだという認識に変わっていった。

「ロザリーが来る前は、お昼を食べに来てもずっと仏頂面で頬杖ついていたわよ。目の前でケネス様がへらへら笑っているのに！」

「最初に来たときなんか、人嫌いなのかと思うほど誰とも話さなかったよな」

　そのまま、ザックに対するみんなの印象をひとしきり聞いているうちに、切り株亭の扉が開いた。

「ロザリー、待たせたな」

　息を切らしたザックの登場だ。うしろに護衛の黒服もいる。

「ザック様？」

「どこに行きたいって？　どこでもいいぞ。街の散策もいいが、少し遠出するのはどうだ」

　どうやらザックの中では、すでに一緒に出かけることになっているようだ。

（護衛さん……いったいどういう報告をしたんですか）

　ロザリーは青くなったが、こうして急いで駆けつけてくれたのは純粋にうれしい。だって、ふたりだけで出かけるのなら、図らずも初デートということになる。

「そうですね。私、まだこのあたりのことよく知らないので。……ザック様のおすすめとかありますか？」

「北のほうに向かうと、滝の綺麗なところがある。街を見下ろすことができるからなかなか絶景だぞ？　ロザリーは人の多い所より、自然が豊かなところのほうがいいだろう？」

「え？　どうしてです？」

　予想外なことを言われて聞き返すと、ザックは少しばかり照れたように口もとを押さえた。

「人の多いところはにおいが強いから疲れるかと思ってな。あ、でも平気なら街の散策をするか？　買い物でもいい」

　目の前でころころと変わる彼の表情から、気遣ってくれているのが伝わってくる。

　この数分間で、普段見ないザックの表情がいっぱい見られた。うれしすぎて、お尻がムズムズする。たまらず、ロザリーは顔を両手で隠した。

「ちょ、まっ……キャパオーバーですぅ」

「ん？」

「なんでもないです！」

「なんだよ、急に。なにがあった。顔を見せろよ」

「ダメー」

　両手をはずされそうになり、渾こん身しんの力でこらえる。隙間から見えるザックは、拗ねた顔だ。うしろからあきれたように、チェルシーが口を挟む。

「ザック様、女心がわからないと嫌われますよ。ロザリーにだって準備があるんです」

「そ、そうか」

「そうですっ！　私、着替えてきますね！」

　チェルシーのおかげで助かった。緩んだザックの手から逃れ、慌てて階段を駆け上がる。

（あの端整な顔で、照れ顔とか拗ね顔とか見せられて！　ときめかないほうがおかしいでしょう）

　ドキドキして頭がいっぱいになって困るのに、うれしくて、締まりがない顔でにやにやしてしまう。こんな顔見られたら死んでしまう。




　自室で動きやすいワンピースに着替えたロザリーは、上から防寒用のコートを着込み、ザックにもらった扇を小さな鞄にしまう。

「これのお礼もきちんとしてなかったなぁ」

　薔薇の刺繍のほどこされた扇は、ロザリーのお気に入りだ。

　一度、なにかお礼の品でも……と街の小間物屋を見て回ったことはあったが、とても王子であるザックに渡せるような質のいいものはないし、あったとしても買うお金もない。なんでも喜んでくれるだろうという確信もあるものの、彼に合うものをロザリーは見つけられずにいた。

「ついでにリサーチしてこよう。ザック様がなにに興味があるのか。帰りに少しお店に寄ってもらって探してもいいかも！」

　そう思ったら戸惑いより楽しさのほうが増してきた。

　祖父が持たせてくれたお金の中から、少しだけ奮発して財布に入れていく。

　ザックの喜ぶ顔を想像しただけで、幸せな気持ちになれる。降って湧いたお休みに、今は感謝していた。




　ロザリーが着替えて戻ってくると、厨房からレイモンドが手招きをした。

「気をつけて行ってこいよ」

　レイモンドに紙袋を渡され、覗き込むと具だくさんのサンドイッチが入っている。

「おいしそう！　いいんですか？」

「街じゃなく森に行くなら昼食くらいいるだろう」

　まるで母親のようなかいがいしさに、チェルシーもランディも苦笑している。

「わあ、見てください。ザック様。これとか、これとか、ほんとおいしそう！」

「本当だ。いい匂いだな、ありがとう、レイモンド」

「いえいえ。ザック様にはここのところお世話になっているので、お礼ですよ」

　レイモンドはニヤニヤしながらふたりを送り出す。

　一年前、ケネスとともに切り株亭を訪れたザックは、常に無表情で感情を見せないタイプだった。

　それが今はどうだろう。ロザリーを前にすると、目尻を下げ、気の緩んだ表情を見せる。それは、彼からとっつきにくさを取り払った気がする。

　相手は貴族の子息だ。もともと自分たちが気軽に話すような相手ではないが、店に来るならばケネスのように朗らかになってくれないとほかの客がビビる。ザックを変えてくれたロザリーに、レイモンドはひそかに感謝していた。

「あのザック様があんなにデレデレするなんてねぇ。やるわね、ロザリー」

「さあ、残った俺たちは仕事だ」

　早く終わらせれば、自分たちも休める。そう思い、三人は無駄のない動きで働き始めた。




　ザックの馬に乗せられ、走ること二十分。イートン伯爵の屋敷も越え、さらに山に向かって馬は走っていく。

「寒くないか、ロザリー」

「大丈夫です」

　着てきたコートのほかに、ザックが防寒用の皮のコートを貸してくれた。風を通しにくいので、温かい。顔以外は。

「鼻の頭が赤くなってるぞ。……おっと」

　鼻をツンとつつかれ、動揺して転げ落ちそうになる。それをザックに支えてもらい、一瞬前よりずっと密着した状態になった。

　そうしたら今度は背中が気になって仕方ない。ロザリーはザックのように常に香木を身に着けているわけではないのだ。

（汗くさくないかな、髪も風でぼさぼさになっちゃったけど）

　ロザリーの心配をよそに、頭上からは穏やかな声がする。

「……ロザリーの生まれたところは、どんなところだった？　結局、ルイス男爵領に行けなかったからな。聞いておきたい」

　こっそりとうしろを見れば、ザックが優しいまなざしを向けていた。少し安心して、ロザリーは話しだす。

「特別お話しするほどおもしろいものはないですよ。小さいときはあまりお屋敷から出なかったので、知っていることも少ないですし。でも、ここよりは田舎ですから、お庭が広かったんです。花がいっぱい咲いていました。庭師とはたくさんお話ししましたけど、たわいもないことばかりで、あまりお花の名前は覚えませんでした。今思えばもったいないですね」

「そうか？　でも君はその花の色や香りは覚えているんだろう？　知識とひもづけるのは後からでもできる。もったいないと思うなら勉強するか？　イートン伯爵邸には花の図鑑があったはずだ」

「本当ですか？」

「ああ。貸してもらえるよう頼んでやろう」

「ありがとうございます！」

　素直に喜びつつ、はたと我に返る。

　また、自分ばかりが喜ばせてもらった。ザックを喜ばせたいと思っているのに、なかなかうまくいかない。




　やがて少し広くなっている場所で、ザックは馬を止めた。

「もう少し距離があるんだが、ここからは道が狭くなっているから歩きにしよう」

　ひらりと馬の背から下り、ロザリーの体くらいの太さがあるしっかりした木に綱をつなぐ。

「置いてきぼりはかわいそうじゃありませんか？」

　ロザリーはザックに下ろしてもらいながら、馬の方を見やる。おとなしく聞き分けのいい馬だ。ロザリーがうっかり足を脇腹にぶつけてしまっても、じっと動かずに待っていてくれる。

「ここらの草が食料になる。細い川が流れているし、下手に足場の悪いところを連れていくよりはここで自由にさせたほうが危険はないよ」

　ロザリーが地面にちゃんと足をつけたのを確認してから、ザックはおとなしくしていた馬を褒めるように背をなでた。ロザリーも、「じゃあ、待っていてくださいね」とぶつけてしまった脇腹をなでながら告げた。

「ほら、行くぞ」とザックが差し出した手を、ロザリーは戸惑いつつ取る。

　身長差が四十センチ以上あるので、歩幅が完全に違う。しばらくはロザリーが早足で追い駆けていたが、やがてザックが歩調を緩めた。

「悪い、速かったな」

「い、いえ」

「疲れたなら抱いていこうか？」

　まるで小さな子供に対するように言われて、楽しかった気持ちに影がかかった。

「大丈夫ですってば。もう、いつも子供扱い！」

「いや、そのほうが速そうだなと思って」

　膨れたまま地面を見つめていると、木漏れ日がつくる影が目に入った。まるで模様みたいに綺麗で、それだけで単純にも楽しくなってくる。お尻もムズムズしてきて、無駄にはしゃいでしまう。

「綺麗。見てください、ザック様」

「急ぐと危ないぞ、ロザリー」

　そう言われても、跳ねる足が止まらない。久しぶりの外出に興奮していた。

　葉のにおい、土のにおい、澄んだ空気。とくにアイビーヒルは温泉のにおいが強いため、これらのにおいが感じ取りにくいが、今はこれでもかという勢いでロザリーの嗅覚を刺激してくる。

「とっても気持ちいいです！」

　やがて水の落ちる音が響いてきて、先に向かうとそこには滝が広がっていた。

　山のさらに上から落ちてきていて、一帯が池のようになっている。そこから細い水路がいくつか流れていた。おそらく馬をつないでいたところを流れていた細い川もここから流れていったものなのだろう。

　細かな水の粒子がロザリーの頬にあたる。気持ちがよくて、わざわざ浴びに近寄っていった。水面は上から流れてくる滝のせいで常に揺れているけれど、透明度が高く、丸い小石がよく見えた。

　反対側の木々が開けた部分からはアイビーヒルが小さく見えた。こうして高いところから見ると、あの広い街がおもちゃのようだ。

　ふと足もとを見ると、五枚の花弁からなる紫色の小さな花がいくつか咲いている。同じような葉はこの区画にたくさんあるが、花が咲いているのはここだけだ。たまたま日のあたる場所だからだろう。

「かわいいお花です！　ザック様、見てください。なんていう名前なんでしょう」

「素朴でかわいらしい花だな。王城の庭園では見ないタイプだが……俺も名前は知らない。気に入ったのなら一輪だけもらっていくといい」

　そう言ってザックは花を摘み、ロザリーの髪に差し込んだ。

　ピンクがかった金髪に、紫が鮮やかに映える。

「……うん、かわいいな」

「あ、ありがとうございます」

「ここに咲いている花は誰のものでもない。お礼なんていいよ」

「でも摘んでくれました。うれしいんですもん」

　ザックは目を細めて彼女を見つめ、花を差し込んだ耳もとあたりに唇を寄せた。

「かわいいな。……やばい」

　ロザリーを軽く引き寄せたまま、ザックの動きが突然止まる。

「ザック様？」

　ロザリーは慌てて彼の額に手を伸ばした。

「体調が悪い……とかではないです？　私に上着を貸してくれたから、冷えてしまったのでは」

「そんなことはないが。……そうだな。少し冷えた」

　次の瞬間、ふわりとロザリーの体をザックが包んだ。

「ザ、ザザ、ザック様っ？」

「しばらくの間だけだ。温めてくれてもいいだろう？」

「あ、そういう意味でですね？」

「真に受けるなよ。違う」

　ザックはロザリーを抱きしめる腕に力を込める。だが、ロザリーはパニックになっていてちゃんと話が頭に入っていない。

「えっと、えっと、寒いんでしたらぁ……」

　ザックの背中に手を回し、一生懸命さすってみる。摩擦で少しばかり熱を持つが、温まるのはどちらかというとロザリーの手だ。

　そのうちにザックが笑いだしてしまったので、ロザリーはどうしたらいいやら途方に暮れた。

「なんで笑うんですか！」

「悪い。……だって、かわいすぎるだろう」

　笑いながらも体は離してくれない。あきらめておとなしくしていると、徐々に周囲の音が耳に入るようになってきた。

　鳥のさえずり、木々の葉擦れ。大いなる自然の中にいる、ちっぽけなふたり。こうしていると身分なんて些細なことなんじゃないかとさえ思えてくる。

「……なぁ、ロザリー」

　やがてぽつりとザックが話し始めた。「はい？」と続きを促せば、彼は少しだけ力を緩めて、ロザリーの顔を上向かせる。

「君を、いつか王城に連れていきたいと言ったら、困るか？」

「え？」

「王都は栄えているぶん、自然は少ない。こんなに喜んでくれたのはうれしいが、いつかここから引き離してしまうかもと思うと少しばかり気が引けてな」

「ザック様」

「誰に反対されてもこたえはしないが、君から笑顔がなくなるのはこたえる」

　それは、ロザリーにはもったいないくらいの言葉で、うれしいを通り越して胸が苦しくなってきた。

「わ、私……」

　なんと答えていいかもわからず、真っ赤になったままザックにしがみついていると、ヒヒンと遠くで馬の鳴き声が聞こえた。

「ザック様の馬とは別の馬の声……？」

　野生の馬がいるのかわからないが、ザックの馬はつながれているのだから、なにかあったら心配だ。

「どうした？」

　ロザリーがさっと顔色を変えたのに気づき、ザックが覗き込んでくる。

「馬の声が聞こえたんですが、……ちょっと気になるので、戻りませんか？」

「あ、ああ」

　ザックの腕から力が抜けた瞬間に、ロザリーはぽてぽてと走りだす。

　滝がつくり出した池からは水が染み出しているので、ここら一帯は湿っている。ぬかるみがあちこちにあるので足を取られやすいのだ。

「ロザリー、走ると危ないぞ」

「でも、さっきの声、気になるんです。ザック様は聞こえませんでしたか？」

「あまり気にしてなかったからな」

　そう言うと、ザックはロザリーの腰に両手を回し、ひょいと持ち上げた。

「きゃあ」

「このほうが早い」

　人ひとり抱えているのに歩く速度が落ちないのはどういうことなのだ。すべりやすいやや濡れた土の上を、ザックはひょいひょいと身軽に渡っていく。

　結局、最初にかけた時間の半分ほどで、馬をつないでいた場所に来る。すると、ロザリーが聞き分けた通り、そこにはザックの馬のほかにもう一頭馬がいた。

「ヒヒーン」

　情けなさそうな声を出している。ザックが近づき、鞍を確認した。

「これは……護衛の馬だな。見覚えがある」

「護衛さん……いたんですか？」

「残念ながら、俺が本当のひとりになることは難しい」

　それでも、今日は護衛の人数を絞ってひとりだけにしたし、離れられるぎりぎりまで離れていろと命じていたんだが、と続け、あたりを見渡す。

　どうやら護衛がどこかに行ってしまったようだ。

　ロザリーは馬の手綱のにおいを嗅ぐ。汗のにおいが強く、思わず顔をしかめてしまったが、個人を特定できるにおいは掴んだ。

「ちょっと失礼しますね」

　周囲のにおいをクンクン嗅ぎながら、護衛のにおいをたどっていく。

「こっちかなぁ。ここに手をついたような」

　ロザリーの鼻の位置は、ちょうど護衛が木などに手をつくときの高さと同じくらいのようで、一度集中し始めるとにおいをたどるのはたやすかった。ザックが呆気に取られているうちに、木々の密集したほうへと入っていく。

「待て、ロザリー。もし賊にやられたのだとしたら君も危ない」

「あ、それもそうですね」

　あっけらかんとした返事に、ザックは頭を抱えつつ、彼女の肩を抱き寄せた。

「え、あの」

「一緒に行く。においはどっちに続いてる？」

「こ、こっちです」

　ザックがあまり近すぎると、白檀が香ってわかりにくくなる。

　でも離れてくださいとも言えず、ロザリーは赤くなる頬に気づかれないようにと前だけを見つめた。なにより自分自身、離れたくはなかったのだ。

　結局、来た道をまた戻るようにたどっていく。滝の音が聞こえるカーブのところで、道とはあきらかに違う方へ向いた足跡を見つけた。覗き込むようにして下を見ると、斜面を下りたところにある平らな場所に、護衛が倒れているのを発見した。

「大変！」

　駆け寄ろうとしてまんまと足をすべらせたロザリーは、お尻をつく前にザックに腰を抱えられ助けられる。

「危ないって言ってるだろ。この木にしっかり捕まって待ってろ。俺が行く」

「はい」と答える間に、ザックは軽い身のこなしで男のそばまで下りた。

　斜面を下りる途中から、ザックは護衛の頭の下に敷かれた物体が気になっていた。近づいてよくよく見るとそれは上着を丸めたものだ。さらに、彼の呼吸が寝息に近い規則正しさなのを確認すると、眉を寄せて脇を足で軽く蹴った。

「うっ、いてっ」

「起きろ。護衛がこんなところで寝ていてどうする」

「え……、うわっ、アイザック様っ。申し訳ありませんっ」

　護衛は、飛び起きたかと思うとその場に土下座をする。どう見ても元気だ。ザックの視線に気まずそうに目をそらす。

「いったいなにがあった」

「なにが……というか、なにもなさすぎてですね。すみません。少しばかり気が緩んでしまいました。その……おふたりがあまりに仲睦まじいので。そういうときは遠慮しろとおっしゃられたし。道も一本道であきらかに刺客などはいませんでしたし」

　言われて、ザックの頬が染まる。

　なるほど抱き合っているのを見て、少し遠慮しようとした結果がこれなのか。

　護衛には護衛なりの理屈がありそうだが、どう考えてもサボって居眠りをしていたとしか思えない。心配して損をしたとザックは思う。

「護衛なんだから見て見ぬふりをしながらもその場から離れないのが正しいだろう」

「そうなんですけど、見てられないですよ。あんな甘ったるい顔」

　とはいえ、ザックにはロザリーの前でどんな顔をしているかの自覚などない。

「とにかく、ロザリーに礼を言うように。それから彼女は本気でお前が怪我をしたのではと心配している。余計なことは言わずに合わせておけ」

「はっ」

「ひとりで登れるか？」

「もちろんです。アイザック様のお手をわずらわせるなど」

「まったく……。護衛をひとりにしたことで、こんな弊害が出るとは思わなかった」

　護衛は、ザックの後に続きながら斜面を駆け上がり、ロザリーの前で礼をする。

「ご心配をおかけして申し訳ありません。異変に気づいていただき、ありがとうございます」

「い、いえ。大丈夫ですか？　泥だらけになってしまって……」

　ロザリーはハンカチを取り出し、彼に差し出す。「え……」と戸惑う護衛に、ザックはいささかムッとしながらロザリーを抱え上げた。

「きゃあ、ザック様？」

「護衛も無事だし、そろそろレイモンドの作ってくれた昼食にしよう。体も冷えてきたし、もっと日のあたるところへ移動するぞ」

「でも、護衛さんは交代したほうがいいのでは？　頭を打ったんでしょう？」

「なんのために鍛えていると思っているんだ。大丈夫だろう？」

「は、はい。大丈夫であります」

　護衛の彼は真顔でそう言う。だが、護衛が怪我をしたと信じきっているロザリーは彼を休ませたかった。

「でしたら、イートン伯爵家で昼食をいただけませんか？　レイモンドさん特製のサンドイッチなら、きっとケネス様も食べたがるでしょうし。図鑑も見せていただきたいんです」

「図鑑……か」

　そう言われてしまえば、ザックが反対できるわけはない。仕方なしにロザリーを馬に乗せ、山を下りていく。




　イートン伯爵邸まで戻ると、驚いた顔のケネスが出迎えてくれた。

「やあ、ずいぶんお早いお帰りだな」

　そしてニヤリと笑みを浮かべて、「今から切り株亭に行こうかと思っていたんだが」と続けるケネスに、ロザリーは紙袋を見せた。

「レイモンドのサンドイッチだって？　それは楽しみだ。では本日は庭でいただくとしようか」

　ケネスは召使いに言いつけ、庭にテーブルを出す。すぐに、数名のメイドがやって来て、紅茶とスープ、サラダを出してくれた。

「いただきます。……あ、あれ？　ちょっと味が薄いですかね」

「だろう？　レイモンドのスープを食べ慣れてくると、ここの料理人の味は少し物足りなく感じてね。もちろん下手なわけじゃないんだが」

　小声で耳打ちされ、ロザリーもうなずいた。

　伯爵邸の料理人の味付けは上品だ。口あたりも軽く、さらりと舌の上を通っていく感じだが、深みがないと言えばいいのか。レイモンドの料理を食べた後ほどの充足感がない。

「ああ、レイモンドをうちで雇えたらなぁ」

「でもレイモンドさんは切り株亭から離れないんじゃないですか？」

「そうだろうね。仕方ないから俺が食べに行くしかない。貴族だからといってなんでも思い通りになるわけじゃないからね」

　ケネスの身分であれば、レイモンドに無理やり言うことを聞かせることはできるだろう。けれどケネスにはわかっている。心がこもっていなければ本物にはならないことを。だからこそ彼は、レイモンドの意思を尊重するのだ。

　そしてレイモンドは、自分の居場所で自分の能力を存分に発揮している。ケネスにも、ほかのお客にも平等に。そんなふたりの関係は、少しばかりうらやましい。

　ロザリーは我が身を振り返る。

　チビで童顔のロザリーは女性としてとくに際立ったところはない。だけど決定的に人と違うところがある。リルの記憶があり、嗅覚が鋭いということ。

（私も、この能力をザック様のために役立てたい）

　それは、荒唐無稽な願いのようにも思える。でもロザリーは〝いつか〟を願う。いつか、ザックに助けられるだけじゃなく、役に立つ自分になれることを。

「ところでロザリー嬢、かわいらしい花だね」

　耳のあたりを指差されて、花のことを思い出す。

「滝のところで見つけたんです。そうだ、ケネス様。私にお花の図鑑を貸してはいただけませんか？」

「父上の書斎にあると思うよ。持ってこようか」

「いいですか？　伯爵様の了承をいただいたほうがいいなら待ちますが」

「かまわないよ。……おい、すまないが父上の書斎から植物図鑑を持ってきてくれ」

　ケネスは屋敷の執事を呼んで言いつける。年配の執事は、屋敷の中に入ったかと思うとすぐに戻ってきて、革表紙の図鑑をロザリーに渡した。

「山野草でございますね。でしたらここ以降のページに載っているかと思います」

　執事にレクチャーを受けつつ、ロザリーはページを繰っていく。

　やがて、よく似た感じの紫色でロゼット状に広がっている花のイラストを見つけた。

「これかもしれません。リンドウ……っていうみたいです。いろいろ種類があるんですね。花の形も数種類あるようです」

「秋に咲くものと春に咲くもの。大きさも異なります。これとこれなど、同じ品種と言われても一見してはわかりませんね」

「本当だ。おもしろいですね」

　素直に感心するロザリーに、執事も気をよくして説明していく。

　なんとなくデートを護衛に邪魔された感じになったザックはずっと不機嫌だ。

「執事さん、もうひとつ教えてほしいんです」

「なんでしょう。ロザリー様」

「押し花の作り方ってご存知ですか？」

「押し花でございますか？　それでしたらメイド長が趣味でやっておりますね」

「ロザリー？　どうする気だ？」

「この花を押し花にしたいんです。その、しおりを作りたくて」

　かわいい、とザックは何度も言っていた。きっとこの花を気に入っているのだろう。だとすれば、下手に街で安物の小間物を買うよりも、押し花のしおりを作ったほうが喜んでもらえるように思えた。

「……そうか」

　ややぶすっとしてザックが答えたので、不安になる。ロザリーはおずおずと問いかけた。

「あの、ザック様に扇のお礼としてお渡ししたいなって思ったんですが。このお花、かわいいっておっしゃってたし。……でも、やっぱり押し花のしおりなんて嫌ですか？　私、その、ザック様の欲しいものがわからなくて……」

　今日の思い出にもなるかと思って……とつぶやけば、ザックは先ほどまでの仏頂面はどこへやら、頬を染めて「そんなことはない。楽しみにしている」とロザリーとの距離を詰めてきた。

「俺にも作り方を教えてくれ。一緒にやろう」

「はい！」

　満面の笑みで返事をし、メイド長を呼びつけて仲よくテーブルを囲むふたり。それを見ながら、ケネスはため息をつく。

「やれやれ、……ザックも報われているようで報われないね」

　かわいいとは、ロザリーに対しての言葉だろうに、彼女は花を気に入ったのだと思い込んでいる。

　いつも小器用に立ち振る舞う親友の百面相を間近で見て、ケネスは思わず頬を緩めた。

　ふたりはちゃんと恋仲のようだが、どちらも恋愛には奥手なうえに、ロザリーのほうが鈍感すぎる。ザックがこの先、どうやって彼女との距離を縮めていくつもりなのか、見ものである。

　色移りしないよう薄い紙に包んでから、分厚い辞書の途中に花を挟んだロザリーはご機嫌だ。一週間ほどこのまま置いて、しっかり乾燥したら紙に貼りつけて加工するのだ。

「帰る道すがら、しおりを作るのによさそうな紙を小間物屋に頼んでいこうか。厚紙と、上から押さえるために、透けるほど薄い紙が必要らしいから」

「はい！」

　ふたりが街に出る準備を整えると、ケネスが見送りに出てくる。

「ロザリー嬢、レイモンドにお礼を言ってくれたまえ。そしてやはり君を伯爵家の食堂に欲しいと伝えてくれるかい？」

「あはは。うなずかないと思いますけど、わかりました」

「さあ、そろそろ移動しようか、ロザリー」

「お邪魔しました。ケネス様。突然の訪問だったのにもかかわらず、歓待ありがとうございました」

「いやいや、ここはザックの家のようなものだからね。君ならいつ来てもらってもかまわないよ」

　ケネスに見送られながら、ふたりは屋敷を出る。今度も護衛は一定の距離を置いてついてきていたが、山に向かった護衛とはまた別人になっているようだ。

（……大変ですね。護衛のお仕事も）

　でも、先ほどの護衛さんとザックの会話を見ていれば、そこまで堅苦しい関係ではなさそうだったのでひとまず安心する。

（護衛さんのにおいも覚えよう）

　彼の味方と敵を区別できるようになれば、この先、ザックと一緒にいるときに、役に立つこともあるだろう。

　クンクンと鼻をすすっていると、「どうした？」とザックが怪訝そうに顔を近づけてくる。

「なんでもありません」

　ザックの力になるために、少しでもできることをする。そんな決意をしていたなんて、さすがに恥ずかしくて口には出せなかった。
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　初めまして、またはお久しぶりです。この度は『家出令嬢ですが、のんびりお宿の看板娘はじめました』をお手に取っていただいてありがとうございます。

　昨今はやりの異世界もの。私もいくつか読ませていただいていますが、前世の知識やチート能力を生かして活躍していく主人公の活躍は爽快ですよね。私もそんな話を書きたい！　と思ったはずなのですが、できあがった主人公は前世がワンコな小柄な女の子でした。地味ですね（笑）。チート能力とまでは言いがたいですが、犬の記憶と嗅ぎ分け能力を駆使して、ロザリーはアイビーヒルに居場所を見つけていきます。

　リルはコーイケルホンディエというオランダの犬種をイメージしました。耳のあたりに飾り毛があって、ふわふわしている癒し系のかわいい子。そこから、ロザリーのイメージも決まっていきました。当然、癒される相手がヒーローであるので、ザックはちょっと病み気味な感じになりましたね。

　今作の私の一番のお気に入りはケネスです。悠然として、いつでも人のことをからかっているようですが、友情には厚い。いざとなれば、友のために自らの立場も捨てられる、頼れる友人ポジションです。

　この先、ザックを取り巻く環境が変わるにつれ、しがらみが彼を悩ませていくはずなのですが、そこでもぜひ大活躍していただきたいと思っているキャラです。好きすぎて番外編を考えると、彼の視点でばかり書いてしまいます。

　この続きを出せるかどうか、まだわかりませんが、書けたらいいなと思っています。どうか応援よろしくお願いいたします。

　さて、今回素敵な表紙イラストを担当してくださったすらだまみ様、ありがとうございました。キュートでふわふわなロザリーがイメージ通りでとてもうれしかったです！　そして、いつも励ましをくださる担当の鶴嶋様、適切な助言をくださる佐々木様、スターツ出版の皆様、そのほか、この本を作るのにかかわってくださったすべての方に、お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　そしてなにより、いつもサイトで応援してくださる読者様、この本を手にしてくださったあなた。本当にありがとうございます。どうか、みなさんに楽しい時間をお届けできていますように。
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